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序

茨城県水戸市藤井町字十万原地内において　十万原市街地開発事業

が計画されています。これはタ　飢世紀の新しい街づくりのモデルとし

て，これからの時代の新しい生活ニーズを先取りしタ　多様な機能が備

わった個性的で魅力的な街づくりを計指すものであります。この事業

計画に伴いタ　茨城県水戸土木事務所により都市計画道路藤井橋十万原

線改良工事が予定されタ　その予定地内に埋蔵文化財包蔵地である十方

原遺跡が確認されました。

財団法人茨城県教育財団はラ　茨城県水戸土木事務所から埋蔵文化財

発掘事業について委託を受眈　平成12年7月から平成臓年3月及び平

成且3年6月から同年7月にかけてタ　都市計画道路藤井橋十万原線改良

工事地内に所在する十万原遺跡の発掘調査を実施してまいりました。

本書はタ　十万原遺跡の調査成果を収録したものであります。本書が

学術的な研究資料としてほもとよりタ　教育◎文化の向上の一助として

活用されますことを希望いたします。

なおタ　発掘調査及び整理を進めるにあた畑　委託者である茨城県水

戸土木事務所より多大なる御協力をいただきましたことに対し，厚く

御礼申し上げます。

またタ　茨城県教育委員会夕　水戸市教育委員会をはじめ芦　関係各機関

及び関係各位からいただいた御指導夕　御協力に対しタ　衷心より感謝の

意を表します。

平成摘年3月

財団法人　茨城県教育財団

理事長　斎　藤　佳　郎



例＿叫＿＿＿．庭に：晋

1本書はタ　茨城県水戸土木事務所の委託により，財団法人茨城県教育財団が平成12年7月から平成13年3月

及び平成13年6月から同年7月まで発癌調査を実施した，茨城県水戸市藤井町字十万原告mO番地ほかに

所在する十万原遺跡（第鼠　◎4調査区）の発掘調査報告書である。

2　当遺跡の発癌調査期間および整理期間はタ　以下のとおりである。

調　　　査　　平成12年7月1日～平成13年3月3日　平成ほ年6月i　～平成招年　月　日］

整　　　理　　平成13年8月1日～平成13年12月31日

3　当遺跡の発癌調査は芦　調査第一課長阿久津久の指揮のもとラ　平成ほ年度は　同課第3班長仙波亨，首席調

査員小林孝夕主任調査員宮崎修士夕和酎青典，平成13年度はブ同課第2班良川津法伸夕主任調査員黒澤秀雄，

横倉要次が担当した。

4　当遺跡の整理および本書の執筆◎編集はプ　整理第二課長瓦吹聖の指揮のもとタ　主任調査員宮田和男が担当

した。

5　発掘調査及び整理に際してタ　御指導，御協力を賜った関係各機関並びに関係各位に対し，深く感謝の意を

表します。



凡 例

1当遺跡の地区設定は，日本平面直角座標第Ⅸ系座標に準拠し，第1調査区は，Ⅹ軸＝＋50，440m，Y軸＝

＋50，680mの交点を基準点（A2al）とし，第4調査区は，X軸＝＋49，840m，Y軸二十51，320mの交点を

基準点（B2al）とした。

この基準点を基に遺跡範囲内を東西南北各々40m四方の大調査区に分割し，さらに，この大調査区を東西，

南北に各々10等分し，4m四方の小調査区を設定した。

大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い，北から南へA，B，C・‥，西から東へ1，2，3

…とし，「Al区」，「B2区」のように呼称した。さらに小調査区は，北から南へa，b，C・・・j，西から

東へ1，2，3…0とし，名称は，大調査区の名称を冠し，「Alal区」，「B2b2区」のように呼称した。

2　本文・実測図・一覧表・遺物観察表等で使用した記号は次の通りである。

遺構　住居跡－SI　土坑qSK　清一SD

遺物　土器・陶器．p　土製品－DP　石器・石製晶－Q　金属製品・古銭－M　拓本記録土器－TP

土層　撹乱－K

計測値　現存値－（）推定値－［］

ただし，実測図・遺物観察表における土器・陶器の記号については，Pを省略し，番号だけを記した。

3　土層と遺物における色調の判定には，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著　日本色研事業株式会

社）を使用した。

4　遺構・遺物実測図の作成方法については，次のとおりである。

（1）遺構全体図は縮尺400分の1とし，各遺構の実測図は，60分の1の縮尺で掲載することを基本とした。

（2）遣物は原則として3分の1の縮尺にした。種類や大きさにより異なる場合もあり，それらについては，

個々に縮尺をスケ1ルで表示した。

（3）遺構・遺物実測図中の表示は，次のとおりである。

炉・繊維土器［コ粘土⊂コ　炭化物・煤⊂コ焼土・施紬・赤彩［＝コ

土器●　　土製品○　　石器・石製品□　　金属製品・古銭△　　拓本記録土器▲

5　遺物観察表の作成方法については，次のとおりである。

（1）計測値の（）内の数値は現存値を，［］内の数値は推定値を示した。単位の場合は，法量について

はcm，重量についてはgで示した。

（2）備考の欄は，残存率，写真図版番号（PL）及びその他必要と思われる事項を記した。

6「主軸」は，炉を通る軸線あるいは長軸（径）を通る軸線とし，その主軸が座標北からみて，どの方向に

どれだけ振れているかを角度で表示した（例　NllOC’－E）。
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コー ド 北　 緯 東　 経 標　 高 調査期間 調査面積 調査原因

十 万 原 遺 跡
l

区

いばらきけんみ　と　しふじいちょう
茨城県水戸市藤井町 08201 36 度 140 度 28 20000701へ－′ 3，163I迂 都市計画道

あざじゆうまんばら　　　　　ばんち
字十万原1，円0番地 － 27 分 23 分 ′′‾ヽヽ＿．．ノ 20001231

路藤井橋十
万原線改良

ほか 146

！ ！

13 秒 58 秒 42m
工事に伴う
事前調査

いばらきけんみ　と　しふじいちょう
茨城県水戸市藤井町 36 度 140 度 26 20010101′～ 3，665r迂

4　ぁぎじゆうまんばr＿J
字十万原2，070 －1 26 分 24 分

20010331
／、　）′ 20010601へノ

区　ばんち
番地ほか

57 秒　 18 秒 35m　　20010731

i　　　　 i 懐痍東永声高藤尭範i
！

36度 140度 26 20010101′～ 3，665r迂 i　　　　 i

4　ぁぎじゆうまんばr＿J
字十万原2，070－1 26分 24分 20010331

／、　）′ 20010601へノ
区　ばんち

番地ほか
57秒　 18秒 35m 20010731

匝 収遺跡名i 種 項 主な時代 i 主な遺構 i　　 主な遺物
特記事項

十万原遺跡 集 落 跡　 縄　　 文　 竪穴住居跡 1軒　縄文土器片，石器 （石鉱） 縄文時代中期か

ら中世にかけて
（第上欄査区）　　 弥　 生　 竪穴住居跡　 4軒 弥生土器片

古　　 墳　 竪穴住居跡 13軒　土師器 （杯◎椀車高捧0器台◎増の壷e の遺構が確認さ

婆昏台付婆e甑◎手捏土器主 石製模 れた。特に古墳

倣品（双孔円板6剣形品），石器（砥石）時代前期◎中期

墓　　 跡　 中砂近世　 地下式墳　　 6基　土師質土器 （ノ上皿◎内耳鍋），陶 の竪穴住居跡が

集石遺構 10か所　器 （婆）言古銭，士製品 （羽目）タ 確認され，この

粘土貼土坑 10基　鉄浮 地域に集落が形

i 芸芸　 慧芸　　　　 誓霊 芸

包含 層　 古　 墳　　　　　 2か所　 土師器 （堵鈴壷◎婆）　　　　 た中近世ではプ

中 世　　　 信禁 慧 内耳鍋 潮 風 誓 誓 認され

i i　 士坑　 2鵬

！　　　　 溝跡　　 磯
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第1章　　調　査　経　緯

第1節　調査に至る経緯

茨城県では，水戸市藤井町字十万原地内における十万原市街地開発事業計画に伴い，茨城県水戸土木事務所

により都市計画道路藤井橋十万原線の整備を進めている。

工事に先立ち，平成12年3月3日，茨城県水戸土木事務所公園街路課から茨城県教育委員会あてに，都市計

画道路藤井橋十万原線改良事業地内における埋蔵文化財の所在の有無及びその取り扱いについての照会があっ

た。これを受けて茨城県教育委員会は，平成12年3月6日，茨城県水戸土木事務所に対し，事業地内に十万原

遺跡が所在する旨の回答を行った。さらに同日，茨城県水戸土木事務所あてに，十万原遺跡を記録保存とする

旨回答をし，併せて調査機関として財団法人茨城県教育財団を紹介した。

茨城県と茨城県教育財団は，埋蔵文化財発掘調査に関する業務の委託契約を結び，平成12年7月1日から平

成13年3月31日にかけて，十万原遺跡第1・4調査区の発掘調査を実施することとなった。

第2節　調　査　経　過

十万原遺跡における第1・4調査区の発掘調査は，当初，平成12年7月1日から平成13年3月31日までの9

か月間の予定で開始された。表土除去の結果，遺構が数多く確認されたため，平成12年12月5日に調査計画

の変更が協議され，調査区域の一部を次年度に繰り越し，平成13年度6月から7月までの2か月間延長するこ

ととなった。以下　十万原遺跡の調査の経過略歴について表に示す。

平成 12 年度 l

I

平成 13 年度

7　月 8　月 9　月 10　月 11 月 12　月 1　月 2　月 3　月 6　月 7　月

第 1 調査区 第 4 調査区

I
l

表土除去 遺　 構　 調　 査 表土除去 遺　 構　 調　 査 遺　 構　 調　 査

ー1



二′ノ　二・　　　　　　　二、、了

第鼠節　地理的環境

十万原遺跡はタ　茨城県水戸市藤井町字十万原言は番地ほかに所在している。

当遺跡周辺の地形はプ　西から東に丘陵性鉦軋　台晩　沖積低地に大別される。西部の丘陵性山地は，入港山

地南の鶏足山塊東縁部にあたりタ標高200m程度の低山が連なる。鶏足山塊は，主に砂岩，頁岩の互層からなり，

…一部にチャートや石灰岩を挟んでいる。またブ　丘陵性山地周辺部には，凝灰嵐砂岩夕　泥岩等からなる地層が

分布しており，台地の基盤岩となっている。台地はブ那珂西台地あるいは石塚台地と呼ばれる洪積台地でありテ

標高40～50m程度で低地との比高は約20mあり，急崖に囲まれている。また那珂川の支流である藤井凡西田

川等は，台地を開析して沖積低地を形成し，低地は主に水田に利用されている。

十万原遺跡はタ藤井川と西田川に挟まれた那珂酋台地の一部である十万原台地の最東端，西田川右岸の標高

30m前後の河岸段丘上の中位段丘に位置している。西側の台地部は畑地としてタ　東側の低地部は永田として利

用されプ　調査前の現況は山林である。

第2節　歴史的環境

十万原遺跡付近は，那珂川とその支流によって開析された台地が展開し芦原娩　古代より格好な居住の場と

して利用されてきた。そのためタ　当遺跡周辺の台地上を中心に多数の遺跡が存在する′）ここではタ当遺跡に関

連する西田川や藤井川流域に沿って立地する主な遺跡について時代ごとに述べる。

（自　旧石器時代
に　さわ　　　　　かみいりの

旧石器時代の遺跡はタ水戸市十万原台地上のドゥゼンクボ遺跡くH〉言二の沢遺跡く12〉タ上人野遺跡1）く3〉，
じゆうまんばら

十万原遺跡く1〉の4か所が知られ芦　上人野遺跡からほ士坑が検出されプ　前回調査された十万原遺跡では石器製

作跡が調査されている。

（2）縄文時代
なかつ吏　　　　　なかさい

那珂川流域及びその支流域に立地する縄文時代の遺跡としては，早◎中期の中妻遺跡く8〉，那珂酋遺跡く17〉，
せきね　　　　うしろかわ　　　　　　　ふ　うち　てんじん　　　　圭すいほんこう

中期の関根遺跡く24〉，後側遺跡く5〉，後期の外ノ内の天神遺跡く7〉，増井本郷遺跡く22〉等が挙げられる。さ

らに十万原台地に立地する遺跡としてはブドウゼンクボ遣眺二の沢遺軌ニガサワ遺跡2）く勘靂轟手遺跡

く18〉言露箋遺跡く20〉，竃箇竃遺跡く21〉∴竃等遺跡：うjく25〉タ巌笑壷遺跡く27〉言篭遺跡く32＞言説猿遺

跡く35〉等が知られている。これらの遺跡はプ　山間部から台地の縁辺部まで広く分布しプ縄文早期から延々と集

落が営まれていたことが窺われる。

当遺跡呈上おいてもタ平戯3年度に轍告した調査2区から，竪穴住居跡6軒（早期4軒診中期2軒）が確認

されている。

拍）弥生時代

弥生時代の遺跡としてほ，十万原台地上のボンボン遺跡く10〉ブドウゼンクボ遣晩　十万原遺跡夕　那珂川右
′ノーぎはや受え

岸の馬場尻遺跡などがあげられブ藤井川右岸の台地上にはタ風年前遣酪㌦上入野遺跡などが立地している。

上入野遺跡ではタ　十巨台式期の竪穴住居跡1軒が確認されている。また言二の沢遺跡では後期の土器が採集

…言上…



常

第1図　十万原遺跡周辺遺跡分布図
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されている。弥生時代後期の遺物出土からみると，当遺跡が立地する十万原台地上のみならずタ　広範囲に渡っ

て集落が分布したことが理解できる。

（4）古墳時代

十万原台地上に立地する古墳時代前期◎中期の遺跡の確認数はタ　他の時代に比べ少ないが，平成10年度に調

査したニガサワ遺跡では　竪穴住居跡が鋼軒調査されタ　前回の十万原遺跡の調査においてもタ　31軒の竪穴住居

跡と方形周溝墓「基が調査されたが，当時期の集落跡の発見が今後増えていく傾向にある。古墳時代後期には，
あおき

本格的な集落形成が始まって，遺跡数も増加する。平成5年度に調査された青木遺跡をうjく4〉では当時期の住居

跡が12軋　同じく後側遺跡7ノからは住居跡が2軒調査されている。
なかこり

他に後期の遺跡としては高根遺跡く33〉のほか，2軒の竪穴住居跡が確認された仲郷遺跡8）く2〉，那珂西地内
ビ」　さわ

の外ノ内⑳天神遺跡等が挙げられる。またプ　古墳群をみるとタ　十万原台地上ではニガサワ古墳群く15〉，二の沢
しみずだい　　　　　　　　　　　　　　　　　おんたてやま　　　　おおい　　　　　　ましい

古墳群く13〉，清水台古墳群く19〉がありタ十万原台地周辺では御立山古墳群，大井古墳群く34〉，増井古墳く23〉ブ
かみあおやま　　　　ながみね　　　　いし／）か

上青山古墳群，長峰古墳群，石塚古墳群プ　鳴沢大塚古墳群く2紛プ　塚山添古墳群く3D等が築造されている。

（5）奈良砂平安時代
ほっこめ

奈良◎平安時代になると当遺跡周辺でも遺跡数が増加し，常北町内では中妻遺跡プ　北米遺跡く9〉，那珂酋遣
藍えかわ

帆上入野遣帆青木遣帆後側道晩前側遺跡9）く6〉ブ仲郷遺跡等が確認されている。また，那珂川下流右
だいわたり

岸台地上には，台渡廃寺跡がある。この寺はタ「徳輪寺上「仲寺」と呼ばれた那賀郡の「郡の寺」であり，こ

れまでの調査で塔跡，門跡，工房跡，柵列等が確認されてお畑　さらに寺域の北側には那賀郡の郡街の存在も
あほ〆jけ

想定されている。南西約6kmの前沢川上流には木葉下窯跡用）（水戸市）が位置しタ。独m四方に　現在まで金山

支群，三ケ野支群，高取山支群の3支群が確認され，これらの窯跡は，8世紀初頭から9世紀後半まで操業し

ていたと考えられている。当窯跡からほ台渡廃寺跡に供給していたとみられる瓦も出土しておりタ　台渡廃寺跡

や那賀郡街とかかわりのある官窯としての性格を有していたものと考えられている。さらにブ　南東3kmの那珂川
いいとみ

右岸の台地上には，火葬骨を納めた骨蔵器が密集して発見された飯富火葬墓跡く30〉が位置している。

（6）中世◎近世

平安時代から中世にかけては，この地域は常陸太接氏夕　那珂氏夕　佐竹氏の勢力下にあり，各種の抗争の舞台
なかさい

となった。そのため，各氏の一族や臣下の城館が各所に造られ，常北町内の石塚城跡や県指定史跡の那珂酋城
じんせいかん

跡il）く16＞では今でも堀や土塁の跡を留め，周辺にも神生館跡く26〉をはじめ多くの城館が存在している。また，

藤井川右岸の上入野台地最西部には小松寺12）があり，境内には平重盛の墓と伝えられた墓石もある。

近世になるとこの地域は水戸藩領となりタ　佐竹氏，太接民声　江戸氏の一族や，家臣で帰農した者タ　さらに戦

国以降に移住した武士や農民も加わって近世村落が形成された。

※文中の＜＞中の番号は，第1図及び周辺遺跡一覧表の該当遺跡番号と同じである。
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『茨城県教育財団文化財調査報告　第招集　鍋肌寧3月

の　常北町史編さん委員会　常北町史　常北町　摘錮年3月

の　前掲哉1）し．、

7）前掲載1主

8）茨城県教育財団「主要地方道水戸茂木線道路改良工事地内埋蔵文化財調査報告書Ⅲ　仲郷遺跡」

『茨城県教育財団文化財調査報告』第124集1997年6月

9）　前掲載日。

10）水戸市木葉下遺跡発掘調査会『常陸木葉下窯跡』水戸市教育委員会1985年12月

11）前歯萄5）。
＼＼

＼

12）　前掲載5圭

表1　十万原遺跡周辺遺跡一覧表

時　　　 代
番

。号

遺　跡　名

時　　　 代

圏
遺　跡　名

旧　縄 弥　古　奈　鎌　汗 旧

石

器

縄

文

弥

生

古　奈
良
●
平

鎌 江

戸
［コ号

良「倉
石　　　　　　　　 。 ・

平　室

倉
●
室
町器 文 生 墳　安　町　中 墳 安

① 十　万　原　遺　跡 0　0　0　0　0 ○ 19 清水 台古墳群 ○ ○
I

2 仲　 郷　 遺　 跡 i
○ ○

。i
20 清　水　台　遺　跡 ○ ○ ○

3 上　入　野　遺　跡 ○ ○ ○ ○ 21 南　駒　形　遺　跡 ○ ○ ○

4 青　 木　 遺　 跡 ○ ○ ○ ○ 22 増井本郷遺跡 ○ ○ ○

5 後　 側　 遺　 跡 ○
i。 。i

23 増　 井　 古　 墳！
［l

○

6 前　 側　 遺　 跡 ‖ ！。 ！
24 関　 根　 遺　 跡 ○ ○

7 外ノ内。天神遺跡 i。日 。‖ つ
25 塙　 東　 遺　 跡 ○ ○ ○

8 中　 妻　 遺　 跡 回 i i
26 神　 生　 館　 跡 ○ ○

9 北　　 米　 遺　 跡 i i。 i
27 鳴沢大塚遺跡 ○ ○

10 ボ　ン　ボ　ン遺跡
日 。i i

28 鳴沢大塚古墳群 ○

H ドゥゼンクボ遺跡
。！。 中 車 i

29 十万原古墳群 ○

12 二　の　沢　遺　跡
。i。回 。

○
i

30 飯 富火 葬墓跡 ○

13 二　の　沢古墳群 i i 回 i i
31 塚　山　添古墳群

i
○

日 日

14 ニ　ガ　サ　ワ　遺跡 ○ C）○ ○
i

32 下　 宿　 遺　 跡 。i

15 ニガサワ古墳群 。日 日
33 高　 根　 遺　 跡 ○ ○

16 那　珂　西　城　跡
‖ 。i。i

34 大　井　古　墳　群 i。

17 那　珂　西　遺　跡 。日 日 。i i。
35 馬　場　尻　遺　跡 。！。 。i

i

。i

i

日

日18 藤　井　町　遺　跡 何 回　 目 つ ！
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第3章　調査の成果

第1節　遺跡の概要

十万原遺跡の調査区は，便宜上第1・2・4調査区に分けられている（第2図）。第2調査区については前

回報告しており，今回は，平成12年7月から平成13年3月及び平成13年6月から同年7月に調査した第1・4

調査区の計6，828n了分についての報告である。

当遺跡は，常北町と接する水戸市の北部にあたり，藤井川と西田川に挟まれた舌状台地の最東立礼　西田川右

岸の標高30m前後の河岸段丘上に位置する。今回報告する第1調査区は，第2調査区から北西方向約75m，第4

調査区は，第2調査区から南東方向約400mのいずれも台地縁辺部に位置する。

調査の結果　縄文時代から中世にかけての複合遺跡であることが確認され，遺構は，竪穴住居跡22軒（縄文

時代期1軒，弥生時代期4軒，古墳時代期13軒，時期不明4軒），墓墳38基，土坑234基，地下式墳6基，集

石遺構10か所，粘土貼土坑10基，構24条，遣物包含層2か所が調査され，出土した主な遣物は，縄文土器片（堀

之内式期），弥生土器片（十王台式期），土師器（椀・杯・高杯・器台・柑・壷・嚢・甑・手捏土器），須恵器

片，土製品（羽口），石製模造品（有孔円板・剣形模造品），石器（石嫉・砥石），古銭，馬歯などである。

第2節　基本層序

当遺跡は，標高26～42mの台地に立地しており，その縁辺

部にあたる第1調査区の北西部（A2fl区）にテストピット

を設定して基本土層の観察を行った。土層断面図中，第3・

4層が今市・七本桜軽石層に，第10・11層が赤城・鹿沼軽石

層に相当する。以下，テストピットの観察から層序を説明す

る。

第1層　ローム粒子少量と赤褐色粒子を微量含む24～60cm

の黒色の耕作土である。

第2層　赤褐色粒子と白色粒子を微量含む4～32cmの黒色

の耕作土である。

第3層　白色粒子中量と赤色粒子を少量含む4～28cmの黒

褐色の層で，今市・七本桜軽石層である。 第3図　基本土層図

第4層　赤褐色粒子中量と白色粒子を少量含む10～24cmの

赤褐色の層で，今市・七本桜軽石層である。

第5層　褐色粒子と白色粒子を微量含む5～16cmの暗褐色のハードローム層である。

第6層　20～30cmの褐色のハードローム層で，第1黒色帯を含む層と思われる。

第7層　白色粒子を少量含む16～28cmの黄褐色のハードローム層で，姶良Tn火山灰を含む層と思われる。

第8層　黄褐色粒子を少量含む34～42cmの黄褐色のハードローム層で，第2黒色帯を含む層と思われる。

第9層　鹿沼軽石粒子を中量含む8～26cmの黄褐色の層で，赤城・鹿沼軽石層の漸移層である。

第10層　鹿沼軽石粒子を中量含む8～14cmの明黄褐色の層で，赤城・鹿沼軽石層である。

第11層　鹿沼軽石粒子を多量含む34～40cmの明黄褐色の層で，赤城・鹿沼軽石層である。

第12層　円礫を含んだ褐色の層で，段丘礫層である。

－7－



第3節　遺構　と　遺物

11区の遺構と遺物

本区は当遺跡の東部に位置しタ南東側の谷津に向かって傾斜している。本区からほ竪穴住居跡　軒　士坑は7

拭、溝跡1条が確認された．、、

自　竪穴住居跡

①　古墳時代

本区からほ古墳時代前期の住居跡5軋　中期の住居跡2軒が確認された。以下，遺構番号順に記載する。

第牒号住居跡（第4図）

位置　調査区南部のC4d3区に位置しタ　南東へ緩やかに傾斜した台地の縁辺部に立地している。

重複関係　北コーナー部で第調号口元を舶り込んでいる、＿、

規模と形状　長軸8．60111，矩朝丘17Illの長方形で、巨柚方向はN－一つ・1∵Wである．」11鉦汗七二貼・111で，糾桂とも

外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，硬化面は4本の主柱穴に囲まれた内側に認められる。断面U字状の壁溝が周回している。床

面直上に焼士や炭化材が認められる。

炉　中央部と中央部やや酋コーナー部寄りの2か所に付設されている。炉1ほ，長径170cm，短径62cmの楕円形，

炉2はヲ　長径錮cm　短径舶cmの楕円形で　長径方向はいずれも住居跡の主軸と同じである。炉i儲　2ともに床

面を8cmほど皿状に揺り窪めた地床炉である。炉1の炉床には被熱痕が明瞭に認められたが，炉2は覆土に焼

土粒子や炭化粒子を中量から少量含む程度でタ　炉床はそれほど硬くほなかった。炉1◎　2の使用が併行してい

たか否かは不明である。

炉1土層解説
1　黒褐色　ローム粒子中量，廃土粒了少量
2

3

4

5

6

7

8

灰

黒

暗

褐

黒

黒

黒

褐色　廃土粒子少量，ローム粒子微量
褐色　焼士粒子少量，ロームブロック微量
褐色　廃土粒子少量，ローム粒子の炭化粒子微量

色　ローム粒子の焼土粒子微量
褐色　ロームブロック少量，廃土粒子微量
褐色　焼士粒子の炭化粒子中量，ローム粒子微量
褐色　廃土粒子中量，ローム粒子微量

炉2土層解説

1　極暗褐色
2　黒褐色
3　極暗褐色
4　極暗褐色
5　にぷい赤褐色

6　極暗褐色

焼土粒子中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量
焼土粒子中量，炭化粒子微量
ローム粒子の焼士粒子微量
ローム粒子・廃土粒子微量

焼土粒子少量，ローム粒子微量
焼士粒子中量

9　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子微量
10　暗赤褐色　廃土粒子中量，ローム粒子少量
11暗赤褐色　ロームブロック8焼土ブロック中量
12　褐　　色　ローム粒子少量

13　暗赤褐色　焼土ブロック多量，に巨一ム粒子中量
14　極暗褐色　ローム粒子中量，廃土粒子少量
15　橙　　色　ロームブロック中量

7　赤褐色　廃土粒子少量
S　極暗褐色　廃土粒子中量，ローム粒子微量
9　褐　　色　ローム粒子や焼土粒子少量

10　明褐色　焼土粒子少量
11明赤褐色　焼土ブロック中量

ピッ匝16か所。主柱穴はP　～P　で　深さ捕～粥cmである。P5は深さ64cmで，南東壁中央部寄りに位

置しており，出入り口施設に伴うピットと考えられる。P6　珍　7は深さ20～58cmで，位置的に主柱穴（Plの

2）に対する補助柱穴と考えられる。P8は深さ甜cmで　P　付近に位置し，出入り口施設に伴うピットと

も考えられるが，小形の貯蔵穴の可能性もあり断定できない。P9～P16は壁際に位置していることから，壁

柱穴と考えられる。深さは12～20cmである。特にP9の10は南東壁際に位置しており，出入り口施設に伴う壁

柱穴と考えタられる。

貯蔵宍　南コーナー部に位置する。平面形は径88cmほどの不整円形であるが，東部から南部にかけては壁が崩

ー8…
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落しており，また底面の平面形状が長方形であることから，本来，隅丸長方形であったものと推定される。深

さは96cnlである。また開口部には，径40cm，深さ44cmほどの小ピットが設けられ，貯蔵穴に伴うピットの可

能性が考えられる。

貯蔵穴土層解説
1　黒　　色　ローム粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　　ローム粒子少星
3　黒褐色　ローム粒子り少量

4　黒褐色　ローム粒7－微量
5　巣褐色　ローム粒子中量，焼士粒子・炭化粒F微畳
6　暗褐色　ロームブロック少量

覆土10層からなり，覆土中から下層（第3～10層）はロームブロックや焼土粒子・炭化粒子を含むブロック

状の堆積状況を示す人為堆積で，覆土上層（第1・2層）はその後の自然堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子微量
2　黒褐色　　ローム粒子中量
3　暗褐色　ロームブロック中墨，焼土粒子少量
4　黒褐色　　ロームブロック・焼土粒了ヰ最

5　黒褐色　ローム粒了や量，焼土粒アー・炭化粒！少量

6　黒　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒！一少量，焼上粒r微量
7　暗　褐　色　ローム粒子少量
8　灰　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒了・少最
9　褐　　　色　ローム粒子多量
10　褐　　　色　ローム粒了ヰ量

遺物出土状況　土師器片1，696点（高杯341，器台26，柑30，襲1，299），礫28点，炭化材のほか，撹乱等によ

り混入したとみられる縄文土器片4点が出土している。これらの遺物の多くは，覆土下層（第3～6層）を中

心にほぼ全域に散在した状態で出土しているが，特に西部が顕著であり，これらの遣物に被熱痕は認められな

い。9は西コーナー部全域に散在していた破片を接合したものである。壁際からほぼ完形の状態で出土した11

のミニチュア土器は，覆土上層から出土している。炭化材は壁際及び壁柱穴から倒壊したような状態で出土し

た。

所見　本跡は，炭化材の出土状況や土層観察から焼失住居と考えられる。また，壁柱と考えられる炭化材が中

央部に向かって崩壊した状態で出土しているが，主柱は確認できない。また，床面直上から遣物がほとんど出

土しないことから，住居廃絶直後，意図的に焼失させたものと考えられる。また，出土した遣物の多くは住居

跡の焼失後，埋め戻しの段階で投棄されたものであるが，壁際から出土した小形壷やミニチュア土器は，ほぼ

完形の状態で出土しており，火熱も受けていないことから，単に投棄したものとは考えにくく，住居廃絶後あ

るいは住居焼失後にこの土器を故意に据え置いた可能性が考えられる。なお，第5号住居跡からも本跡と同じ

ような出土状況にある相と器台が確認されている。時期は，遺構の形態や出土土器から判断して前期（4世紀

中葉）と考えられる。

闘2
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第5図　第1号住居跡出土遣物実測図
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第6図　第1号住居跡出土遺物実測図（2）

第1号住居跡出土遺物観察表（第5・6図）

＼』，：
0　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　：

番片種　別器　種口　径器　高底　径胎　土色　調焼成 特　　徴 出上位置 備　考

1上師器高　杯 （6．4）－fl‾英・長石にぷい招普通3礼。脚部内面パケ目調整後，ヘラ磨き。西部下層50％

2土師器高　林7．8（4．0）－長イ‾「・雲母赤　褐浮通休部内面丁寧なナデ。外面へラ磨き。南部　L層40％

3土師器高　林［24．9］（4．0） 長石 橙普通ロ縁脚横げ。†柑内面パケ閥整復，ヘラ磨き。P5覆土中10％　　pL7

4上師器高　林一（7．7）［21．4］長石 にぷい橙普通4孔。．脚部内・外面パケ目調整胤へラ磨き。西部中層30％

6土師器器　台8，3（6．3） 石卦長石・雲母赤　禍普通3イしこ器甜撒け蝋桐ハ用報胤へラ磨き西部l二層70％

7土師器1日10．9 7．6 2．4石英・長石・雲母橙普通［縁鮒焼け。体錮ト面パケ目謂整復，ヘラ磨き。西部ド層60％　　PL7

8土師器珊 8．4 4．9 2．0石英・長イI赤　褐普通目線粕臓ナデこ休部外面パケ目調整後，ヘラ磨きこ南東部下層70％

9土師器壷［16．0］（23．4） イ了英・長石にぷい橙普通U縁端部横ナデ。内面指頭痕顕著。西部上～下層60％　　pL7

57上師器小形壷6．1 8．8 4．8長石・雲掛．純桁’－橙普通口緑端部横ナデ。底部内面指ナデ。南西部下層95％　　PL7

10土師器小形華8．5 7．8 3．4雲廿赤色粒子にぷい相普通頭部内面に鋭い稜。目線端部横ナデ。南部下層85％　　pL7

11上師器ミニチュア2．4 1．4 長石憩摘色酎▼灰普通体部内・外面ナデ。雑な作り。西部　L層98％　IJL7

番号器　種長　さ幅厚　さ重　量材　質 特　　徴 出土位置 備　考

Ml不明鉄製晶（5．0）0．8 0，4 （3．9）鉄断面長方形を呈している。 南部中層

第3号住居跡（第7図）

位置　調査区中央部のB3g9区に位置し，南東へ緩やかに傾斜した台地の縁辺部に立地している。

規模と形状　長軸5．40m，短軸4．80mの長方形で，主軸方向はNT49L、－Wである。壁高は25～46cmで，各壁と

も外傾して立ち上がる。

床　中央部がよく踏み固められており，硬化した床面は周辺と比べ約10cmほどの高まりを持つ。

炉　中央部のやや北西壁寄りに位置している。長径48cm，短径34cmの楕円形で，床面を4cmほど皿状に掘り窪

めた地床炉である。長径方向は住居跡の主軸とほぼ同じである。炉内の覆土の各層にブロック状の焼土が混じ

り，炉床全体に赤変硬化した状態が認められることから，かなり使用頻度の高かったことが窺われる。

炉土層解説
1　にぷい赤褐色　　焼土ブロック中量
2　暗赤褐色　　焼十ブロック少量
3　時赤褐色　　焼十ブロック微量

ー11



覆土12層からなり，ブロック状の堆積状況を示す人為堆積である。

土層解説
1　黒　　色

2　黒　　色

3　暗褐色
4　黒褐色
5　黒　　色

6　褐　　色

ローム粒子微量
ローム粒了ヰ星，焼土粒子微量
ローム粒子多量

ローム粒子微量
ローム粒子少量，焼七粒子・炭化粒子微量
ロームブロック中量

7　褐　　色

8　黒褐色
9　黒褐色
10　黒褐色
11暗褐色

12　黒　　色

遺物出土状況　土師器片1，215点（高杯15，堵8，嚢1，192），礫17点，

ロームブロック中量

ローム粒了・中量，焼土粒子微量

ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

ローム粒子少量

ローム粒子多量

ロームブロック中量

砥石1のほか，撹乱等により混入したと

みられる縄文土器片2点が出土している。これらの遺物は，覆土下層及び床面を中心にほぼ全域から出土して

いるが，21のように押し潰された状態で床面直上から出土した本跡に伴う土器と，23のように床面からやや浮

いた状態で広範囲に渡り破片が投棄された土器とに大きく分けられる。住居に伴う土器の中でも特に壷は北東

コーナー部に集中しており，床面から正位で出土している20～22が相当する。

所見　本跡は，住居廃絶後，人為的に埋め戻されたと考えられる。時期は，遺構の形態や出土土器から判断し

て第1号住居跡と同時期の前期（4世紀中葉）と思われる。

C

B

第7図　第3号住居跡実測図
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第8図　第3号住居跡出土遺物実測図（1）
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第9図　第3号住居跡田上遺物実測図（2）
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第10図　第3号住居跡出土遺物実測図（3）

10cm

l　一　　十一“－・l

－15



0　　　　　　　　　10cm
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第11図　第3号住居跡出土遣物実測図（4）

第3号住居跡出土遺物観察表（第8～11図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿－⊥＿‥　　！

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　土色　調焼成 特　　徴 出土位置 備考

12土師器椀8．6 4．4 5．0長石 にぷい橙普通［緑朋順ナデ。体部外面パケ目調整後，ナデ。東部下層100％　　　PL7

13土師器高　坪12．0（8．9） 長石にぷい栂普通」孔こ口縁郎横ナデ瀾糾面パケ帽整復，ヘラ酪東部下層70％

45上師器鉢12．6 6．7 4，6長石・雲母・赤色酎栂普通口縁舶横げ。体馴摘パケ目調整後．ナチ。南東部下層100％　　　pL7

5土師器器　台8．0 8．7［9．8］長石赤　禍普通3孔二器受尉積ナデ＿朋沸面パケ目謂整胤へラ酎北部下層95％　　　PL8

14上師器器　台9．6 7．6 8，8長石 にぷい橙普通器受舶横ナデ。脚部内面パケ目調整後．ナデ。中央部下層90％　　　pL8

15土師器器　台9．0（7．2）9．7長石・雲母にぷい褐普通丑器受鵜横ナデ鵬内・外面パケ日吉堆後，げ。西部床面90％　　　pL8

16土師器土甘9．5 15．1 4．5雲母・赤色粒子橙普通ロ縁射続けこ体馴面パケ目調整後，ヘラ磨き。東部下層98％　　　PL8

17土師器柑11．1 15．1 3．4石英・長石・雲母赤　褐普通口縁舶横ナデ。休部外面パケ目調整後，ヘラ磨き。中央部中層90％　　　rjL8

18土師器柑－（12．5）4．6赤色粒子にぷい橙普通休部外面へラ磨き洒面パケ目調整後，荒いナデ。中央部下層75％

19土師器互E［18．6］26．0 7．5長石・雲母橙普通外面パケ目調整。下端部粘土層付着。中央部中・下層60％　　　PL9

20土師器壷16．224．7 6．0石英・赤色粒「にぷい橙普通口縁撰部横ナデ。．休部外面パケ目詞鰯，ヘラ磨き。東部床面80％　　　PL9

21土師器壷12．0 24．0 8．8長石・雲母栂普通口縁舶㈲千体部外面ハ用調整後，ヘラ磨き。東部床面40％

22土師器壷14．7 22．0 6．5石英・長石・雲杜にぷい橙普通日細部傾ナデ牒馴面パケ目調整後，ヘラ磨き。東部床面90％　　　pL8

23土師器互E －（18．7）5．6赤色粒子橙普通体掛面パケ目調整乱へラ磨き涌釦二段を有する。中央～北部下層60％

24土師器壷10．3 15．0 7．2石英・長石にぷい橙普通口縁舶横げ体錮ト面ハ舛摘耀胤ナデ。中央部下層60％　　　pL8

25土師器餐15．0 13．6 －硝・長か赤色粒子にぷい橙普通目線端吾欄げ。休部外面パケ目調整後，ヘラ磨き。東部下層60％

27土師器褒17．8 22．8 7．6石英・長石にぷい橙普通LJ縁端部横ナデ。休部下位荒いヘラナデ。北部床面外面煤付着75％

28土師器餐17．425．1 6．2石英・長石・雲母にぷい褐普通口縁端部横ナデ。休部内面丁寧なハケ目調整。東部中層外面煤付嵐90％P1－9

29土師器婆17．520．7 6．7長石・雲掛赤色酎橙普通口縁射碩ナデ。体吾納面パケ目調整胤ナデ。北部中層外面煤付着＿60％PL9

30土師器墾13．9 22．2 5．4長石・雲朴赤色酎にぷい褐普通器形若干歪む。口縁端部横ナデ。西部下層外面煤付着75％

16



番号 器　 楯 幅 厚　 さ 石　 質 特　　 徴 出土位 置 備　 考

Q I 磨　　　 石 敵 中 払 4 ＆5 （8，59 0） り」砂　 凝一 表 面にi破き痕 と擦痕が残 る÷ 北 部 下 層 P L 19

Q 2 炉　　　　 石 狛 自 沈 2 6．6 2，54 0 LI＿i砂　 石 全 面被 熱痕。 北 部 下 層

第超考住居跡（第12図）

位置　調査区中央部のB4il区に位置し，南東へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

重複関係　南コーナー部を第33号土坑に擦り込まれている。

規模と形状　′一辺4言甘mの方形で西コーナーのみがやや丸みを帯びタ主軸方向はⅨ「…45。－Wである。壁高は8

～14cmで，各壁ともほぼ直立して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，硬化面は認められない。

炉　確認できない。

ピッ睦　7か所。Pl◎2は深さが11cmと浅いものの，位置的に主柱穴の可能性が考えられるがタ　東部に配さ

れていたと想定される主柱穴は確認されなかった。P3～P5は深さ1～Hcmでプ　貯蔵穴付近に位置している

第帽園　第4号住居跡実測図
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が，性格は不明である。P6・7は深さは7～10cmで，位置的に主柱穴とは捉えられず，性格は不明である。

深さは7～10cmである。

貯蔵穴　東コーナー部に位置し，長径54cm，短径32cmの楕円形で，深さは24cnlである。

覆土　9層からなり，レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。また，第2層のロームブロックは壁崩落土

である。

土層解説
1黒　　色　　ローム粒子微量
2　暗褐色　　ロームブロック中量

3　黒褐色　　ローム粒子微量
4　黒　　色　　ローム粒子微量
5　黒褐色　　ローム粒子中星

0　　　　　　5cm

L＿；1

第13図　第4号住居跡
出土遺物実測図

6　黒褐色　　ローム粒子微量
7　黒褐色　　ローム粒子微量
8　褐　　色　　ローム粒了や畳

9　暗褐色　　ローム粍イー多量

遺物出土状況　土師器片54点（高杯2，餐52），礫1点が出土している。床面直

上から検出された遺物はなかった。33は中央部やや南東壁寄りの覆土上層か

ら出土している。その他の土器片は，覆土が徐々に住居跡内に流れ込むのに

呼応して住居跡中央に向かって投棄された状況を示し，また破砕の度合いも

高い傾向を見せている。

所見　本跡の時期については，住居跡の時期を直接示す土器はなく，遺構の

形態も明瞭ではないため不明な点が多いが，覆土上層から出土した土器（33）

が中期（5世紀中葉）に比定されることから，中期あるいは中期以前の可能

性が考えられる。

第4号住居跡出土遣物観察表（第13図）

番 弓一 種　 別 器　 稚 LJ 径 器　 高 底　 径 胎　 十 色　 調 焼 成 特　　 徴 出 土位 置 備　 考

33 上 師 器 小 形 嘉 10 ．0 8 ．6 3．4 長 石 にぷい橙 普 通 目線舶 横げ 。体糾 面パケ目調整後，ヘラ階 中央 部 L層 7 0 ％　　　 p L lO

第5号住居跡（第14図）

位置　調査区中央部のB317区に位置し，南東へ緩やかに傾斜した台地の縁辺部に立地している。

規模と形状　長軸5・08m，短軸4・75mの方形で，主軸方向はNA6㌧Wである。壁高は24～37cmで，各壁とも

外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，コーナー部を除いてよく踏み固められている。また，主柱穴4本の内，西側に位置するP3・

4の周りにも硬化面が認められるが，1区の中で同じような特徴を持つ住居跡は第6号住居跡と本跡だけであ

り，居住空間の活用法に違いがあったものと思われる。

炉　中央部のやや北西壁寄りに付設されている。長径52cm，短径32cmの楕円形で，床面を6cmほど皿状に掘り

窪めた地床炉である。炉床に硬化した部分は認められず，炉内の覆土に焼土粒子や炭化粒子を少量含む程度で

ある。

炉土居解説

1暗赤褐色　　ローム粒子・焼土小ブロック微星

2　黒褐色　　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒f・微量
3　褐　　色　　ローム粒了少量

4　暗赤褐色　　焼十粒子少量，ローム粒子微量

5　晴赤褐色
6　黒褐色
7　暗赤褐色
8　にぷい赤褐色

ピット　4か所。主柱穴はPl～P4で，深さは44～53cmである。

118－

焼土粒了少量，炭化粒子微量
ローム粒子・焼士粒子微星
焼士粒子少鼠　ローム粒√微量
ローム粒子・焼土粍イー・炭化粒了イ微量



貯蔵穴　南コーナー部に位置し，径80cmほどの不整円形で深さは52cmである。

貯蔵穴土層解説

1　黒　　色　ローム粒r・微量
2　黒　　色　ローム粒子微屋
3　黒褐色　ローム粒子微量
4　暗褐色　ロームブロック少量

覆土　6層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。また，第5層のロームブロックは壁崩落

土と思われる。

土居解説

1　黒　　色　　ローム粒子微量
2　黒　　色　　ローム粒子少量
3　黒　　色　　ローム粒f一少量

4　黒　　色

5　暗褐色
6　黒褐色

ローム粒子少量

ロームブロック中量

ローム粒子少量

遺物出土状況　土師器片102点（高杯5，器台8，柑12，餐77），礫3点が出土している。これらの遣物は，四

方の壁付近を中心に床面直上から覆土下層に散在した状態で出土しており，特に43などの襲類が床面直上から

二十一1－
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出土しているのに対して，42の柑及び38・41の器台が壁際の床面からやや浮いた状態で完形のまま出土してい

ることが特記される。

所見　完形に近い相と器台が，壁下の床面からやや浮いた状態で出土しており，投棄されたものとは考えにく

い。同じような出土状況で，本跡と同時期と考えられる第1号住居跡からも小形壷とミニチュア土器が確認さ

れ，この集落内に住居廃絶時に土器を据え置く慣習があった可能性も考えられる。時期は，遺構の形態や出土

土器から判断して前期（4世紀中葉）と思われる。

第15図　第5号住居跡出土遣物実測図（1）
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第16図　第5号住居跡出土遺物実測図（2）

第5号住居跡出土遺物観察表（第15・16図）

番 号・ 種　 別 器　 種 U　 径 器　 高 底　 径 胎　 土 色　 調 焼 成 特　　 徴 出 土位 置 備　 考

3 4 土 師 器 椀 12．0 6 ．9 4 ．3 長 石 ・雲 母 橙 普 通 口縁端部横ナデ。休部内面丁寧なナデ、 西 部 下 層 9 0 ％　　　 p L lO

3 5 土 師 器 椀 9．6 6 ．5 3．3 長石・赤色粒子 にぷい橙 普 通 ロ舶 繍 げ 。休部外面パケ目調整後，ヘラ隠 南 部 下 層 8 0 ％　　　 p L lO

36 土 師 器 高　 杯 （10 ．9 ） 11．0 長 石 栂 普 通 4 孔。脚部内面パケ目調整後，横ナデ。 中央～南西訊軸 5 0 ％

3 7 上 師 器 高　 杯 10 ．9 （6 ．8 ） 石 英 赤　 褐 普 通 吼 順 調 横ナチこ醐 価 、用調整胤へラ磨きニ 北 部 下 層 5 0 ％

3 8 土 師 器 器　 台 ［8 ．7］ 8 ．5 9 ．6 長 石 ・雲 母 赤　 褐 普 通 3孔。器受拗 酎 デ牒掛 面パケ目調整乱へラ磨き。 北 部 下 層 8 0％　　　 p L lO

3 9 土 師 器 器　 台 ［10 ．0 ］ 8．8 1 1．6 雲 母 橙 普 通 再L 器受榊 横ナデ舶 外面パケ日経 後，ヘラ賂 東 部 下 層 60 ％

4 0 土 師 器 器　 台 8 ．0 7．3 9 ．8 石 英 ・長 石 にぷい橙 普 通 4 才L。脚部外面パケ目調整後，ヘラ磨き。 中央 部 下 層 70 ％

4 1 土 師 器 器　 台 8．5 8 ．4 10 ．4 長 石 にぷい橙 普 通 射し岩受舶 傾ナデ。舶 外面ハケ目詞整復，ヘラ賂 南 部 下 層 9 0 ％　　　 p L lO

80 土 師 器 器　 台 8．1 7 ．8 10．2 石 英 にぷい橙 普 通 12孔。板 朋撒け凋糾 面ハ用 離乳 へラ酪 南 部 下 層 10 0 ％　　　 P L lO

42 上 師 器 柑 9 ．9 16 ．5 4．4 長 石 にぷい橙 普 通 硝 端部横ナデ 体糾 面ハケ目調整後，ヘラ磨きニ 西 部 下 層 9 8 ％　　　 P L lO

43 土 師 器 褒 18 ．4 2 6 ．0 5．4 石 英 ・長 石 にぷい栂 普 通 頚部内面に鋭い稜。口緑端部横ナデ。 西 部 床 面 外面煤付嵐 70％

4 4 土 師 器 台 付 幾 ［19 ．6 ］ （2 3 ．7 ） － 石英・長石・砂粒 にぷい橙 普 通 口縁端部横ナデ。体都外両荒いパケ目調監 南 部 下 層 外面煤付着＿70％P L lO

第6号住居跡（第17図）

位置　調査区北西部のA2e5区に位置し，南東へ緩やかに傾斜した台地の縁辺部に立地している。

規模と形状　長軸6・10m，短軸6・04mの方形で，主軸方向はNM230－Wである。壁高は30～35cmで，各壁と

もほぼ直立して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，コーナー部を除いてよく踏み固められており，第5号住居跡同様，主柱穴の周りにも硬化し

た面を持つ。また，貯蔵穴2を囲むようにわずかな高まりを持つ。

炉　中央部と中央部のやや北西壁寄りの2か所に付設されている。炉1は長径66cm，短径48cm，炉2は長径38

cm，短径20cmのいずれも楕円形で，長径方向は住居跡の主軸とほぼ同じである。炉1は床面を5cm，炉2は

床面を8cmほど皿状に掘り窪めた地床炉である。炉1は覆土に焼土粒子や炭化粒子を中量から少量含む程度で，

炉床は硬化していないが，炉2の炉床は硬く赤変している。炉2の覆土上層は踏み固められたかのようにかな

り締まっていたことから，炉1だけが住居廃絶直前まで機能していたものと考える。

ー21－



炉1土居解説
1　黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒了少量

2　黒褐色　焼土粒「・少量，ローム粒子微量
3　暗赤褐色　焼土粒了・少畳，ロームブロック微量
4　にぷい赤褐色　焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒チ微量
5　暗赤褐色　ローム粒丁・焼上粒子微量

6　暗赤褐色　ロームブロック少量，焼上粒子微量
7　暗赤褐色　焼士粒子・炭化粒rヰ量，ローム粒子微量
8　褐　　色　焼上粒子中量，ローム粒子微量
9　赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子微量

UI　　田！

第17図　第6号住居跡実測図
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炉2土層解説
1　黒褐色　ロームブロック少量，焼上粒子・炭化粒子微量
2　暗赤褐色　ロームブロック・焼土粒了一・炭化粒子微塵

3　暗赤褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

ピット　4か所。Pl～P4はいずれも規模と配置から主柱穴と考えられ，深さは50～66cmである。

貯蔵穴　貯蔵穴1は南コーナー部に位置し，径70cmほどの不整円形で，深さは42cmである。貯蔵穴2は東コー

ナー部に位置し，長軸82cm，短軸70cmほどの隅丸長方形で，深さは76cmである。本跡の北東壁と貯蔵穴1の長

軸はほぼ一致している。貯蔵穴2が位置する東コーナー部は，貯蔵穴を取り囲むように土手状の高まりを有し，

また双方の平面形状も異なる。

貯蔵穴1土
1　黒褐
2　黒褐
3　暗褐
4　暗褐
5　黒褐

層解
色

色

色

色

色

説
ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ーム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量　　　　　　　6　暗褐色　ローム粒了少量，炭化粒子微量

ーム粒子少量，炭化粒子微量
－ム粒了少量，炭化粒子微量
－ム粒イ・少量，炭化粒子微量
－ム粒子少量，炭化粒子微量

貯蔵穴2土層解説
1　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒了ム微最

3　暗褐色　ロームブロック少最
4　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子微量

7　黒褐色　　ローム粒子少量

8　褐　　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
9　褐　　色　ローム粒子多量

5　暗褐色　ローム粒子少量
6　褐　　色　　ローム粒子中量
7　暗褐色　ロームブロック少量
8　明褐色　ローム粒子多量

覆土9層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説
1　黒褐色
2　黒褐色
3　黒褐色

4　褐　　色

5　褐　　色

ローム粒了‥炭化粒子微量

ローム粒子中量，炭化粒子微量

ローム粒子中量，炭化粒子微量

ロームブロック中量

ロームブロック中農

6　黒褐色
7　黒褐色
8　黒褐色
9　黒　　色

ローム粒子多畳
ローム粒子中量，焼上粒子微量
ローム粒子多量，焼上粒子微量

ローム粒子・焼土粒了‥炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片1，574点（高年57，器台1，柑39，餐1，475，甑2），礫59点，そのほか撹乱等により

混入したとみられる須恵器片8点，縄文土器片2点が出土している。図示した中で本跡に伴うものは53であり，

他は投棄されたものである。これらの投棄された遣物の多くは，東壁付近から中央部に向かってスロープ状に

出土している。

所見　貯蔵穴が2か所付設されているが，同時に使用されていたとするならば，貯蔵穴2周辺にはわずかな高

まりがあり，双方の平面形状も異なることから，これら二つの貯蔵穴に用途の違いが想定できる。しかし，当

遺跡内で前期に比定される住居跡からこのような住居跡は確認されていないことから，双方の貯蔵穴に時期差

があった可能性が高い。時期は，遺構の形態や出土土器から判断して前期（5世紀中葉）と思われる。

第18図　第6号住居跡出土遣物実測図（1）

23

48

0　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！



第19図　第6号住居跡出土遣物実測図（2）

第6号住居跡出土遣物観察表（第18・19図）

（二〕
0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　i

番号・種　別器　種口　径器　高底　径胎　土色　調焼成 特　　徴 出土位置 備　考

46土師器杯14．0 6．5 －石英・長石・雲牡赤　褐普通口縁端部横ナデ．底部外面一一方向のヘラ削り。東部下層98％　　　PLll

47土師器坪13．0 6．8 2．8石英・長石赤　褐普通口縁端部横ナデ。体部内面剥落。西部下層90％

48上師器坪12．4 5．1 石英・長石橙普通目線端部横ナデ。休部内面剥落。西部床面80％　　　PLll

49土師器杯13．2 6．9 3．6長石・雲母・赤純子橙普通ロ縁端部横ナデ。長石多量含み胎土荒い。南部下層95％　　　PLll

50土師器杯12．8 6．2 5．0石英・長石にぷい橙普通口緑端部横ナデ。底部へラ削り後ナデ。東部下層100％　　　plJ11

51土師器j不15．0 6．8 －長石・赤色粒7・橙普通日録端部横ナデ。体部朴外面剥乳南部中層85％

52土師器椀11．7 7．0 3．7石英・長石橙普通口縁端部横ナデ。体部内面丁寧なナデ調艶中央部下層90％　　　PL11

53土師器椀［10．2］7．2 4．5長石・雲母褐普通口縁端部横ナデ。底部外面へラ削り後，ナデ。貯蔵穴覆土しい60％

54土師器高　杯 （9．5）［15．0］石英・長石橙普通脚部内面ナデ。 南～西部床面30％

55土師器柑 （8．1） 長石 赤　褐普通休部内面ナデ。 東～南部上～下層45％　　　PLll

56土師器襲16．6（6．3） 石英・長石橙普通口縁部内・外面パケ目調整後，ナデ。北西部床面外面煤付着＿20％

番号器　種長　さ幅厚　さ重　量石　質 特　　徴 出土位置 備　考

Q3炉　　　　石17．4 8．1 5．9 1，320凝尿岩全面被熱痕。 炉覆土中
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第7号住居跡（第20図）

位置　調査区北西部のAldO区に位置し，南東へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

重複関係　第8号住居跡の全域を掘り込み，中央部を第134号士坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸8．03m，短軸7。70mの方形でプ　主軸方向はN－62。…Eである。壁高は10～38cmで，西壁の中

央部が外傾して立ち上がるが，他は各壁ともほぼ直立して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，貯蔵穴付近にわずかな高まりを有し，中央部の一部が硬化している。壁溝は北壁際のみ検出

されている。

炉　確認できない。

ピット　9か所。主柱穴はPl～P4で，深さ51～78cmである。P5～P7は深さ8～18cmで，南コーナー部

を除く各コーナー部に位置することから，住居構築材に伴うピットと考えられる。P8は深さ38cmで，中央

部やや西寄りに位置し性格は不明である。P9は深さ8cmで，壁際に位置していることから壁柱穴と考えら

れる。

貯蔵穴　貯蔵穴1は南東壁際やや東寄りに位置し，長径78cm，短径66cmほどの楕円形で，深さは36cmである。

貯蔵穴2は南東壁際やや南寄りに位置し，長径66cm，短径58cmほどの楕円形で，深さは76cmである。貯蔵穴1

の北側は床面に高まりを持つ。

貯蔵穴1土層解説
1　黒　　色　焼土粒子微量
2　黒　　色　ローム粒招牧童
3　黒褐色　　ローム粒子少量
4　黒褐色　ロームブロック微量
5　暗褐色　ローム粒子微量

貯蔵穴2土層解説
1　黒褐色　ローム粒fA微量
2　黒褐色　ローム粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子少量
4　黒褐色　ローム粒子少量
5　暗褐色　ローム粒子4・粘土粒子中最

覆土13層からなり，ロームブロックを多く含んだ人為堆積である。

土層解説

1　黒　　色

2　黒　　色

3　黒褐色
4　黒褐色
5　褐　　色

6　黒　　色

7　黒　　色

ローム粒子微量

ローム粒子少量，焼土粒子一微量

ローム粒子微量

ローム粒子中量

ロームブロック中量

ローム粒子・炭化粒子微量

ローム粒子A少量

8　暗褐色
9　褐　　色

10　黒　　色
11黄褐色

12　暗褐色
13　黒　　色

ロームブロック中量

ロームブロック中量，炭化物微量

焼士粒子微量

ロームブロック中量

ローム粒子多量

ロームブロック中量

遺物出土状況　土師器片1，028点（椀15，高坪150，坤3主　賓776，小形餐44），鉄製品1点（不明），礫13点の

ほか撹乱等により混入したとみられる縄文土器片1点が出土している。これらの遣物は，住居跡全域から出土

しているが，東コーナー部からは複数の器種の破片がまとめて出土しており，62～64が相当する。また，60と

65は，広範囲に渡って出土した破片を接合したものである。58は，貯蔵穴1の覆土下層から礫や嚢片と一緒に

流れ込むように出土している。

所見　遺物の出土状況から判断して，出土した土器の多くは，住居廃絶直後，埋め戻しの段階で投棄されたも

のと考えられる。時期は，遺構の形態や出土土器から判断して前期（4世紀中葉）と思われる。
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第20図　第7号住居跡実測図
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第21図　第7号住居跡出土遺物実測図

第7号住居跡出土遣物観察表（第21図）

二二二二「
［

留　M2 ／
0 10cm

j l　　　　！

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　土色　調焼成 特　　徴 出土位置備　考

58土師器杯12．4 6．0 －石英・長石赤　褐普通口縁端部横ナデ。体部内・外面ナデ。貯蔵穴覆土中90％　　　pLll

59土師器椀12．8 5．3 －長石赤　褐普通口縁端部横ナデ。休部外面剥落。西部下層98％　　　PLll

60土師器高　杯［19．6］（5．8）－石英・赤色粒了・にぷい褐普通口縁端部横ナデ体部内面剥落ニ南西部床面20％

61土師器高　杯 （6．4）10．9石英・白色粒子にぷい褐普通鵬的面積ナデニ底部内面ハ州調整後，ナデ。南部床面40％

ー27



番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　 土 色　 調 焼成

き

特　　 徴 出土位置 備　 考

62 土師 器 高　 杯 （軋3） … 赤色粒子 橙 普 通 3 孔。 脚部内面指ナデ 、 東 部 床 面 20％

63 土師器 婆 17．0 （24。8） … 石英一雲母機拉 にぷい橙 普 通 鉦隊端部横ナデ。体部内蔽紬乳 東 部 床 面 外感激付着5略 P L は

64 土 師 器 小形餐 13．8 （10．4） － 石卦赤色粒子 橙 普 通 ［磯舶 横ナデ。繍 外面被熱による剥離 ＝ 東 部 床 面 タ痛煤付着3略

65 土 師器 甑 18．0 1 L 8 5．8 石英 の長石 灰 普 料 単孔式。 日録端 部横 ナデ。 東滴楢部床面 射離締着牒馬P L l l

番号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 「重 量 特　　 徴 出土位置 備　 考

Q 4 炉　　　　 石 25．7 7．9 1 1・0 巨 230 凝 灰可 全面被熱痕。
中央部床面

番号 器 種　 序 身 身　 幅 重　 ね 重　 量 石 可　　　　 特　 徴　　　　 恒 二雄 置 i 備 考

M 2 刀　　 子巨 eお 1．1 私3 紘 郎 鉄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 P L 20

第8号住居跡（第22図）

位置　調査区北西部のAleO区に位置し，南東へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

第22園　第8号住居跡実測図
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重複関係　全域を第7号住居跡に，北西部を第134号士坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸5．22m，短軸4．40mの長方形で，主軸方向はⅨ「－62、一Wである。第7号住居跡に壁の半分が

壊されたため壁高は6～10cmと低く，立ち上がりの傾斜角は正確に捉えることができない。

床　ほぼ平坦で，若干軟弱である。

炉　確認できない。

ピット4か所。Pl～P4はいずれも規模と配置から主柱穴と考えられる。

覆土　第7号住居跡と重複しており，暗褐色士がわずかに遣存していただけで，堆積状況は不明である。

土層解説

1　暗褐色　　ロームブロック中量

遺物出土状況　土師器片30点（高杯5，餐25）が出土している。住居跡全域に渡り散在しているが，覆土が薄く，

粉砕の度合いも高いため，詳細は不明である。

所見　時期は，出土した土器が少なく，いずれも細片の

ため断定は困難であるが，第7号住居跡が古墳時代前期

（4世紀中葉）に比定されることから，第7号住居跡よ

り古い時期の古墳時代前期（4世紀中葉以前）と考えら

れる。

第8号住居跡出土遣物観察表（第23図）

‾‾l‾‾「

0　　　　　　10cm

こ－二二二二二T二一二二二二二j

第23図　第8号住居跡出土遣物実測図

番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 菌 底　 径 胎　 土 色　 調 焼成 特　　 徴 出土位置 備　 考

66 土師器 慈 ［17．6］ （3．4） にぷい褐 普 通 目線部外面パケ目調整後，ナデ。 覆　 土　 中 外面煤付着10％

②その他の住居跡

本区からは時期不明の住居跡1軒が確認された。以下，遺構について記載する。

第2号住居跡（第24図）

位置　調査区南部のC4e5区に位置し，南東へ緩やかに傾斜した台地の縁辺部に立地している。

規模と形状　上面が削平されているため，規模や平面形は明確ではないが，柱穴の配列から，径7。Omほどの

円形プランが想定される。壁は確認されておらず，主軸方向も不明である。

床　床面は遺構確認面より高いため，調査時には既に削平されていたものと考えられる。

ピット　26か所。これらのピットは規模と配置から壁柱穴と考えられ，深さは11～40cmである。

遺物出土状況　遺物は出土していない。

所見　ピットのみが残存し，床面や壁，施設等は確認されなかったため，住居跡の平面形態及び規模は明確で

なく，住居跡と想定するには資料に乏しいが，ピットは径7．0mの範囲内から確認されており，住居跡の可能

性がある。時期は不明であるが，周辺で表面採集された土器に縄文時代早期に比定される土器片があること，

第2調査区からも同様の住居跡が確認されていることなどから，縄文時代早期の時期の可能性も考えられる。
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第24図　第2号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　2m

」⊥⊥士二二二』

（2）溝跡

今回の調査で，1条の溝跡が確認された。覆土が薄く出土遣物もないことから，性格や時期を判断すること

はできなかった。配置や全体の形状については遺構全体図に掲載する。

第1号溝跡（第25図◎付図）

位置　調査区南東部のC4h9～C4jO区に位置し，南東へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

重複関係　南端部を第1号土坑に，中央部を第31号土坑にそれぞれ掘り込まれている。

規模と形状　C4h9区から南東方向（N－40。…W）へほぼ直線的に延びているが，南端部を第1号土坑に掘

り込まれているため，確認できた範囲の長さは9．4mである。上幅0．24～0．44m，下幅0．12～0．26m，深さ9

～14cmで，断面形は逆台形状である。

A300r¶　＿　　　　上304汀，

「芝ニr‾　　　　　甘

第25図　第1号溝跡士層断面図

0　　　　　　1m

』＝土＝』

覆土　覆土が薄く断定できないが，各層ともローム粒子

が均一に含まれていることから，自然堆積と考えられる。

土層解説
1　黒　褐　色　ローム粒子微量
2　暗　褐　色　ローム粒子少量
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遺物　出土していない。

所見　遣物は確認されずラまた主軸方向が周辺の住居跡及び士坑に伴わないため，時期及び性格は不明である。

（3）土坑

今回の調査で，土坑127基が検出されたが，遣物を伴う士坑は少なく，時期を想定しうる資料に乏しい。し

かしプ底面を粘土で覆った土坑2基とタ堆積状況に類似性がみられる土坑35基が確認された。これらの土坑は，

長方形及び隅丸長方形のプランでタ　人為堆積を示すものである。遺構に伴う遺物は検出されず，時期は不明で

あるが，墓境の可能性も考えられ，その他の土坑とは分類されるものである。よって，ここでは遺構の形状と

堆積状況などから士坑を3つに分類しプ　実測図及び一覧表で掲載することとする。

（お粘土粘土坑

第舗考量坑（第26図）

位置　調査区中央部のB3詔区に位置しブ　南東へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

規模と形状　長軸2．65m，短軸1言1mの長方形で，深さ18cmである。底面は平坦でタ　壁はほぼ直立して立ち上

がる。

覆土13層からなり，粘土ブロックやロームブロックを含み，ブロック状に堆積している人為堆積である。

土層解説

1　黒　　色　ロ…ム粒子微量

2　黒　　色　ロームブロック少量

3　黒褐色　ローム粒子微量

4　黒褐色　ロームブロック少最

黒

黒

黒

褐色　ロームブロック欄は二ブロック少量

褐色　ローム粒デーも粘土ブロック微量

褐　色　粘土ブロック少量，ローム粒子一微量

8　黒褐色
9　灰　白　色

10　黒褐色

日　黒褐色
12　黒褐色
iニ3　暗褐色

ロームブロック多量

粘土ブロック多量

ローム粒子。粘土ブロック少量

ロームブロック少量，粘土ブロック微量

ロームブロック0粘［二ブロック微量

ロームブロック少最

遺物　出土していない。

所見　第4調査区内から確認された粘土貼土坑が底面全体に薄く粘土を貼っているのに対して，本跡は遺構全

体を粘土で覆うようにして構築している。用途は不明であるがタ　人為的に確認面まで埋め戻されていることタ

埋め戻しの土にも粘土ブロックや粘土粒子が含まれていることなどを考えるとブ　粘土を貼る作業と埋め戻す作

業とがある程度連続的に行われたとも推定され，墓壕の可能性が考えられる。時期は，本跡に伴う遣物がなく

不明であるがタ　第4調査区内の粘土粘土坑と規模や形状が酷似していることからタ　中世以降の可能性が考えら

れる。

第38号土坑（第黒周）

位置　調査区中央部のB釣　区に位置しタ　南東へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

規模髪形状　長軸3。4m　短軸。粥mの長方形で　深さ摘cmである。底面は平坦で，壁はほぼ直立して立ち上

がる。

覆豊18層からな軋　ブロック状に堆積している人為堆積である。

土層解説

1　黒褐色　ロームブロック微量

2　黒褐色　ローム粒子微量

3　黒褐色　粘土粒子微量

4　黒　　色　ローム粒召数量

5　黒褐色　ロレームブロック微遜

6　黒褐　色　ローム粒召数量

7　黒　　色　ロレ∴ム粒子Aの粘土粒子微量

8

9

10

日

12

13

1∠呈

∴11－－

窯

業

灰

灰

褐色　粘土粒子少量
褐色　粘土フロック少量
白　色　粘土フロック中量
白　色　粘土粒子少量，ローム粒r微量

灰　白　色　ローム粒fA O粘土粒子ぁ少量

灰羞褐色　粘土粒「少量，ローム粒子微遺
灰黄褐色　ローム粒子少量，粘土粒召数量



15　黒褐色　ローム粒子・粘土粒子微量
16　暗褐色　ローム粒7－少量

17　黒褐色　ローム粒子少星
18　灰黄褐色　ローム粒丁‥粘上粒子少量

遺物　土師器片4点が出土しているが，いずれも細片であり，埋め戻しに伴い混入したものと思われる。

所見　全体に粘土が貼られているが，その中でも壁際は特に厚く，中央部に向かって薄くなっていた。時期は，

本跡に伴う遺物がなく不明であるが，第4調査区内の粘土貼土坑からは，埋め戻した覆土の中から土師質土器

片や陶器片が確認されており，本跡と規模や形状もほぼ等しいことから中世以降の可能性が考えられる。

第26図　粘土貼土坑実測図

②方形の土坑

第2号土坑土層解説
1　黒褐色　ローム粒子少量

2　黒褐色　ロームブロック少量
3　黒褐色　ロームブロック微量
4　黒褐色　ロームブロック少量
5　暗褐色　ローム粒子中量

6　褐　　色　ローム粒子多量
7　黒褐色　ロームブロック中量
8　暗褐色　ローム粒子中量

第4号土坑土層解説
1　黒褐色　ロームブロック少量

2　暗褐色　ローム粒子少量
3　褐　　色　ローム粒子多量

第6号土坑土層解説

l　黒褐色　ローム粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子少量
3　黒褐色　ロームブロック少量
4　暗褐色　ローム粒了少量

5　暗褐色　ロームブロック中量
6　褐　　色　ロームブロック中量

第7号土坑土層解説
1　黒　　色　ロームブロック少量
2　黒褐色　ロームブロック少量

3　黒褐色　ローム粒子微量

SK36

SK38

0　　　　　　　　　　　　　2m

」＿＿＿　；　　　！

第11号土坑土層解説

1黒褐色　ロームブロック微量
2　暗褐色　ローム粒子微量
3　暗褐色　ロームブロック少量
4　褐　　色　ローム粒了ヰ量

第12号土坑土層解説

1　黒　　色　ロームブロック少量
黒

黒

黒

黒

黒

黒

巣

黒

色　ロームブロック中墨

色　ローム粒子中量

褐色　ローム粒子少塁

褐色　ローム粒子多量

色　ローム粒子少量

色　ローム粒子多鼠　炭化粒子微量

褐色　ロームブロック多量

褐色　ロームブロック多量

第17号土坑土層解説
1　黒　　色　ロームブロック少量
2　黒　　色　ローム粒子中量
3　黒褐色　ローム粒了少量

4　黒褐色　ロームブロック少量
5　黒褐色　ローム粒子少量
6　黒褐色　ロームブロック少量



第20号土坑土層解説

1　黒　　色　ローム粒子一微量

2　黒褐色　ロームブロック少量

3　黒褐色　ローム粒子少量

4　黒褐色　ロームブロック少量

5　褐　　色　ローム粒子中量

6　褐　　色　ロームブロック中量

第24号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム粒fl微量
2　黒褐色　ロームブロック少量

3　黒褐色　ロームブロック0炭化粒子少量

4　褐　　色　ロームブロック中量

5　暗褐色　ローム粒子少量

第25号土坑土層解説

1　暗褐色　ロームブロック中量

2　黒褐　色

3　暗褐色
4　黒褐色
5　黒褐色
6　暗褐色
7　黒褐色
8　黒褐色

9　黒褐色

ロームプロ

ロームプロ

ロームプロ

ロームプロ

ロームプロ

ロームプロ

ロームプロ

ロームプロ

ック少量

ック中量

ック微量

ック中量

ック中量

ック少量

ック中量

ック中量

10　暗褐色　ローム粒子少量

11褐　　色　ローム粒子少量

第26号土坑土層解説

1　黒褐色　ローム粒子e炭化粒子微量

2　黒褐色　ロームブロック少量

3　暗褐色　ロームブロック少量

4　暗褐色　ロームブロック中量

第27号土坑土層解説

1　黒褐色　ローム粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子少量

3　暗褐色　ロームブロック少量

4　暗褐色　ロームブロック中量

5　暗褐色　ローム粒子中最

第28号土坑土層解説

1　黒褐色　ローム粒子e炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子一少量

3　暗褐色　ロームブロック少量

4　暗褐色　ロームブロック少量

第29号土坑土層解説

1　黒褐色　ロームブロック少量
2

3

4

5

6

7

黒

黒

暗

黒

暗

黒

褐色　ロームブロック微量

褐色　ロームブロック少量

褐色　ロームブロック少量

褐色　ロームブロック中量

褐色　ローム粒子少量

褐色　ローム粒子少量

第30号土坑土層解説

1　黒　　色　ロームブロック少量

2　黒　　色　ロームブロック微量

3　黒褐色　ロームブロック多量

4　褐　　色　ロームブロック中量

5　黒褐色　ロームブロック少量

6　黒褐色　ロームブロック少量

7　褐　　色　ロームブロック中量

第32号土坑土層解説

1　暗褐色　ロームブロック少量

2　暗褐色　ローム粒子少量

3　暗褐色　ロームブロック少量

4　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

5　褐　　色　ロームブロック少量

6　暗褐色　ローム粒子微量

7　褐　　色　ロームブロック・炭化粒子少量

8　暗褐色　ロームブロック少量

第35号土坑土層解説

1　黒　　色　ローム粒子微量

2　黒　　色　ローム粒f一少量

3　黒褐色　ロームブロック中量

第40号土坑土層解説
1　黒褐色　ロ
2　黒褐色　ロ

3　暗褐色　口

第41号土坑土層解説
1　黒褐色　ロ
2　黒褐色　ロ

3　暗褐色　ロ

ーム粒子微量

－ム粒F一微量

－ムブロック中量

－ム粒子微量

－ムブロック少量

－ムブロック中量

4　黒褐色　ローム粒デー微量

5　暗褐色　ロームブロック少量

第43号土坑土層解説

1　黒褐色　ローム粒子微量

2　黒褐色　ロームブロック少量

3　黒褐色　ローム粒子微量

4　暗褐色　ロームブロック中量

第45号土坑土層解説

1　黒褐色　ロームブロック少量

2　暗褐色　ローム粒子中量

3　暗褐色　ロームブロック少量

4　褐　　色　ローム粒子や最

第46号土坑土層解説

1　黒褐色　ローム粒子微量
2

3

4

5

C
U

7

黒

黒

暗

黒
日立
H日

暗

褐色　ロームブロック少量

褐色　ロ…ムブロック少量

褐色　ロームブロック少量

褐色　ロームブロックe粘土粒子少量
褐色　ロームブロック少量

褐色　ローム粒子少量

第47号土坑土層解説

1　黒褐色　ロームブロック少量

2　暗褐色　ロームブロック少量

3　暗褐色　ローム粒子中量

4　暗褐色　ロームブロック少量

5　暗褐色　ローム粒チ少量

第48号土坑土層解説

1　黒　　色　ローム粒子少量

2　黒褐色　ローム粒子少量

3　黒　　色　ローム粒子中量

第53号土坑土層解説

1　黒褐色　ロームブロック少量

第55号土坑土層解説

1　黒褐色　ローム粒子微量

2　暗褐色　ロームブロック少量

3　暗褐色　ロームブロック少量

4　暗褐色　ロームブロック中量

第62号土坑土層解説

1　黒褐色　ローム粒子微量

2　暗褐色　ロームブロック少量

3　暗褐色　ロームブロック少量

4　褐　　色　ロームブロック中量

5　褐　　色　ローム粒子多量

6　褐　　色　ローム粒子多量
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第63号土坑土層解説

l　黒　　色　ローム粒子微量

2　黒褐色　ロームブロック少量

3　黒褐色　ローム粒子微量

4　黒褐色　ロームブロック微量

5　暗褐色　ロームブロック少量

第64号土坑土層解説

1　黒褐色　ロームブロック少量

2　黒褐色　ローム粒子微量

3　黒褐色　ロームブロック少量

4　暗褐色　ローム粒子中量

5　暗褐色　ローム粒子少量

第68号土坑土層解説

1　黒　　色　ローム粒子微量

2　黒褐色　ロームブロック微量

3　暗褐色　ローム粒子少量

4　褐　　色　ローム粒子中量

第73号土坑土層解説

1　黒　　色　ローム粒子微量

2　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子少量

3　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子少量

4　黒褐色　ロームブロック少量

5　暗褐色　ロームブロック中量

第74号土坑土層解説

1　黒　　色　ローム粒子微量

2　黒褐色　ロームブロック少量

3　黒　　色　ロームブロック中量

4　暗褐色　ロームブロック少量

5　暗褐色　ロームブロック少量

第77号土坑土層解説
1　黒褐色　ロームブロック微量

2　黒褐色　ローム粒子微量

3　暗褐色　ロームブロック少量

4　褐　　色　ローム粒子中量

第27園　方形の士坑実測図（1）

⑥

第80号土坑土層解説

1　黒　　色　ローム粒子微量

2　黒　　色　ロームブロック少量

3　黒　　色　ローム粒召数量

4　黒褐色　ローム粒子一微量

第81号土坑土層解説

1　黒　　色　ローム粒子少量

第86号土坑土層解説

1　黒褐色　ロームブロック微量

2　暗褐色　ローム粒子中量

3　黒　　色　ローム粒子微量

4　黒褐色　ローム粒子微量

5　黒褐色　ローム粒子少量

6　褐　　色　ロームブロック中量

7　暗褐色　ローム粒子少量

8　褐　　色　ロームブロック中量

9　黒褐色　ロームブロック微量

10　黒褐色　ローム粒子微量

11暗褐色　ローム粒子や量

12　暗褐色　ロームブロック微量

13　褐　　色　ローム粒子中量

第134号土坑土層解説

1　黒　　色　ローム粒子一微量

2　黒　　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子ヰ最，焼＿圭二粒子微量

4　暗褐色　ローム粒子中量
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方形の士坑出土遣物観察表（第31図）

種　叫 器 種巨　 径

二

旦

在匂う

∵‾＿「丁

／、＼　　　　　　　K

旦33．0m

竃墓「
SK134

／∵

「

］
杯 巨 1 3 ・ 4 ］ 】

4 ． 2

13

2m

L＿＿＿・一一「　　I

69

10cm

ヒ二二二＿－一二二二二二］

底　 径 胎　 土 色　 調 焼成 特　　 徴 出土位置

9．0
l

石英・長石 褐　 灰 普 通 底部回転へラ切り離し。 SK2 覆土中

須恵器 杯 － （3．1） ［8．4］ 石英・長石 黄　 灰 普 通 底部手持ちへラ削り後，ナデ。 SK2 覆土中

！須恵器 短頸壷 － （9．3） － 長石・黒色粒子 黄　 灰 普 通 体部内 ・外面ロクロナデこ． SK55覆土中
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（4）遺構外出土遺物

表土除去作業及び遺構確認調査の段階で，縄文・古墳・平安時代の遣物が表土上面及び表土中から確認され

ている。ここでは，これらの遣物の採集地点を明記するとともに実測図及び拓本図を掲載し，解説は一覧表に

記載した。

α。17

第36園　遺構外出土遣物実測図（1）
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第37図　遺構外出土遣物実測図（2）

遺構外出土遣物観察表（第36・37図）

⊂二二二フ

iデ　M4

0　　　1cm

［二二±∃

i 10cm

！　　　；　　　：

番弓一種　別器　種日　径器　高底　径胎　上色　調焼成 手法の特徴 出上位置 備　考

70須恵器高台付杯13．3 5．7 8．2砂粒・白色粒7・灰普通鵬個転へラ切り後，高台貼り付け，ナデ。B3e8衷上中85％　　　PL12

71須恵器盤 （2．9）［14．2］石英・黒色粒子褐　灰普通底部回転へラ切り後，高朋占り付け，ナデ。B3h9表上中10％

72須恵器蓋17．0（2．9） 石英・黒色粒子灰普通天井頂部へラ削り。口縁部及び外舶ログ口付1区表採80％　　　PL12

73須恵器蓋［17．0］4．4 砂粒・白色粒「褐　灰普通フ誹頂部へラ削り。口綾部及び外，舶ロクロナチB3h9表土中大井部刻苦20％

74須恵器高　儀 （2．6）［13．3］石英・黒色粒子灰普通天井頂部へラ削り。方形窓。B3b3表土中10％

75須恵器短頸壷12．8 15．5 10．6石英・白色粒子暗灰黄普通鹿討－・方向のヘラ削り誹か外面コグロナデB3g9表土中骨蔵器10㈹　PL12

76須恵器長頸瓶 （11．8）13．8石英・黒色粒子褐　灰普通体部内・外面ロクロナデ。1区表採骨蔵器カ。40％

77須恵器長頸瓶［8．8］（4．4）－長石 黄　灰普通頸部内・外面ロクロナデ。外面紬被り。1区表採20％

78須恵器長頸瓶 （7．3） 長石・黒色粒子褐　灰普通体部内・外面ロクロナデ′外面紬被り。1区表採30％

79土師質土器皿 5．9 1．1 4．1砂掛赤色粒子橙普通底部外面糸切り離し。 1区衷採50％

番　号・種　別長さ幅胎　土色　調焼成 器形及　び文様の　特徴 出土位置 備　考

TP17縄文土器深鉢（4．1）瑛・長石働糾継にぷい褐普通口緑部片押引き刺突文が施されている。1区表採早期　　　PL18

TP18縄文土器深鉢（3．5）碩・長石・礪憾埠褐普通胴酢。降線が貼り付けられ小さく刑犬に摘抽ているこ内面条痕文こ1区表採早期　　　PL18

TP19縄文⊥器深鉢（3．6）石英・長石儀維にぷい褐普通剛粍小さく剛こに区画する隆線に利賀文が押捺されているこ内面条叡B3f2表土中早期　　　PL18

TP20縄文土器深鉢（4．8）石英・長石にぷい褐普通円形刺突文を起点として隆帯が垂卜する。C4d3表土中後期　　　PL18

TP21縄文土器深鉢（4．4）石英・白色粒子にぷい褐普通口縁紺梅齢相生　摘丈LRを地文として集線文相丈されているニ1区表採後期　　　PL18
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番号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　 徴 出土位 置 備　 考

M 3 釘 （8．9） 0．5 0．5 （12．3） 鉄 角釘。脚 下部欠損。 SK72覆土中 P L 20

番 号 銭　 名 径 厚　 さ 孔　 径 重　 量 鋳造地名 初鋳 。鋳造年 出土位置

M 4 寛 永 通 貨 2．3 0∴1 0．7 4．1 日　 本 新寛永。 166 8 年。 1 区表 土中

表2　住居跡一覧表

番号 主軸 方向 平 面 形
規　 模 （m ）

（長軸 ×短軸 ）
壁高（cm）床 面

内　 部　 施　 設 唇

主な 出土遺物 備　　 考
壁溝 主柱穴 貯蔵穴 ピット出入口炉竃

1 C 4 d3 N －44くニーW 長　 方　 形 8．60 ×7．17 30 平 坦 全周 4 1 11 1 炉 2 人為 土願出掛器台骨壷骨 ミニチュ習 4 世紀 中葉

2 C 4 e5 N ．… 0 ．こ 円　　　 形 ［7．50 ×7．20］ － 平 坦 － － … 26 － － － 不　　　　 明

3 f3 3 g9 N －　49し∵！Ⅳ 長　 方　 形 5．40 ×4．80 46 平 坦 － … － － 炉 1 人 為 土師酎 掛高軒鋸路骨壷・婆機射 4 世 紀 中葉

4 B 4 il N …45C －W 方　　　 形 4．10 ×4．10 8 ′）14 平 坦 － 2 1 5 － － 自然 土師器 （壷 ） 5 世 紀 中葉

5 ；B　3 i7 N …46ぐ’－W 方　　　 形 5．08 ×4．75 24′）37 平 坦 － 4 1 － － 炉 1 自然 土師器（椀勝 高軒器台朝・婆）4 世 紀 中葉

6 A 2 e5 N …23C一一W 方　　　 形 6．10 ×6．04 30′～35 平 坦 － 4 2 － － 炉 2 人為 土師器 （軒 椀・高炉 掛 餐） 5 世紀 中葉

7 A l dO N …62くノー E 方　　　 形 8．03×7．70 10～38 平 坦 一部 4 2 5 － － 人為 土師器 （軒 椀・高炉 婆・甑） 4 世 紀中葉

8　 －A　‾1 pn
J⊥　⊥　））】

N ∴1 第ドニ1 〃
i
転・　‾青　 井壬
Jレーノ、－　　　／J　　　月／i

ら　ワワ×4 ／∩
i
6 ′、）1∩
）　　　　⊥）】

求 坦 l
I － 4 － 】 】 i l

土師器 （婆 ）　　　 i4 世紀 中葉

表3　構跡一覧表

番号 位 方　 向 形　 状
規　　 模 ！壁面

断面 覆土 出　 土　 遣　 物 備　　　　 考
長さ（m） 上幅（m ） 下幅（m ） 深さ（cnl）

1 C 4 h9～C 4 jO N 一一40．㌧－W 直線状 （9．4）0．12′㌦0．44 0．24へノ0．26 9′㌦14 外傾 逆台形 自然

表4　士坑一覧表

士坑

番 号

長径 方向

（長軸 方向）
平面形

規　　　 模

底面 覆土
主な 出土遺 物

（混入含 む）
備　　　　 考長径 （軸）

×　　　 （m）
短径（軸）

深 さ

（cm）

壁面

1 C 5 jl N －24ぐ一W 不　 定　 形 2．12 ×1．73 55 緩斜 凹凸 人為 須恵器 （杯 ）

2 D 4 a8 N∴…0 隅丸長方形 2．46 ×1．35 75 外傾 凹凸 人為 須恵器 （杯 ）

3 D 4 a8 N …47C…W 円　　　 形 0．95 ×0．84 11 緩斜 平坦 自然

4 C 4 i8 N －2 ∵一E
l

長　 方　 形 L 70×0．74
l

25
l

外傾 平坦 人為
l l

5 C 4 i8 N －45。一E 不　 定　 形 1．50×0．78 37 外傾 凹凸 人為

6 C 4 j7 N －19C－W 隅丸長方形 2．52 ×0．97 69 外傾 平坦 自然

7 C 4 i8 N －40′ン…E 不　 定　 形 2．00 ×0．95 35 緩斜 凹凸 自然

8 C 4 i7 N …28。…W 楕　 円　 形 1．10 ×0．87 19 緩斜 皿状 人為
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土坑

番号
位 置

長径方 向

（長軸方 向）
平面形

規　　　 模

壁面 底面 覆 土
主な出 土遣物

（混入含む）
備　　　　 考長径 （軸）

×　　　 （m）
短径 （軸）

深 さ

（cm）

9 D 4 a9 N －48こ、…E 楕　 円　 形 0．71×0．59 17 外傾 平坦 自然

10 C 4 iO N －12C－W 楕　 円　 形 0．65 ×0．42 15 外傾 平坦 自然

11 C 4 g7 N …22′コ…W 隅丸長方形 2．20 ×0．91 3 0 外傾 凹凸 自然

12 C 4 i6 N －22Jj…W 長　 方　 形 2．50 ×1．00 4 6 外傾 皿 状 人為 須恵器 （杯 ）

14 C 4 h 5 N －490－W 不 整 円 形 2．06 ×1．57 4 4 緩斜 皿状 人為 土師器 （聾）

15 C 4 h 6 N －60‘‾一一W 楕　 円　 形 0．78 ×0．64 28 夕日頃 皿状 自然

16 C 4 g 5 N …68。…W 楕　 円　 形 0．55 ×0．45 6 緩斜 皿状 自然

17 C 4 f 6 N －13こつ－W 隅丸長方形 2．35 ×0．96 63 外傾 皿状 自然 土師器 （襲）

18 C 4 f 7 N － 0 ° 不 整 円 形 1．75×1．50 46 緩斜 皿状 自然

19 C 4 f 7 N …28 rニ．…E 楕　 円　 形 0．64×0．58 45 外傾 皿状 自然

20 C 4 h4 N －15 C…W 長　 方　 形 2．57×0．90 45 外傾 平坦 人為 土師器 （餐）

21 C 4 e6 N －73 C．－E 楕　 円　 形 0．70 ×0．52 17 緩斜 平坦 自然

22 C 4 g6 N －62くノーE 長　 方　 形 0．70 ×0．33 14 外傾 平坦 自然

23 C 4 g7 N …68Cノ…E 円　　　 形 0．46 ×0．45 19 外傾 皿状 人為

24 C 4 c l N …7 ノバノーE 隅丸長方形 1．98 ×0．71 3 4 外傾 」弧状 人為

25 C 4 c l N －17。－W 長　 方　 形 2．44 ×0．90 5 6 外傾 平坦 人為

26 C 3 bO N － 7 ㌧－W 長　 方　 形 2．14 ×0．84 5 5 外傾 平坦 自然

27 C 4 b 3 N －23㌧…W 隅丸長方形 2．35 ×＿1．37 42 外傾 皿状 自然

28 C ∠皇C4 N － 4 くノーW 長　 方　 形 2．01 ×1．02 18 緩斜 平坦 自然

29 C 4 d l N －37じ…W 長　 方　 形 1．97 ×0．68 54 垂 直 平坦 人為

30 C 3 C 9 N …35 C‾．…W 長　 方　 形 1．87×0．62 46 皿状 人為

31 C 4 j O N …55 C－E 楕　 円　 形 0．91×0．70 30 外傾 皿状 人為

32 B 4 j 2 N … 1 c…W 隅丸長方形 2．04 ×1．07 46　‾ 緩斜 皿状 人為

34 C 3 a 8 N － 6 しつ…W 不　 定　 形 1．07×0．74 35 外傾 平坦 人為

35 C 3 a8 N …45C－W 長　 方　 形 2．08 ×1．07 4 1 外傾 凹凸 自然

36 B 3 j 7 N …4 °…W 長　 方　 形 2．65 ×1．11 18 外傾 平坦 人為 中世 以降

37 B 3 j8 N －19。－E 隅丸長方形 1．73 ×0．65 13 緩斜 凹凸 自然

38 B 3 j8 N － 8 ㌧－E 長　 方　 形 3．46 ×0．96 15 外傾 平坦 人為 中世以降

39 B 3 i8 N －36くつ－E 楕　 円　 形 1．27 ×0．96 2 3 外傾 凹凸 自然

40 B 3 i9 N －16e－－W 長　 方　 形 2．15 ×1．07 6 6 外傾 皿状 自然

4＿1 Iう3 i9 N －79CノーW 隅丸長方形 2．66 ×1．00 3 1 外傾 皿状 人為

42 B 3 i9 N －20く′－W 楕　 円　 形 1．06×0．83 10 緩斜 人為

43 B　3 a O N －13 C．－W 長　 方　 形 2．30×0．56 13 外傾 凹凸 人為

44 B 3 18 N －18 C…W 楕　 円　 形 1．11×0．90 26 緩斜 皿状 自然

45 B 3 h 8 N …22。…W 長　 方　 形 2．57×1．20 38 外傾 凹凸 自然

46 B 3 j8 N … 3Cノ…W 長　 方　 形 2．00 ×0．76 14 外傾 平坦 人為

47 B 3 h8 N －18U－E 楕　 円　 形 1．32 ×0．97 15 外傾 皿状 人 為

48 B 3 h6 N －17．つ一一W 長　 方　 形 1．88 ×0．55 14 緩斜 皿状 人為

49 C 4 C3 N …24．ノノ…W ［楕円形］ ［1．56×1．08］ 18 緩斜 自然

50 C 4 j8 N …40。～E 不 整 円 形 0．98 ×0．90 2 0 緩斜 皿 状 自然
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士坑

番号

長径 方向

（長 軸方向）

規　　　 模

壁面 底面 覆 土
主な出土遣物

（混入含む）
備　　　　 考平面形 長径（軸）

×　　　 （m）
短径 （軸）

深 さ

（cm）

51 B 3 j 9 N －55、…W 楕　 円　 形 0．50 ×0．40 2 2 外傾 皿 状 人為

52 B 3 g 7 N －27し－W 楕　 円　 形 1．40×0．82 36 外傾 凹凸 人為

53 B　3 f 8 N －13し－……W 長　 方　 形 1．65×0．71 10 外傾 平坦 自然

54 B 3 f8 N …67‾“－W 楕　 円　 形 0．97×0．68 30 緩斜 皿状 人為

55 B 3 f7 N －2 、ノーE 長　 方　 形 2．14 ×0．79 40 垂直 皿状 自然 須恵器 （短頸壷 ）

56 B 3 g7 N －52‘‾シーE 楕　 円　 形
；
1．20 ×1．04 19 緩斜 皿状 人為

57 B 3 g6 N …35、’－E 楕　 円　 形 1．57 ×1．00 2 1 凹凸 人為

58 B 3 b2 N …27C．－W 楕　 円　 形 0．64 ×0．57 2 1 外傾 皿状 自然

59 C 4 C2 N －39e－E 楕　 円　 形 0．54 ×0．49 2 1 外傾 皿状 自然

60 C 4 C 2 N －34くノ～E 不　 定　 形 0．64 ×0．47 15 緩斜 皿状 人為

61 C 4 C 2 N …24L′…E 楕　 円　 形 0．49 ×0．41 2 2 外傾 皿状 人 為

62 B 3 f 6 N －16こノーW 長　 方　 形 L 34 ×0．55 3 2 外傾 皿L状 人 為

63 B 3 f 6 N －20 C…W 長　 方　 形 L 90×0．75 52 外傾 皿 状 人為 須恵器 （婆 ）

64 B 3 C6 N …53、一W 長　 方　 形 2．62×0．84 27 外傾 皿状
l
人為

65 B 4 j l N …53し‾－W 楕　 円　 形 0．75×0．56 2 1 緩斜 皿状 自然

66 C 4 a l N －66 C…E 楕　 円　 形 0．47×0．35 15 外傾 皿状 自然

67 B 3 g5 N …20rつ…W 楕　 円　 形 0．90 ×0．54 15 緩斜 皿状 自然

68 B 3 d5 N …25く．…W ［隅丸良方形］ （1．28）×0．68 2 3 外傾 平坦 人為

71 B 3 j9 N －89。ーE

l

楕　 円　 形 0．74 ×0．48 2 5 緩斜 皿状 人為

73 B 3 f3 N －12こニ…W 隅丸長 方形 2」7 ×0．78 2 3 外傾 皿状 人為

74′ B　3 d 2 N 一一22し……W 隅丸長 方形 1．70 ×0．55 3 0 外傾 凹凸 人為

75 B　3 d 2 N －32 gノーW 円　　　 形 1．00 ×0．95 3 5 緩斜 皿状 自然

76 B 3 a 3 N －35じ…W 楕　 円　 形 1．15×0．74 3 3 外傾 皿 状 人為

77 B 3 C4 N …55‘∴＋E 隅丸長方形 2．24×0．65 14 外傾 平坦 人為

79 B 3 b4′N …42 rノーE 楕　 円　 形 0．95×0．78 26 緩斜 皿状 自然

80 B 3 b4 N －10C－W 長　 方　 形 3．27×0．71 15 外傾 平坦 人為

81 B 3 a l＿N …60C‾－E 長　 方　 形 1．23 ×0．74 20 外傾 平坦 自然

82 B 3 b 2 N …35し、…E 楕　 円　 形 1．＿15 ×0．60 10 外傾 人為

i

i

i

i

i

i

！

83 B　3 f 7 N …33しこ一W 楕　 円　 形 0。73 ×0．62 6 緩斜 皿状

】

自然

84 B　3 b 2 N －10C－W 隅丸長方形 1．52 ×0．54 14 外傾 皿状 人為

85 B　3 a l N －20．′…E 楕　 円　 形 1＿。25 ×0．69 10 外傾 平坦 人為

86 B　3 a l N －28こ一一W
I

長　 方　 形 2．04 ×1．10 5 0 外傾 平坦 人為

87 B　3 b 3 N －74．ノーW 楕　 円　 形 0．70×0．54
［

14 外傾 凹凸 人為

88 B　3 b3 N …22∴J Ⅳ 楕　 円　 形 0．74×0．59 34 外傾 皿 状 自然

89 B　3 c l N F－45．…W 楕　 円　 形 066 9×0．58 20 外傾 凹凸 自然

90 B　2 cO N －44こノーE 円　　　 形 0．78 ×0。74 13 外傾 平坦 自然

91 B 2 cO N － 5 くノーW 楕　 円　 形 0．80 ×0．59 13 外傾 平坦 自然

92 A 2 jO N …38、ノーW 円　　　 形 1．33 ×1．26 3∠l 垂 直 平坦 自然

93 B　2 a 9 N …83‾…E 楕　 円　 形 0．86 ×0．55 15 緩斜 皿状 人為

94こ
i

B　2 a 8 N －81 －W 不　 定　 形 1．55 ×1．07 3 1 緩斜 皿状 自然
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土坑

番号

l
】；長径 方向

（長軸 方向）
平面形

規　　　 模 i

壁 面 底面 覆土
主な 出土遣物

（混入 含む）
備　　　　 考長径 （軸）

×　　　 （nl）
短径 （軸）

深 さ

（cm）

95 A 2 j 9 N －1〕∵…W 不 整 円 形 0．79 ×0．76 12 緩斜 平坦 自然

96 A 2 j9 N －55 C－W 不 整 円 形 1．19 ×1．05 17 緩斜 凹凸 自然

97 A 2 iO N …35′ニーW 楕　 円　 形 1．07 ×0．57 1∠窒 緩斜 皿 状 自然
】

98 A 3 h l N …54、∴」Ⅳ ［円 形 ］ 0．81×紅 60） l∠婁 外傾 平坦 自然

99 A 2 h O N －32ニーW 円　　　 形 1．08 ×1．02 22 外傾 平坦 人為

100 A l d7 N －57。－W 楕　 円　 形 L ll X O．52 17 外傾 平坦 自然

101 A l f、7 N …8∠呈C、…E 円　　　 形 私5∠呈×0．44 34 外傾

102 A l f 7 N －15。～E 円　　　 形 0．5∠ま×0．45 4 0 垂直 平坦 自然

103 A l e 8 N －22。－E 円　　　 形 0．89×0．78 2 4 緩斜 凹凸 自然

104 A l＿e8 N －56 C．…E 円　　　 形 0．69 ×0．62 2 3 外傾 凹凸 自然

105 A l e8 N －56．－E 楕　 円　 形 1．1．3 ×0．72 2 4 外傾 凹凸 自然

106 A l e8 N －74。－E 楕　 円　 形 1．02 ×0．83 2 0 外傾 平坦 自然

107 A l e9 N …39c－E 楕　 円　 形 1．24 ×0．91 2 5 外傾 凹凸 自然

108 A l e9 N －84くノーE 楕　 円　 形 L 24 ×0．88 15 平坦

109 A l d 9 N － 9 ノノーW 楕　 円　 形 0．93 ×0．66 20 外傾 平坦 自然

＝0 A 2 g 2 N …83C…W 楕　 円　 形 1．05×0．76 19 緩斜 凹凸 自然

111 A 2 f 5 N …4．5’…E 楕　 円　 形 1，23×0．72 12 外傾 人為

112 A 2 f 5 N …82 C …E 楕　 円　 形
恒 4 ×0・90

7 平坦 自然

1＿13 A 2 h 5 N 一一一53 C．一一一一W 】楕　 円　 形 ［1・15×0・97 12 l 緩斜 ［平坦 人 為

114 A 2 i 5 N …87 C…W 楕　 円　 形 0．88 ×0．71 1∠皇 緩斜 皿状 自然

115 A 2 h6 N …45しつ……W 楕　 円　 形 0．90 ×0．70 15 平坦 自然

116 A 2 g3 N …36しつ…W 楕　 円　 形 0．91×0．67 12 外傾 平坦 人為

117 A 2 h 5 N …53C…W 円　　　 形 0。81 ×0．79 ：15 緩斜 皿状 人為

118 A 2 h 6 N －34㌧ノⅣ 楕　 円　 形 0．82 ×0．67 28 外傾 凹凸 人為

119 A 2 f 5 N …54し…W 円　　　 形 0．78 ×0．68 12 緩斜 凹凸 人為

120 A 2 e 2 N － O 。 円　　　 形 0．59×0．52 22 外傾 平坦 人為

121 A 2 j 8 N …39。…－E 楕　 円　 形 L 12×0．53 12 緩斜 平坦 人為

124 A 3 h l N －46くさ…E ［楕 円形］ 0，55×（0，37） 14－ 外傾 自然

125 A 2 h 8 N －47 G…W 円　　　 形 0．63 ×0。59 19 外傾 凹凸 自然
i

i

i

i

i

i

12 6 A 2 h8 N －28C …E 円　　　 形 0．80 ×0．68 2 0 緩斜 凹凸 自然

127

12 8

129

A 2 g7

Å 2 g9

A 2 e7

N ・…39G …E

N －27。…W

円　 形 i

［円 形 月

隅 丸 方 形 i

竿57 ×0・54 i

摘 ×（0・可

1・04 ×0・83 i

2 4

3 4

19

垂直

緩斜

凹凸

机 可

凹凸

自可

自然 ！

人可

130 B 2 a O N － 5 。－W 不 整 円 形 （1．19）×0．86 12 外傾 平坦 人為

131 B 2 a O N … 2 ノンーW 楕　 円　 形 1．42×0．95 9 緩斜 平坦 自然

132 B 2 a O N －64 C一一W 円　　　 形 0．48×0．45 9 緩斜 平坦 自然

133 B 2 a O N －64。－W 楕　 円　 形 0．72×0．46 8 緩斜 平坦 自然

134 A l e O N －28 Cノ…W ［長方形］ ［2．18×0．81］ 45 緩斜 皿状 人為

135 I〕4 a8 N …76でシ…W 円　　　 形 0．92 ×0．90 5 7 夕日頃 皿状 自然
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2　4区の遺構と遺物

本区は，当遺跡西部の南東側の谷津に向かう斜面部に位置しており，竪穴住居跡14軒，地下式墳6基，集石

遺構10基，構23条，墓墳1基，粘土貼土坑10基，土坑144基が確認された。

（1）竪穴住居跡

①縄文時代

本区からは縄文時代中期の住居跡1軒が確認された。

第10号住居跡（第38図）

位置　調査区東部のC6il区に位置し，北東へ緩やかに傾斜する台地縁辺部に立地している。

重複関係　北部を第21・22号土坑に，南西部を第31号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　確認面が黒色土のため床面が捉えら

れず，規模や形状は明確ではないが，柱穴の配列

から，長軸［7．00］m，短軸［6．00］m前後の楕

円形と推定される。また，主軸方向は［N－22d

－E］を指すものと想定される。

炉　認められない。

ピット　23か所。すべて壁柱穴と考えられる。

遺物出土状況　縄文土器片5点（探鉢），土師器

片3点，礫11点が出土している。土師器片は撹乱

等により混入したものと思われる。136は，中央

部と西壁部から出土した破片の接合資料であり，

その他の縄文土器片は細片のため図示し得なかっ

た。

所見　本跡の時期は，規模も形状も明確ではなく

断定できないが，第2調査区からも中期の住居跡

が確認されていることと136の土器から判断して，

中期（加営利EⅢ式）の可能性が高いものと考え

られる。

第39図　第10号住居跡出土遣物実測図
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第38図　第10号住居跡実測図
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第10号住居跡出土遺物観察表（第39図）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　 土 色　 調 焼 成 特　 徴 出 土 位 置 備　 考

136 縄文土器 深　 鉢 ［3 4．0］ （10 ．0） 石 英 ・長 石 黄　 橙 普 通 コ淵 に粧 繊 凋軋 群拍 鋤 M RL塘蔚鉱 中央部覆土中 5％　　　 p L 12

②弥生時代

本区からは弥生時代後期後半の住居跡4軒が確認された。以下，遺構番号順に記載する。

第2号住居跡（第40図）

位置　調査区東部のC6h2区に位置し，北東へ緩やかに傾斜する台地縁辺部に立地している。

重複関係　西部を第3号住居跡，南部を第52・53号土坑にそれぞれ掘り込まれている。

規模と形状　西部と南部を掘り込まれているため，本跡の規模及び形状は不明である。壁高は12～15cmで，壁

は外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で若干軟弱である。床面に火災に伴う炭化材や焼土が堆積している。

炉　調査部分では認められない。

ピット　1か所。深さ34cmで，東壁近くに位置しているが，本跡の規模及び形状が把握できないため性格は不

明である。

覆土　3層からなるが，遺存部分が少なく判断材料に乏しい。覆土下層には家屋の焼失に伴う炭化材や焼土と

ともにロームブロックやローム粒子を含む層が堆積しており，人為堆積と考えられる。

土層解説
l　黒　　色　炭化材・炭化物中量，ローム粒子・焼上粒子・炭化粒f一微量
2　黒褐色　ロームブロック・焼上粒子・炭化粒了少畳
3　暗褐色　ローム粒f‥焼土粒了一・炭化粒子少量

遺物出土状況　弥生土器片16点（広口壷），礫5点，鉄樟353g，炭化材のほか，撹乱等により混入したとみら

れる縄文土盛片5点，須恵器片1点が出土している。これらの遺物は，遺構全体の覆土に散在した状態で出土

しているが，そのほとんどが覆土上層及び遺構確認面からであり，床面近くからの出土は85のみである。床面

第40図　第2号住居跡実測図
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直上から出土した炭化材は，住居構築材と思われるが遣存状態が悪く，部位の確認には至らなかった。

所見　本跡は焼失住居であるが，床面直上からの遺物の出土はほとんどなく，廃絶後意図的に焼却したものと

考えられる。時期は，出土した土器の様相から弥生時代後期後半（十王台式）と考えられる。なお，当遺跡（第

1・2・4調査区）の住居跡の中で後期後半と比定される住居跡は14軒存在するが，焼失住居は2軒と少なく，

また，いずれも床面からの遺物はほとんどないことから，住居廃絶後，意図的に焼却した可能性が高い。

第41図　第2号住居跡出土遣物実測図

第2号住居跡出土遺物観察表（第41図）

0　　　　　　　　　　　　10cm

l－　十－－　・・」

番号 種　 別 器　 種 H　 径 器　 高 底　 径 胎　 土 色　 調 焼成 特　　 徴 出土位置 備　 考

85 弥生t器 広口壷 ［13．8］ （7．2） － 長石・雲母 にぷい榎 普 通 「堀部には棒状t具による押圧が施され，口

辺洒文で，下端部は押圧．。頚部3本櫛描文。

東部 下層 5％

86 弥生土器 広口壷 ［13．5］ （2．5） － 長石 にぷい橙 普 通 口辺部無文で，下端部押圧。頭

部には羽状文が施されているr＿

覆　 土　 中 5％

番　 号・ 種　 別 器　 種 高　 さ 胎　 土 色　 調 焼成 器 形 及 び 文 様 の 特 徴 出土位置 備　 考

T P 2 弥生土器 広日東 （8．5） 長石・雲母・砂粒 にぷい褐 普通 下位に単節縄文，j二位に附加条二種の縄文が施文されている 覆　 土　 中 P L 18

第9号住居跡（第42図）

位置　調査区東部のC5g5区に位置し，北東へ緩やかに傾斜する台地縁辺部に立地している。

重複関係　北東部を第8号住居跡に振り込まれている。

規模と形状　根による撹乱がひどく，規模及び形状は明確ではないが，柱穴の配列から，長軸5m前後の長方

形プランが想定され，よって主軸方向も［N－260－W］を指すものと判断した。

床　ほぼ平坦で，非常に軟弱である。

炉　認められない。

ピット　7か所。主柱穴はPl～P3で，深さ12～19cmである。P4は深さ17cmで，主柱穴Pl・2を結ぶ線

の中心よりやや南寄りに位置しており，出入り口施設に伴うピットと考えられる。P6・7は深さ11・17cmで，

土層観察からピットと考えられるが，性格は不明である。

遺物出土状況　弥生土器片5点（広口壷），土師器片4点，礫8点が出土している。出土した遺物はごくわず

かであるが，弥生土器片は中央部の床面直上から確認されたもので，135はP5周辺の弥生土器片4点が接合

したものである。

所見　確認された遣物は少なく断定できないが，床面から出土した広口壷の胴部片から判断して，時期は後期

前半と考えられる。
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第42図　第9号住居跡・出土遣物実測図

第9号住居跡出土遣物観察表（第42図）
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番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　土色　調焼成 特　徴 出土位置 備　考

135弥生土器広口壷［18．5］（13．1）－石英・雲母・砂粒橙普通絹昌狙凱摘され口辺訂下則雄誹埴有する

．矧二は肘柵の酎縄文されている

P5覆土中10％　　　PL12

－52－



番　 号 種　 別 器　 種 高　 さ 胎　 土 色　 調 焼成 器 形 及　 び 文 様 の 特 徴 出土位 置 備　 考

T P 3 弥牛土器 広 口壷 （5．7） 長石・雲母・砂粒 にぷい橙 普通 胴用横位区軋矧 こ3本瞞 瀾翻付加条一種の縄文柑 丈されている。． 覆　 土　 しい P L 18

T P 4 弥生十器 広 口恵 （10．8） 石英・雲母・砂粒 にぷい褐 普通 附加 条一種の縄文が施 文され ている。 中央部 下層 P L 18

T P 5 弥生土器 広 口壷 （7．0） 石英・雲母・砂粒 にぷい橙 普通 附加 条一種の縄文が施文 され ている。． 覆　 土　 中 P L 18

第12号住居跡（第43図）

位置　調査区西部のB2g7区に位置し，北東へ緩やかに傾斜する台地縁辺部に立地している。

重複関係　北部を第122号土坑に振り込まれている。

規模と形状　本跡南部が調査区域外のため南北軸は（3．80）mのみの確認となったが，東西軸は4．17m確認

できた。また，遺存部の形状から方形または長方形と推定され，主軸方向はN－110－Eを指す。壁高は4～12

cmで，各壁とも外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，北東部が踏み固められている。

炉　中央部に付設され，長径74cm，短径58cmの楕円形を呈し，床面を13cmほど皿状に掘り窪めた地床炉である。

炉床は硬く赤変し，中央部には炉石が置かれている。

炉土層解説
1　黒褐色　ロームブロック・焼上粒子少量

i

第43図　第12号住居跡実測図
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ピット　3か所。主柱穴はPl～P3であり，深さは49～86cmである。

覆土　4層からなり，ロームブロックを含む人為堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子微量

3　褐　　色　ロームブロック中量

4　明褐色　ロームブロック多量

遺物出土状況　弥生土器片38点（広口壷37・ミニチュア土器1），土師器片12点，石製品1点（炉石），礫3点

のほか，撹乱等により混入した縄文土器片6点が出土している。これらの遣物は，遺構全体の覆土上層から下

層にかけて散在した状態で出土しているが，床面から出土した遣物は138・139のみである。また，143のミニチュ

ア土器は，北西コーナー部の覆土下層から出土している。

所見　本跡は，住居廃絶後埋め戻されているが，投棄された覆土中の土器もほぼ同時期のものである。時期は，

遺構の形態や出土土器から判断して後期後半（十千台式）と考えられる。

一二　‾‾‾‾‾‾‾‾＿

感敵鐙二m
第44園　第12号住居跡出土遣物実測図
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第12号住居跡出土遣物観察表（第44図）

番 号 種　 別 器　 穫 日　 径 器　 菌 底　 径 胎　 土 色　 調 焼 成 特　 徴 出 土 位 置 備　 考

13 8 弥生土器

［

広 口壷 16．0
！

（1＆ 3） 長 石 も雲 母 にぷい橙 普 通 西 部 床 面 30％　　　 P L 12

139 弥生 土器 広 口壷 － （5．1） 6．6 石 英 ・長 石 灰 黄 褐 普 通 胴 部 下位 に 附加 条 二極 の 縄 文が

施 文 され て い る。、底 部布 削 軋

中央 部 床 面 5％

14 1 土 師 器 川 ［10．4］ （5。2） － 長 石 灰 黄 褐 普 通 口縁端部横ナデ。142と同一個体カ。 中央 部 上層 10％

142 土 師 器 増 － （5．1） 2．8 長 石 にぷい橙 普 通 休 部 内面 ナ デ 。 雑 な 作 り。 中央 部 上層 10％

14 3 弥生土器 小 形 壷 （8．9） 4。3 石英癌 存 砂粒 にぷい橙 普 通

舶 離 条欄 防 縮 文で二段に紛 されタさらにそ

れらは粧 繍 描文で下私 用 離 れている∴橘 の

締 文上には2酢 姉 円槻 服 が繍 みられる。胴

部は附加条一一種の縄文が繍 二施文されているが，艮

附加 条誹 潮 ド2条と願 が異なる。底部木葉痕。

北 西 部 下層 8 0％　　　 P L 12

番　 号 種　 別 器　 種 高 さ 胎　 土 色　 調 焼 成 器 形 及　 び 文 様 の　 特 徴 出 土位 置 備　 考

T P 6 弥生土器 広 口壷 （4．7） 石英虜 石機 粒 にぷい褐 普 通 口唇部には縄文，口辺部には附加条一一一種の縄文が施文されてい

る。牒 辺部下端には，刺突文が施され，頸部に櫛描文が見える。

北西 部 中層 P L 18

rr P 7 弥生土器 広 出 藍 （軋 8） 石英虜 か 砂粒 にぷい褐 普 通 押圧 された 2 条の隆帯で文様区を二分 し2　6 条の櫛接

で縦 区画 し｝　区画内では櫛描波状文を充壊 している。

北 部 中 層 P IJ 18

T P 8 弥生土器 広 口壷 （7．9） 石英壷 石機粒 にぷい褐 普 通 附加 条 二 種 の縄 文 で羽 派構 成 を と る。う 北 西 部 中層 P L 18

特　　徴

炉石転用。全面被熱痕。

第柑号住居跡（第45図）

位置　調査区西部のB3h2区に位置し，北東へ緩やかに傾斜する台地縁辺部に立地している。

重複関係　東部を第125号士坑と第H号溝跡プ　南部を第1掴号土坑にそれぞれ掘り込まれている。

規模と形状　東部の床面が…一部削平されて，形状を正確に捉えることはできないがプ　南北軸5。40町　東西軸

［5．70］mの方形または長方形と考えられタ　主軸方向も［N…650－E］を指すものと推定した。壁高はH～

20cmで，遺存している壁から各壁とも外傾して立ち上がるものと考えられる。

床　ほぼ平坦で，炉を中心にして硬化面が広がっている。

炉　中央部に付設されている。長径68cmタ　短径52cmの楕円形で，床面を20cmほど皿状に掘り窪めた地床炉であ

る。第6層の上面の炉床面は赤く硬化しタ　また炉の長径と直交するように炉西側から炉石が出土している。炉

石の上面は加熱されて赤愛している。

炉土層解説

1　にぷい赤褐色　ローム粒子ゆ廃土粒子少量，炭化粒子微量

2　にぶ減赤褐色　廃土ブロック中乳　ローム粒子の炭化粒子少量

3　晴赤褐色　焼土粒子中農，ロ…ム粒子少量

4　黒褐色　ローム粒子の廃土粒子の炭化粒子少量

5　にぷい赤褐色　廃土ブロックの炭化粒子少量

6　暗赤褐色　ロームブロックぁ焼土ブロック中量

ぽッ睦　4か所。主柱穴はPl　◎　2で深さ48◎69cmであるがプ　削平された東部から対応する主柱穴は確認され

ない。P3　の　∠‖ま深さ摘⑮那cmで酋壁際中央部に位置しており，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆豊　　層からな畑　レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

土層解説

1　黒褐色　ロ…ムブロック微量

2　黒褐色　ローム粒子少量

3　明　褐色　ローム粒デー多最

4　暗褐色　ローム粒子少量

5　暗褐色　ローム粒子少量
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遺物出土状況　弥生土器片27点（広口壷），土師器片15点，石製品2点（炉石），礫4点のほか，撹乱等により

混入したとみられる縄文土器片10点が出土している。これらの遺物はほぼ全面に確認されているが，床面出土

の遣物はTPllとQ22のみである。144は，中央部のやや西寄りから出土した破片7点が接合したものである。

Q23の炉石は，炉が機能していた時の位置を維持しているものと考えられる。

所見　本跡の北部は床面が削平されており，また，ピットが確認できない部分もあったが，主柱穴であるPl

とP2の位置から規模及び形状を推定して示した。時期は，遺構の形態や出土土器から判断して後期後半（十

王台式）と考えられる。
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第46図　第15号住居跡出土遣物実測図

第15号住居跡出土遣物観察表（第46図）
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番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　土色　調焼成特　徴出土位置備　考

144土師器柑－（18．1）4．6石英・長石にぷい褐普通体部内面剥落。東部中層60％

145弥生土器広口壷－（2．9）［7．4］長石にぷい褐普通附加条二種の縄文が施史底部布目痕中央部下層5％

146弥生土器広口壷（4．1）7．6長石・雲母にぷい褐普通附加条二種の縄文が施文されている底部布目痕東部中層5％

番　号種　別器　種高　さ胎　土色　調焼成器形及び文様の特徴出土位置備　考

rrIj9弥生土器広口壷（7．6）石英・雲母・砂粒橙普通附加条二種の縄文が施文。羽状構成をとる、東部中層PL18

157－



番　 号 種　 別 器　 種 高　 さi二1 胎　 土 色　 調 焼成 器 形 及 び 文 様 の 特 徴 出 土位置 備　 考

T P lO 弥生土器 広 口壷 （6．2） 石鮮雲母職場 にぷい橙 普通 日射 脛 へラ状寮 に よる刻み，＝辺狛ま波状文が施文 覆　 土　 中 P IJ i8

T P 1 1 弥生土器 広 口壷 （4．0） 石掛雲紗砂粒 にぷい橙 普通 口離 脛 は棒状‾‾＿L具による刻みが誹 縁部は波状文が施丈、 南西部床面 P L 18

番号 器 種　 軽　 さ 幅　 軽　 さ 重　 量 石　 質 特　　 徴 出土桐 畑　 備 考

Q 22 磨　　 可 13・7 鋸 ‖ （3．8）

l
（585） LI」砂　 石 片 面に酢軋 東 部 床 可

Q 23 砥　　 可 2604 9．6 軋9 2，390 凝灰 岩 炉石転用。被 熱痕。

③古墳時代

本区からは古墳時代前期の住居跡1軋　中期の住居跡5軒が確認された。以下プ　遺構番号順に記載する。

第1号住居跡（肯ノ′17図）

位置　調査区東部のC6i4区に位置しタ　北東へ緩やかに傾斜する台地縁辺部に立地している。同時期の第3号

住居跡が北西方向に隣接している。

重複関係　北部を第78号士坑，東部を第15昏80◎8巨83号土坑プ　南部を第14の40⑳79号士坑にそれぞれ擦り込

まれている。

規模と形状　長軸5。00m，短軸3。56mの長方形で，主軸方向はN…13し…Eである。壁高は4～16cmでプ　各壁

とも外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦でタ　中央部がよく踏み固められている。

炉　中央部やや東寄りに付設されている。長径40cm，短径26cmの楕円形で，床面を4cmほど皿状に掘り窪めた

地床炉である。炉床は赤変しているが硬化面は認められない。

炉土層解説
1　暗赤褐色　廃土ブロック微量

ピット　認められない，、、

貯蔵穴　西コーナー部に位置し　長径鵜cm　短径舗cmの楕円形で，深さは34cmである。

貯蔵穴土層解説
1　黒褐色　ロームブロック少量
2　褐　　色　ローム粒子多義

覆土　5層からなり，覆土上層（第1愈2層）はレンズ状の堆積状況を示す自然堆積，覆土中層から下層（第

3～5層）はロームブロックの炭化粒子を含む人為堆積である。

土層解説

i　黒褐色　ローム粒子微量

2　暗褐色　ロームブロック微量

3　暗褐色　ロームブロックや炭化粒予少量

4　褐　　色　ロームブロック中量

5　暗褐色　ローム粒子微量

遺物出土状況　土師器片69点（捧車椀7タ高捧1タ堵6診療55），石製品3点（双孔閂板，剣形模造品），磯25点

が出土している。これらの遣物の中で，覆土上層から出土した土器には破片断面が摩耗している細片が目立ち，

土器の時期も多期に渡っている。またタ床面直上からの出土は少なくプ南壁際から出土した剣形模造品（QlO）

と土師器の細片のみである。82は，中央部の床面からやや浮いた状態で出土した破片を接合したものである。

所見　本跡は堆積状況から判断すると，住居廃絶後人為的に埋め戻されてタ　覆土上層から出土した土器の多く

は，埋め戻し後流入したものと考えられる。また，床面直上の遺物が少ないため時期の特定は困難であるがタ

床面に近い位置から出土している82やQlOなどから判断して　中期　は世紀中葉）の可能性が考えられる。
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第1号住居跡出土遣物観察表（第47図）

番 号 種　 別 器　 種 日　 経 器　 菌 底　 径 胎　 土 色　 調 焼 成 特　　 徴 出 土位 置 備　 考

8 1． 土 師 器 椀 ［19．2］ （6．3） … 長か 雲計 砂粒 赤　 褐 普 通 川縁 端 部 横 ナ デ 。 内 面 剥 落。 北 西部 中層 鍋 ％

82 土 師 器 高　 杯 － （7さ2） － 雲 母 ・砂 粒 にぷい橙 普 通 脚部 内面 ナ デ 。外 面 へ ラ磨 き。 中 央部 下 層 10％

8 3 土 師 器 川 ［13。0］ （2。1） … 石 英 0雲 母 褐 普 通 日録端部横ナデ。断面の摩耗激 しい。 覆　 土　 中 10％

番 号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 孔　 径 車　 量 石　 質 特　　 徴 出土 位 置 備　 考

Q 8 双孔円板 （2サ9） 3．2 私 5 私 2 （8．0） 滑　 石 2 孔 。 1／4 欠 損 。 覆 土 中 E P L i＿9

Q 9 双孔円板 （2．0） （L l） 0ギ2 ［0．2］ （0．8） 滑　 石 2 孔。 3月 欠 損 。 覆 土 中 P L 19

Q 10 剣形模造品 3．8 L 6 私 3
E

O ．† 3．3 滑　 石 基部に小孔が空けられている。鍬 まなくほぼ扁平。） 南 部 床 面 P L 19

第3号住居跡（第48図）

位置　調査区東部のC6gl区に位置し，北東へ緩やかに傾斜する台地縁辺部に立地している。同時期の第1号

住居跡は南東側に隣接している。

重複関係　東部で第2号住居跡を振り込みプ　西部が第20⑳23◎24号士坑夕　北部が第25◎70⑳71号土坑にそれぞ

れ揺り込まれている。

規模と形状　長軸5。09勘　短軸4の88mの方形でプ　室軸方向はN－4ハ…Eである。壁高は20～26cmで，各壁とも

ほぼ直立して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，硬化面は認められない。

炉　認められない。

ぽッ睦　5か所。Pl～P射ま深さが18～22cmと浅いもののプ　位置的に主柱穴と考えられる。P5は深さ6cm

でプ　南壁際に位置しており，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

貯蔵飛　南東コーナー部に位置しタ　長径88cm，短径72cmの楕円形でプ　深さは52cmである。

貯蔵穴土層解説
1　黒褐　色　粘土ブロック多量，ローーム粒子0炭化粒子微量　　　4　暗褐色　ロ一一サム粒子少数　炭化物微量
2　黒褐色　ローム粒デー少最，炭化粒子微量　　　　　　　　　　5　黒褐色　ローム粒F o炭化物微量

3　暗褐色　ローム粒子中最，炭化粒fA微量　　　　　　　　　　6　褐　　色　ローム粒fl中量ク　炭化粒召数量

覆土10層からなり，レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

土層解説
1　黒　　色　ローム粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子や炭化粒子微量

4　黒　　色　ロ…ム粒子微量
5　褐　　色　ローム粒子少量

6　暗褐色　ローム粒子少量

7　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

8　黒褐色　ローム粒子微量

9　黒褐色　ロームブロック微量

ユ0　暗褐色　ロームブロック微量

遺物出土状況　日時器片610点（杯・椀1（主　高林215，蜘再1，尭盟生　小形尭55），石製帖封一十主点（双孔廿板

3タ勾玉自㌧　炭化材，礫21点のほか芦　撹乱等により混入したとみられる弥生土器片2点が出土している。これ

らの遺物の多くは汐　貯蔵穴周辺及び壁際の床面から出土している。図示した土器は97⑳摘以外はタ　すべて床

面直上から出土したものである。器種構成をみると3　本跡周辺の同時期の住居跡に比べて特に高坪の出土割合

が高上　これらは95以外プ　すべて貯蔵穴周辺及び貯蔵穴の覆土上砂中層から出土している。また，摘0が北壁

際の床面からほぼ完形の状態で出土している。

所魔　特に高坪の割合が勉の住居跡に比べ非常に高鳥　そのほとんどが貯蔵穴内及び貯蔵穴周辺の床面から集

中して出土している。当遺跡において同時期の住居跡は26軒確認されているがタ　これだけの高杯が集中して出

土しているのほ本跡だけである。時期は　遺構の形態や出土土器から中期　摘匪紀中葉）と考えられる。
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第48図　第3号住居跡・出土遺物実測図
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第49図　第3号住居跡出土遣物実測図（1）
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第50図　第3号住居跡出土遣物実測図（2）

第3号住居跡出土遣物観察表（第48～50図）
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番号種　別器　種∪　径器　高底　径 胎　土 色　調焼成 特　　徴 出土位置 備　考

88 土師器高　杯 19．4 15．7 12．4 長石・雲母・砂粒橙 普通目線端部横ナデ。体部内・外面ナデ。南東部床面100％　　　pL13

89 土師器高　杯 19．2 16．4 13．8 石英・長石・絶好にぷい橙普通底部外面へラ削り。 貯蔵穴覆土中95％

90 土師器高　杯 17．4 13．8 14．6 碩・長石・赤色粒子にぷい橙普通口縁端部横ナデ。脚部内面指ナデ。南東部床面95％　　　PL13

91 上師器高J不18．2 18．0 13．9 長石・雲母 橙 普通口縁端部横ナデ。脚部内面へラナデ。南東部床面90％　　　pL13

92 土師器高　杯 18．8 15．0 13．7 石英・雲母・赤色拉子にぷい橙普通口縁端部横ナデ。脚部内面ナデ。南東部床面95％　　　pL13

93 土師器高　林 18．0 （12．8） 硝・雲計赤色折 橙 普通口細部横ナデ。脚納面指げ。底部内面剥落。南東部床面65％

94 土師器高　杯 18．0 （7．4） 石英・雲母・赤色粒子にぷい橙普通底部外面へラ削り後，ナデ。南東部床面45％

95 土師器高　杯 18．0 （6．9） 石英・雲母・赤色粒子橙 普通［胤繍酎デ。体納面ナデニ坪闇路外面へラ酢北部床面50％

96 土師器高　林 18．8 （6．7） 石英・雲廿砂粒にぷい橙普通底部外面へラ削り後，ナデ。南東部床面50％

97 土師器高　杯 17．6 （6．2） 雲計赤色粒子にぷい橙普通口縁端部横ナデ。坪下端部外面へラ削り．。南東部L層45％

98 土師器高　林 18．1 （6．0） 雲母・赤色粒子 橙 普通杯下端部外面へラ削り後，ナデ。貯蔵穴覆土中50％

99 土師器小形褒 10．9 10．6 3．6 雲母・赤色粒71にぷい褐普通口縁部内・外面丁寧な横ナデ。南東部床面70％　　　PL13

100 土師器 褒 17．5 （30．3） － 長石・石英・雲母栂 普通口縁部内・外面横ナデ。休部内面へラナデ。北部床面外面煤付着809もPL13

101 土師器 甑 21．0 13．9 5．0 雲掛赤色粒子にぷい橙普通単孔式。内面から穿孔。 南東部床面外面煤付着9弼PL13

102 土師器ミニチュア［2．8］2．5 － 石英・雲母・赤色拉子橙 普通体部内・外面ナデ。雑な作り。覆　土　中40％
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番 号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 孔　 径 重　 量 石　 質 特　　 徴 出 土位 置 備　 考

Q l l 双孔円板 2 ．9 2．9 0 ．3 0 ．1 6 ．4 滑　 石 2 孔。 擦 痕 顕 著 。 中央 部 上 層 P L 19

Q 12 双孔円板 2 ．4 2．8 0 ．4 0 ．2 3．5 滑　 石 2 孔。 擦 痕 顕 著 。 南西 部 中層 P L 19

Q 13 双孔円板 2 ．4 （2．0） 0 ．4 0 ．2 （ 2．8） 滑　 石 2 孔。 1 ／3 欠損 。 擦 痕 顕 著 。 覆　 土　 中 P L 19

Q 14 勾　 玉 3 ．9 2．1 0 ．9 0 ．1 10．2 蛇 紋 岩 基 部 に 小 孔。 擦 痕 頭 著 。 北 部 下 層 P L 19

第4号住居跡（第51図）

位置　調査区東部のC5f7区に位置し，北東へ緩やかに傾斜する台地の縁辺部に立地している。

重複関係　西壁中央部を第37号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　北部は調査区域外である。長軸4．56m，短軸（4．20）mの方形または長方形と推定され，主軸方

向はN－210－Eと考えられる。壁高は6～16cmと低く，各壁ともほぼ外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，中央部から北東コーナー部にかけてよく踏み固められている。

U〕
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第51図　第4号住居跡実測図
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炉　中央部に付設されている。長径92cm，短径48cmの楕円形で，床面を10cmほど皿状に掘り窪めた地床炉であ

る。覆土は焼土粒子を少量含む程度であり，炉床はそれほど硬くはない。

炉土層解説
1　暗赤褐色　焼土粒了少量，ローム粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子微量

ピット　4か所。Plは深さ15cmで，南壁際中央に位置しており，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

P2～P4は深さが12～16cmと浅く，位置的にも主柱穴とは考えられず，性格は不明である。

貯蔵穴　南東コーナー部に位置し，長径89cm，短径66cmの楕円形で，深さは44cmである。

貯蔵穴土層解説
1　黒褐色　ローム粒子・砂粒微墨
2　黒褐色　ローム粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子微量

4　黒褐色　ローム粒f一微量
5　褐　　色　ローム粒子少盛

覆土　6層からなり，レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

土層解説
1　黒　　色　ローム粒子微量
2　黒　　色　ローム粒子・炭化粒子微量
3　黒　　色　ローム粒子微量

4　黒　　色　ローム粒子中農
5　黒　　色　ローム粒子微量
6　黒　　色　ローム粒子微量

遺物出土状況　土師器片606点（椀77，高杯12，器台20，増23，襲457，小形窺17），土製品1点（不明），

礫26点のほか，撹乱等により混入したとみられる縄文土器片5点，弥生土器片7点，須恵器片1点が出土して

いる。これらの遣物の多くは，中央部から北部の覆土中層から出土し，投棄されたものと考えられる。図示し

た土器の中では103・104・110・112が該当，104はP4の覆土上層から出土した土器片が接合したものである。

所見　床面直上から出土した遺物は少なく，また覆土中層から出土した土器も細片が多いことから，住居廃絶

後，投棄されたものと推測される。また，本跡は斜面部に立地しているため，埋没するには時間はかからなかっ

たと考えられ，土器の様相にほとんど時期差は感じられない。時期は，遺構の形態や出土土器から判断して前

期（4世紀中葉）と考えられる。
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第52図　第4号住居跡出土遣物実測図（1）
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第53図　第4号住居跡出土遺物実測図（2）

第4号住居跡出土遣物観察表（第52・53図）
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番号種　別器　種口　径器　高底　径 胎　十 色　調焼成 特　徴 出土位置 備　考

103 土師器 椀 ［17．0］ 8．0 4．5 石英・長石にぷい橙普通口縁端部横ナデ。内面剥落顕著で調整不軋北部　L層50％

104 土師器 椀 9．4 4．1 3．8 石英・長石 橙 抒適口縁端部横ナデ。休部内面ナデ。北部中層80％　　　 PL14

105 土師器 鉢 ［14．9］10．7 4．4 石英・長石にぷい橙普通目線部内・外面横ナデ。体部内面ナデ。中央部上層50％　　　 PL14

106 土師器器　台 7．2 8．2 10．4 長石 橙 普通3孔。岩支部相模げ。駅紳外面ハ用調整後ナデ。中央部上層80％　　　 PL14

107 土師器器　台 － （7．2）10．3 石英・長石にぷい橙普通3孔。脚部内面ナデ。 中央部上層60％

108 土師器 土甘 － （11．2） 4．0 石英・長石にぷい橙普通休部内面ナデ。内面剥落。 北部　F層70％

109 土師器 柑 － （8．4） 1．9 長石・雲母・砂粒にぷい橙普通底部内面へラナデ。休部内面ナデ。北部上層 30％

111 土師器 互E 14．3 （5．9） 長石・雲母・砂粒 橙 普通口縁部内・外面へラ磨き。 中央部上層20％

110 土師器 襲 12．0 （5．9） 石英・雲母・赤色粒子 橙 普通口縁端部強い横ナデ。休部内面ナデ。北部　L層台付カ。30％P1－14

113 土師器 壷 （22．5） － 硝・雲掛赤色粒子 橙 普通休部内面へラ磨き。 中央部上層50％

112 土師器 饗 18．6 24．4 5．6 石英・長石・雲母にぷい橙普通目線端部横ナデ。休部内面へラナデ。北部上層外面煤付着＿70％PL14

114 土師器ミニチュア 7．7 7．6 4．8 長石 にぷい橙普通ロ縁端部横ナデ。底部内面指ナデ。中央部上層95％　　　 PL14
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第5号住居跡（第54図）

位置　調査区東部のC5f4区に位置し，北東へ緩やかに傾斜する台地縁辺部に立地している。同時期の第8号

住居跡が東側，第6号住居跡が北西側にそれぞれ隣接している。

規模と形状　長軸5。2触プ　短軸5。23mの方形でタ　主軸方向はN－4つ－Eである。壁高は10～18cmでタ　各壁とも

ほぼ直立して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，硬化面は認められない。南壁下を除いた各壁下で断面逆台形状の壁溝が確認されたが，北壁

下はやや幅が広い。

炉　認められない。

ピット　4か所。いずれも主柱穴で，深さ32～45cmである。

第鍼図　第5号住居跡実測図
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貯蔵穴　南東コーナー部に位置し，長径70cm，短径59cmの楕円形で，深さは78cmである。

貯蔵穴土層解説

1　黒　　色　ロームブロック少最

2　黒　　色　ロームブロック少量

3　黒　　色　ローム粒子微量

4　黒　　色　ローム粒子微量

5　黒褐色　ローム粒子微量
6　黒褐色　ローム粒子少量

7　黒褐色　ロームブロック微塵

覆土　9層からなり，レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

土層解説

1　黒　　色　ローム粒子微量
2　黒　　色　ローム粒子微量
3　黒　　色　ローム粒子微量
4　黒　　色　ロームブロック少量

5　黒褐色　ローム粒子・焼上粒子・炭化粒子微量

6　黒　　色　炭化粒ア・微量
7　黒　　色　ローム粒子少量
8　黒　　色　ローム粒子少量

9　黒褐色　ローム粒子中量

遺物出土状況　土師器片495点（杯・椀16，高杯16，柑3，蛮460），礫40点，炭化材のほか，撹乱等により混

入したとみられる縄文土器片1点，弥生土器片9点，須恵器片1点が出土している。これらの遣物は，床面直

上からの出土土器と，覆土中からの出土土器とに大別されるが，床面直上から出土した土器は少ない。覆土中・

下層から出土した土器は，全域に分布しており，投棄されたものと考えられる。図示した土器の中では北壁際

と南壁際の覆土下層出土の4片が接合した118が該当する。115～117は床面直上から出土しており，117は横位

の状態でほぼ完形のまま出土した。

所見　本跡は焼失住居であるが，床面直上出土の土器は少ないため，住居廃絶に伴って意図的に焼失させた可

能性が高い0また，焼失後に埋め戻された形跡も見られない。時期は，遺構の形態や出土土器から中期（5世

紀中葉）と考えられる。
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第5号住居跡出土遺物観察表（第55図）

番司 …‾遠… 中 幕 種 口　 径 器 可 底 径 胎　 土 色　 調 焼成 特　 徴 出上位 置 備　 考

H 5　 土 師器　　 椀 ＆8
5可　 3・1 砂粒 白色粒子 褐灰 普 通 目線端部横ナデ。体部内面ナデ。 東 部 床 面 85％　　　 P L 14

116　 土 師器　 高　 捧 17や9
17・2 i 14e9 石卦 雲母磯拉 赤褐 普 通 日録端部横ナデ。 北 部 床 面 95％　　　 P L 14

m 巨 瀾 叫 高 坪 白7。3］ 1649 恒 細 にぷい褐 普 通 口縁離臓 ナデ。捧下端部外面へラ削娠 北 部 床 面 60％

可 叫　 婆 28．1 13・7 i
誼

橙 普 通 目線端部横ナデ。体部内面ナデ。 北～南部中層 20％

第　号住居跡　第捕図）

位置　調査区廃部のC5d2区に位置し芳　北東へ緩やかに傾斜する台地縁辺部に立地している。同時期の第5号

住居跡は，南東側に隣接している。

重複関係　南東コーナー部で第7号住居跡を擦り込んでいる。

規模と形状　北東コーナー部が調査区域外となっているがタ　残存部の形状から長軸軋70m，短軸6。00mの長方

形でタ　主軸方向はN…25。一Wを指すものと考えられる。壁高は20～42cmでプ　各壁とも外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦でプ　硬化面及び壁溝は認められない。

炉　認められない。

ぽッ匪　5か所。主柱穴はPl～P4で，深さ54～70cmである。P5は深さ9cmでプ　南壁寄りの中央部に位置

しており，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

貯蔵飛　3か所確認されている。貯蔵穴Iは南東コーナー部に位置し　径は娠mほどの不整円形で，深さは66

cmである。貯蔵穴の周辺には粘土による高まりを持ちタ　覆土中にも（第7～9層）住居廃絶時に流れ込んだ粘

土ブロックが観察された。貯蔵穴2は南西コーナー部に位置し　径mcmほどの円形でプ　深さ52cmである。貯蔵

穴3ほ北西コーナー部に位置し　径開cmほどの不整円形で　深さは朋cmである。

貯蔵穴1土層解説
1　－黒　　色　ローム粒子0炭化粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子微量
3　黒　　色　炭化粒子微量
4　黒褐色　ローム粒f一微量
5　黒褐　色　ローム粒子微量

貯蔵穴2土層解説
1　黒　　色　ロームブロック微量
2　黒　　色　ローム粒子微量
3　黒　　色　ロームブロック微量
4　黒　　色　ロームブロック微量

貯蔵穴3土層解説
1　黒　　色　ローム粒子微量
2　黒　　色　ローム粒子一微量
3　黒褐色　ローム粒子微量

6　黒褐色　炭化粒子微量

7　黒褐色　ローム粒子の粘土ブロック少量

8　黒褐色　ロームブロック中量夕　粘土ブロック少量

9　黒褐色　粘土ブロック中量ブ　ロームブロック少量

5　黒　　色　ロームブロック微量

6　黒褐色　ロト∴ムブロック微量

7　褐　　色　ロームブロック微量

4　黒　　色　ローム粒子少量

5　黒褐色　ローム粒予中量

6　黒褐色　ローム粒子中量

覆豊　6層からなりラ　レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

土層解説
1　黒　　色　ローム粒子微量
2　黒　　色　ローム粒子微量
3　黒　　色　ローム粒子e炭化粒子微量

4　黒　　色　ローム粒子の炭化粒子微量

5　黒　　色　ローム粒子少量

6　黒　　色　ローム粒子少量

遺物出藍状況　土師器片431点（坪の椀63プ高杯6プ婆362㌦　石器の石製模造品5点（双孔円板4プ磨石1），鉄製

品3点（不明），鉄浮上氏　礫主点のほか，撹乱等により混入したとみられる縄文土器片1点，弥生土器片4点

が出土している。これらの遣物は，東壁付近を中心に東部床面の直上から出土しているものが多くプ119と125

は東壁際から重ねられた状態で，双孔円板Q16の17は貯蔵穴2の肩部から流れ込んだ状態で出土している。
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所見　本跡には貯蔵穴が3か所付設されているが，貯蔵穴1の周辺は粘土による高まりを持っており，貯蔵穴

2・3との用途の違いを感じさせる。また，床面から鉄製品や鉄樺が出土しているが，本跡に鍛冶工房の形跡

は確認できない。しかし，第2調査区からは，中期に比定される鍛冶工房跡が確認されており，当遺跡及び周

辺に鉄製作を手掛けるだけの勢力を持った集落が存在していたことを窺い知ることができる。時期は，遺構の

形態や出土土器から判断して中期（5世紀後菓）と考えられる。

旦26．6m

「蒔去≡＝＝丁占ア下≡＝≦⊇≡云云「
K6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5

第56図　第6号住居跡・出土遺物実測図
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第57図　第6号住居跡出土遺物実測図（1）
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第58図　第6号住居跡出土遺物実測図（2）

第6号住居跡出土遺物観察表（第56～58図）

0　　　　　　　　　　5cm

l i　　：

番号種　別器　種［1　径器　高底　径胎　土色　調焼成 特　徴 出土位置備　考

119土師器杯15．15．9－石英・雲母・赤鯉子赤禍普通
口緑端部横ナデ。内面被熱による剥乳東部床面95％　　　PL15

120土師器杯13．15．9－
長石・雲母にぷい橙普通口縁端部横ナデ。内面丁寧なナデ。南部床面100％　　　PL15

121土師器坪14．65．9 石英・長石・赤純子にぷい橙普通口縁端部横ナデ。内面ナデ。南東部床面90％

122上師器杯13．65．0－長石・雲母・砂粒赤褐普通
口縁端部横ナデ。砂粒多量に含み荒い胎土南東部床面90％

123土師器坪13．75．84．8石英・長石橙普通内面に稜。目線端部横ナデ。北東部床面50％

124土師器坪14．96．6 雲母・赤色粒子にぷい橙普通内面に稜。口縁端部横ナデ。北西部床面90％　　　PL15

125土師器椀15，77．94．3長石・雲母・砂拉橙普通口縁端部横ナデ。被熱痕。東部床面95％

126上師器上甘 （6．9）石英・長石・雲母赤褐普通休部外面剥落が激しく調整不軋覆　上　中45％

127土師器宝E14．7（24．7）雲母・砂粒にぷい褐普通蘭端部横ナデ。休部内面へラナデ。南部床面85％　　　PL15

128土師器互E （13．2）7．8長石・雲掛砂粒赤褐普通休部内面剥落顕著で調整不明。中央部床面外面煤付着40％

番号器　種長　さ幅厚　さ孔　径重　量石　質 特　　徴 出土位置備　考

Q15双孔円板2．6 3．1 0．2 0，1 3．9滑　石2孔。擦痕顕著。 西部下層 PL19

Q16双孔円板2，3 2．4 0．4 0．2 3．1滑　石2孔。擦痕顕著。 貯蔵穴L層 P1－19

Q17双孔円板2．1 2．2 0．4 0．1 3．3滑　石2孔。擦痕頭著。 貯蔵穴中層 PL19

Q18双孔円板2．2［3．3］0，4 0．1（4．2）滑　石2孔。1／3欠損。擦痕顕著。 覆　土　中 P1－19

番号器　種長　さ幅厚　さ重　畳石　質 特　　徴 出土位置備　考

Q19砥　　　　石（26．2）18．48．95，180凝灰岩炉石転用。 南東部下層

第8号住居跡（第59図）

位置　調査区東部のC5f6区に位置し，北東へ緩やかに傾斜する台地縁辺部に立地している。同時期の第5号

住居跡は西方向に隣接している。

重複関係　北コーナー部を第38号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸4．33m，短軸4．24mの方形で，主軸方向はN－30。－Wである。壁高は8～40cmで，各壁とも

外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，硬化面及び壁溝は認められない。

炉　認められない。

ピット　認められない。
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覆豊　3層からなりタ　レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説
1　黒　　色　ローム粒召数量
2　黒褐　色　ローム粒子少量
3　暗褐色　炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片52ユ点輝線椀52　高杯2恥増結婆射上甑接着製模造品　点　剣形模造品上

磯16点のほか，撹乱等により混入したとみられる縄文土器片1息　弥生土器片25点が出土している。これらの

遺物の多くはタ　覆土下層と床面を中心に全体的に散在した状態で出土している。高杯（132～134）は北西壁

付近の床面から集中して出土しており3132昏13は倒れた状態でタ　招射ま逆位で出土している。出土位置は，

本跡と同様に高杯が多く出土した第3号住居跡が南東部から集中して出土しているのに対してタ方位的に対称

的である。

所見　本跡は一一面黒色土のため調査が困難で，かなりの時間を費やしたが，炉及びピットは確認できなかった。

またプ　集中して出土した高杯の出土位置から見ると土器収納位置の規則性はあまりないと言えるのかもしれな

い。時期はタ　出土土器から中期　摘世紀中葉）　考えられる。

第鍋園　第8号住居跡実測図
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第60図　第8号住居跡出土遣物実測図

第8号住居跡出土遺物観察表（第60図）

0　　　　　　　　5cm

仁一　；　」

番号 種　 別 器　 種 口　径 器　 高 底　 径 胎　 土 色　 調 焼成 特　 徴 出土位置 備　 考

131 土師器 椀 ［15，0］ （7．4） 長石・雲掛砂粒 赤褐 普通 体部内・外面丁寧なヘラ磨き。 中央部中層 20％

132 土師器 高　 杯 17．1 13．8 12．1 長石・雲母・砂粒 赤禍 普通 口縁端部横ナデ。 北西部床面 80％　　　 P L 15

133 土師器 高　 杯 18．9 16．3 15．0 石英・長石・雲母 にぷい橙 普通 口縁端部横ナデ。雑なヘラ磨き。 北西部床面 70％　　　 P L 15

134 土師器 高　 杯 18．8 （5．6） － 石英・長石・雲母 橙 普通 「1縁舶横ナデ。坪下舶外面へラ削り胤へラ酌。北西部床面 50％

番号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 孔　 径 重　 畳 石　 質 特　　 徴 出土位置 備　 考

Q 20 剣形模造品 3．7 1．9 0，4 0．1 （3．2） 粘板岩 基部に2 fL。片面に縞を有する。擦痕顕著。 中央部下層 P L 19

④その他の住居跡

4区からは時期不明の住居跡3軒が確認された。以下，遺構番号順に記載する。

第7号住居跡（第61図）

位置　調査区東部のC5d3区に位置し，北東へ緩やかに傾斜する台地縁辺部に立地している。

重複関係　南西コーナー部を第6号住居跡に掘り込まれている。

規模と形状　北コーナー部が調査区域外となっているが，残存部の形状から，長軸（3．35）m，短軸3．24mの

方形で，主軸方向はN－370－Eを指す。壁高は4～13cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，硬化面及び壁溝は認められない。
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炉　認められない。

ピット　5か所。Pl～P4は深さが13～24cmと浅いものの，位置的に主柱穴と考えられる。P5は，南西壁

際の中央に位置しており，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　9層からなり，レンズ状に堆積していることから自然堆積と考えられる。

土層解説
1　黒　　色　ローム粒了少量

2　黒　　色　ローム粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
4　黒褐色　ローム粒子少量
5　黒　　色　ローム粒子・炭化粒子微量

6　黒褐色　ローム粒子微量
7　黒褐色　ローム粒了・少量
8　黒褐色　ロームブロック微量
9　黒褐色　ローム粒子少量

遺物出土状況　土師器片5点，弥生土器片5点が出土している。出土遺物は少なく，床面直上からは確認され

ていない。129・130は，覆土上層から出土したものである。わずかに確認された破片も断面がかなり摩耗して

おり，流れ込んだものと考えられる。

所見　住居跡に伴う遣物の出土はなく，時期は不明であるが，形状的に古墳時代前期か中期頃と想定される。

‾十一二ご二一二l二二二二・一一一・一一一二二二二二フ‾
5

第61図　第7号住居跡・出土遺物実測図
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第7号住居跡出土遣物観察表（第61図）

第13A号住居跡（第62図）

位置　調査区北東部のB2b7区に位置しタ　北東へ緩やかに傾斜する台地縁辺部に立地している。

重複関係　東部で第13B号住居跡を揺り込みタ　南部の床下を第2号地下式壕に掘り込まれている。

規模と形状　北東部が調査区域外のため，規模及び形状は不明であるがプ　コーナー壁がほぼ直角に屈曲してい

ることから長軸は00］mプ　短軸（2．00）mの方形または長方形と推定される。壁高は35cmでプ　各壁とも外傾

して立ち上がる。

床　ほぼ平坦でブ　非常に軟弱である。

炉　認められない。

ピット　認めらJしない，∴

覆土　5層からな畑　ロームブロックを少量から多義含む人為堆積と考えられる。

土層解説

1　黒褐色　ロームブロック少量

2　黒褐色　ロ…ムブロック中量

3　暗褐色　ロームブロック少量

4　黒褐色　ロームブロック中量

5　明褐色　ロ∴一ムブロック多量

遺物出土状況　遣物は出上していない、、．

所見　北東部が調査区域外にありプ　また遺物も出土していないことからタ　時期は不明である。

第犯園　第13Å⑳13B号住居跡実測図

一！l　く・′．　‥＿ノ・〕　′

位置　調査区北東部のB2b7区に位置しタ　北東へ緩やかに傾斜する台地縁辺部に立地している。

重複関係　西部を第13Å号住居跡夕　南部の壁を第2号地下式境に擦り込まれている。

規模藍形状　北部が調査区域外でありブ　西部を第13Å号住居跡に振り込まれているためク　規模及び形状は不明

であるがタ　床面が確認されたことと壁が外傾して立ち上がっていることなどから住居跡と判断した。規模及び

形状は　長軸　紬。醐　mプ　短軸　紬。測　mで　方形または長方形と推定されブ　壁高は黒服である。

床　ほぼ平坦である。

－一丁（うー、－



炉　認められない。

ピット　認柄らお吉い、

覆土　3層からなり，ロームブロックを含みブロック状に堆積していることからブ　人為堆積と考えられる。

土層解説

1　褐　　色　ロームブロック中量

2　暗褐色　ロームブロック少量

3　明　褐色　ローム粒ゴアふ少量

遺物出土状況　遣物は出上してい加、、、、

所見　遣存部分が少ないこととプ　遺物が出土していないことから時期は不明である。

は）地下式場

第頂考地帯或壌（第63図）

位置　調査区西部のB2C6区に位置し，主軸方向はN－閥。⊥Wを指している。第2号地下式境が北東側に隣

接している。

Q25

1

i

…77…

第63図　第1号地下式墳実測図



竪坑　上面は長軸1・19m，短軸0・40mの楕円形で，漏斗状に狭くなっている。確認面からの深さは1．40mで，

主室の底面より44cm高く，底面は主室に向かって傾斜している。

主室　平面形は長軸5・00m，短軸3・40mのT字形で，確認面からの深さは2．40mである。主室の天井部は完全

に崩落している。底面は平坦で，壁はほぼ直立して立ち上がり，主室の横断面形は，かまぼこ状を呈している。

覆土16層からなり，第9・14・15層は，ロームブロックを主体としており，天井部が崩落した土層と考えら

れ，第4・5層は天井部崩落後埋め戻された層である。第1～3層は，レンズ状に堆積しており，埋土した後

の窪みに自然堆積した層と考えられる。

土層解説
1　黒褐色
2　褐　　色

3　褐　　色

4　黒褐色
5　明　褐色
6　褐　　色

7　黒褐色
8　明褐色

ローム粒子少量

ローム粒子・礫中量
ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ーム粒子中量

－ムブロック少量

－ムブロック多量

－ム粒子中量

－ムブロック少量

－ム粒子多量

9　暗褐色
10　明褐色
11明　褐色
12　黒褐色

13　暗褐　色
14　褐　　色
15　黒褐　色
16　暗褐色

礫多量，ローム粒了・少量

ローム粒子多量

ローム粒子多量

ロームブロック少量

ローム粒子中量

ローム粒了ヰ量

ロームブロック少量

ロームブロック中量

遺物出土状況　土師質土器片62点（内耳鍋60，灯明皿2），陶器片3点（嚢）のほか，混入した縄文土器片10

点，石製模造品1点（双孔円板）が出土している。土師質土器の内耳鍋（150）は，覆土中層から下層にかけ

て出土した土器片が接合したものである。また，天井部崩落後，埋め戻された第5層から大量の礫が出土して

いる。

所見　確認された6基の地下式墳の中で4基が30m四方の範囲から確認されているが，その中で本跡の形状だ

けがT字形の主室になっており他と大きく異なっている。時期は，遺構の形態や出土土器から判断して，15

世紀後半頃と思われる。

く2才149
－－－－－　　　‾‾　　「
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第64図　第1号地下式墳出土遣物実測図
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第1号地下式墳出土遺物観察表（第64図）

番 号 種　 別 若　 様 ［ノーAJ 径 極 高 底　 径 胎　 土 色　 調 焼 成 特　 徴 出 土 位 置 備　 考

14 9 土師質土器 皿 仕 6月　 2・4 3．5 雲 母 ・砂 粒 にぷい榎 普 通 休部か 外面ロ　 ロナデ 底部回転糸切り 覆　 土　 中 内面油煙付巌 25％

150 土師質土器 内 耳 鍋 ［33・7中 6・3）
… 掃 討 凍組 子 にぷい橙 普 通 口縁 部 内 や外 面 横 ナ デ 。 中央 部 下 層 外面煤付着二　 錫

番 号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 孔　 径 ‡車　 量 石　 質 特　　 徴 出 土位 置 備　 考

Q 2 4 双孔円板 乞 6 2．9 私 4 0．2 5．4 滑　 石 2 孔 。 擦 痕 顕 著。 覆　 土　 中 P L 19

番 号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重 郵 石 質 特　　 徴 出 土 位 置 備　 考

Q 2 5 磨　 着 12．8 8．9 4．7 6 5日 安 山 岩 表 裏 面 に 四 痕 。つ 覆 土 上 層

第2号地帯義旗（第65図）

位置　調査区西部のB2C7区に位置し，主軸方向はN…790－Wを指している。第1号地下式境が南西方向に

隣接している。

重複関係　主室が第13A啓B号住居跡の床下を掘り込んでいる。

竪坑　上面は長軸2。82m，短軸2。35mの楕円形で，漏斗状に狭くなっている。確認面からの深さは2の42mで，

中位に2つの段を持ち，主室に向かって傾斜している。

童室　平面形は長軸6。70勒　短軸1言5mの長方形で，確認面から底面までの深さは3。65mである。底面は平坦

で，壁はほぼ直立して立ち上がり，主室の横断面形は，かまぼこ状を呈している。遣存状態は良好で，主室の

天井部はほぼ完全に残りプ　またプ　主室東部の壁面からは，整形の際にできた三日月状の工具痕が確認されてい

る。

覆土　9層からなり，第5～9層は竪坑を閉塞した層と考えられプ　第ユ～4層はレンズ状に堆積しておりプ　自

然堆積層と考えられる。また主室の中央部には，竪坑部閉塞に伴って流入した士が堆積している。

土層解説
1　黒褐　色
2　黒褐色
3　黒褐色
4　暗褐色

5　暗褐色
6　暗褐色
7　明　褐色

ローム粒fh少量

lトー∴粒J′一・頼′い量

ローム粒子少量

ローム粒子少量，礫微量

礫多量，ロームブロック少量

ロームブロック中畳，礫の砂粒少量

ローム粒子多量

8　褐　　色　ロームブロック中量
9　暗褐色　礫多量

遺物出立状況　土師質土器片2点（内耳鍋）ブ　陶器片4点（餐），混入したとみられる弥生土器片5息　礫5点

が出土している。常滑の寮片（150　は　竪坑の覆土中層から出土しており，埋め戻した土に混入していたも

のと考えられる。

所見　時期はタ　遺構の形態や出土土器から判断して，15世紀後半頃と思われる。本跡は遣存状態が良好で，竪

坑から主室へ土が流入していく様子や，壁面の工具痕跡などを確認することができた。

第2号地下式墳出土遣物観察表（第65図）

番号 種　 別 器　 穫 口　 径 極 高 底　 径 胎　 土 色　 調 焼成 特　 徴 出土位置 ！　 備 考

151 陶　 器 婆 ［3640］恒 ・3）
－

i長石。石英 灰 普 通 口縁部の断面はN 字状を呈する、、中央部中層 匝 滑系C′5％ P I－15
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第65図　第2号地下式墳・出土遺物実測図
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第3号地帯戎壊（第捕図）

位置　調査区西部のB3gl区に位置しき　主軸方向はN一一一路8　－Wを指している。

竪坑　上面は長軸1。20mラ　短軸0。88mの楕円形でタ　漏斗状に狭くなっている。確認面からの深さは1。02mでラ

主室の底面より32cm高上　主室との境は急激に落ち込んでいる。

主豊　平面形は長軸。鵬m　短軸。鵬mの隅丸長方形で，確認面から底面までの深さは1。55mである。主室の

天井部はタ　完全に崩落している。底面は平坦で，壁は直立して立ち上がりタ　主室の横断面形は，かまぼこ状を

呈している。

遺物出藍状況　遺構機能時に伴う遺物は検出されなかったが，混入したとみられる縄文土器片1点夕　弥生土器

片は点ブ　須恵器片I点夕　土師器片3点が出土している。

所見　検出された遺物が天井部崩落後のものでブ　明確な時期は不明であるが，遺構の形態や当遺跡の地下式墳

の時期から判断して，これら地下式境と同時期の15世紀後半頃の可能性が考えられる。

∴ノ

第66図　第3号地下式場実測図

隼
選言 2m
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第砲塔地謡戎壊（第67図）

位置　調査区西部のB2a2区に位置し　主軸方向はN…ほしノーWを指している。第5号地下式境が南西方向に

隣接している。

重複関係　竪坑で第拍号土坑を掘り込んでいる。

竪坑　目前は長軸1．（油11，触柚1．は‖1の楕円廿十で，満斗状に狭くな／：．）ていな　確認面からの深さは1．0（‾）n了亡，

底面は主室に向かってスロープ状に傾斜している。

室室　平面形は長軸。粥m　短軸。渕mの隅丸長方形でタ　確認面から底面までの深さは2。08mである。主室の

天井部はタ　奥壁の一部がわずかに遣存しているが，その他は完全に崩落している。底面は平坦で，壁はほぼ直

立して立ちとが畑　主室の横断面形は，かまぼこ状を呈している。

覆土　21層からなる、∴第t）・1（ト12el（う・18・1油汗L　トームプロ、ソクを日本とした，天井部の崩落日再で，

第1～7層は重なり合うような堆積状況から，埋め戻された層と考えられる。第21層は堅坑から主室に向かっ

て流れ込むような堆積状況を示している。

ー81…



土層解説
1　明褐色
2　黒褐色

3　黒褐色
4　暗褐色
5　暗褐色
6　暗褐色

7　黒褐色
8　褐　　色

9　明褐色
10　明褐色

11暗褐色

ロームブロック多量

ロームブロック中量

ロームブロック少量
ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ームブロック中量

－ムブロック中量

－ムブロック少量

－ムブロック少量

－ム粒子中量
ーム

ーム
ブロック多量

ブロック多量
ーム粒子少量

12　明褐色
13　黒褐色
14　暗褐　色
15　暗褐色
16　明褐色
17　黒褐色

18　明褐色
19　明褐色
20　明褐色
21黒褐色

ロームブロック多量

ロームブロック少量
ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ーム粒子少量

－ムブロック中量

－ムブロック多量

－ムブロック少量

－ムブロック多量

－ムブロック多量

－ム粒子多量

ブロック少量

遺物出土状況　土師質土器片10点（内耳鍋），陶器片2点（襲），土製晶1点（羽口），馬歯，混入したとみら

れる土師器片3息鉄棒1点が出土している。163・DP3・馬歯は主室の覆土中層から出土しており，天井

部崩落後，投棄されたものと考えられる。内耳鍋（164）は，本跡と第5号地下式墳双方の覆土上層から出土

した破片が接合している。また，第5号地下式墳同様，本跡からも羽口や鉄洋が出土している。

所見　本跡と第5号地下式墳の覆土上層から出土した破片が接合関係にあり，また，双方の地下式境の出土遣

物に羽口や鉄澤が含まれていることなどを考えると，本跡の天井部が崩落した後，同時に投棄された可能性が

ある。時期は，遺構の形態や出土土器から判断して，15世紀後半頃と考えられる。

164
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第67図　第4号地下式墳・出土遺物実測図
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第68図　第4号地下式墳出土遣物実測図

第4号地下式墳出土遣物観察表（第67・68図）

二二＝
0　　　　　　　　　　　　10cm

ト－・一一十　・ll一一一」

番号種　 別 器　種 「1　径 器　高 底　径 胎　上 色　調 焼成 特　徴 出上位置 備　考

163 土師質土器内耳鍋 33．1 17．1 ［16．7］石英・長石・雲母 橙 普通 口縁部内・外面横ナデ。 東部中層外面煤付嵐80％P L17

164 土師質土器内耳鍋 ［35．4］（8．1） 長石・雲母 にぷい橙普通 口縁部内・外面横ナデ。 北西部上層外面煤付農5％

番　号 器　種 長　さ 外　径 内　径 重　量 材　質 特　徴 出土位置 備　考

D P 3 羽　 目 （10．2） ［6．6］ ［2．5］ （159）土　製 先端部に鉄渾融着。 西部中層

第5号地下式墳（第69図）

位置　調査区西部のB2al区に位置し，主軸方向はN－1480－Wを指している。第4号地下式境が北東方向に

隣接している。

重複関係　主室部が第133号土坑，竪坑が第178号土坑を振り込んでいる。

竪坑　上面は長軸1．25m，短軸1．14mの楕円形を呈している。確認面からの深さは1．48mで，主室の底面より

20cm高く，底面は主室に向かって傾斜している。

主室　平面形は長軸3．30m，短軸1．95mの長方形で，確認面から底面までの深さは1．80mである。主室の天井

部は，奥壁の一部がわずかに遺存しているが，その他は完全に崩落している。底面は平坦で，壁はほぼ直立し

て立ち上がり，主室の横断面形は，かまぼこ状を呈している。

覆土17層からなり，第7・11・14・15層は，ロームブロックを主体とした層で，天井部が崩落したものであ

る。また，第1～6，8～10層は天井部崩落後に埋め戻された層である。さらに第17層は堅坑から主室に向かっ

て流れ込んだ層と考えられる。

土層解説
1　黒褐色　ロームブロック・砂粒少量
2　黒褐色　ロームブロック・砂粒少量
3　黒褐色　ロームブロック少量

4　暗褐色　ローム粒子中量
5　暗褐色　ローム粒子中量
6　褐　　色　ロームブロック中量
7　明褐色　ロームブロック多量

8　暗褐色　ローム粒了ヰ量
9　暗褐色　ローム粒了ヰ量

10　黒褐色

11明褐色
12　黒褐色
13　黒褐色
14　明　褐色
15　明褐色

16　黒褐色
17　暗褐色

ローム粒子少量

ロームブロック多量

ローム粒子少量

ロームブロック少量

ロームブロック少量
ロ

ロ

ロ

ームブロック多量

－ムブロック少量

－ム粒子中量



遺物出土状況　土師質土器片407点（内耳鍋），陶器片3点（嚢），土製晶34点（羽口），鉄梓10点のほか，混入

したとみられる縄文土器片1点，弥生土器片9点，須恵器片1点が田上している。内耳鍋（165）は，主室の

覆土中層から下層にかけて出土した土器片が接合したものである。166～168もほぼ同様の出土状況にあり，廃

棄の段階で投棄されたと考えられる。

所見　投棄された羽口は34点にも及び，鉄澤も多く確認され，周辺に鉄製作跡が存在している可能性がある。

隣接する第4号地下式墳からも羽口と鉄樺は出土しているが，その他の鍛冶工具類は確認されていないため，

継続的に投棄したのではなく，一括して投棄された可能性が考えられる。時期は，遺構の形態や出土土器から，

第4号地下式墳と同時期の15世紀後半頃と考えられる。

‾・●

＿　　′

第69図　第5号地下式墳・出土遺物実測図
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第70図　第5号地下式墳出土遺物実測図

第5号地下式墳出土遺物観察表（第69・70図）

0　　　　　　　10cm

ヒ＿－　；　一一」

0　　　　　　　　　　　　10cm

J l　　　！

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　土色　調焼成 特　徴 出土位置備　考

165土師質土器内耳鍋33．0（16．5）－雲母・砂粒にぷい橙普通口縁部内・外面横ナデ。中央部下層外面煤付嵐70％PL17

166土師質土器内耳鍋［33．5］16．4［15．0］石英・雲母・砂粒にぷい橙普通日録部内・外面横ナデ。中央部中層外面煤付着15％

167土師質上器内耳鍋［33．0］（7．4）石英・長石・雲母赤　褐普通口縁部内・外面横ナデ。覆　土　中外面煤付嵐10％

168上師質土器内耳鍋［36．6］（11．7）石英・長石・雲母にぷい橙普通口縁部内・外面横ナデ。中央部中層外面煤付着。10％

番　号器　種長　さ外　径内　径重　量材　質 特　徴 出土位置備　考

DP4羽　口（9．3）［7．2］［3．0］（243）土　製先端部に鉄樺融着。 中央部中層

I）P5羽　口（4，6）［10．9］3．0（313）土　製先端部に鉄渾融着。 覆　土　中

DP6羽　目（6．6）［9．2］［3．2］（201）土　製先端部に鉄棒融着。 覆　土　中 PL20

第6号地下式墟（第71図）

位置　調査区西部のC3b7区に位置し，主軸方向はN－16DrEを指している。

竪坑　上面は長軸0．47m，短軸0．50mの楕円形を呈している。確認面からの深さは0．90mで，主室の底面より

－85一



60cm高く，主室との境は急激に落ち込んでいる。

主室　平面形は長軸4．20m，短軸0．95mの長方形で，確認面から底面までの深さは1．44mである。主室の天井

部は，完全に崩落している。底面は平坦で，壁は直立して立ち上がり，主室の横断面形は，かまぼこ状を呈し

ている。

覆土12層からなり，第2～4層は，ロームブロックを主体とした土層で，天井部が崩落した層である。第1

層は天井部崩落後に埋め戻された層で，第5～12層は堅坑から主室に向かって流れ込んだ層である。

土層解説
1　黒褐色
2　褐　　色

3　褐　　色

4　褐　　色

5　黒褐色
6　黒褐色

ローム粒了少量

ロームブロック中量

ロームブロック中畳

ロームブロック中量

ローム粒了ヰ畳

ローム粒子少量

7　黒褐色
8　暗褐色
9　黒褐色
10　黒褐色
11黒褐色

12　暗褐色

ロームブロック少量

ロームブロック少量

ローム粒子少量

ローム粒子少量

ローム粒子中量

ローム粒子中量

遺物出土状況　陶器片1点（嚢）のみが覆土中から出土している。

所見　主軸方向にやや違いが見られるが，本跡を取り囲むように第16号溝が巡っており，注目される。しかし，

溝の両端は調査区域外に延びるため詳細は不明である。時期は，遺構の形態や出土土器から判断して，15世紀

後半頃と考えられる。

第71園　第6号地下式墳・出上遣物実測図
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第6号地下式墳出土遣物観察表（第71図）

番 号 種　 別 器　 種 H　 径 器　 高 底　 径 胎　 土 色　 調 焼 成 特　 徴 出 土位 置 備　 考

17 2 陶　 器 餐 ［40 ．0 ］ （15 ．8 ） － 長 石 黄 灰 褐 普 通 口縁部 縁帯 は幅 広 く，ほ ぼ密着。 覆　 土　 中 常 滑 系。，5％

（3）集石遺構

第1号集石遺構（第72図）

位置　調査区東部のC6i4区に位置し，北東へ緩やかに傾斜する台地縁辺部に立地している。北東側に第3号

集石遺構が隣接している。

規模と形状　長径1．18m，短径1．06mの楕円形で，深さ30cmである。底面は皿状を呈し，壁は緩やかに立ち上

がり，礫は長径0．90m，短径0．64mの楕円形状に広がっている。

覆土　4層からなり，礫の出土状況から人為堆積である。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　炭化粒子少量，ローム粒子・炭化物微量

3　暗褐色　ロームブロック少量
4　暗褐色　ロームブロック少量

遺物出土状況　礫，縄文土器片1点が出土している。ほとんどが砂岩と凝灰岩で，破砕礫は少なく，転石状の

円礫が主体となっている。これらの礫は覆土上層から中層にかけて集中して出土している。

所見　これらの礫は段丘礫層に含まれているもので，時期は，本区に15世紀に比定される集石遺構があり，本

跡もその集石遺構とほぼ同規模であることなどから，15世紀後半頃の時期が考えられる。

⑥　　十馴1m

第72図　第1号集石遺構実測図
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第2号集石遺構（第73図）

位置　調査区東部のC6h5区に位置し，北東へ緩やかに傾斜する台地縁辺部に立地している。南東側に第3号

集石遺構が隣接している。

重複関係　第2・4号溝跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長径1．10m，短径0．62mの楕円形で，深さ36cmである。底面は皿状を呈し，壁は緩やかに立ち上

がる。礫は長径0．82m，短径0．66mの楕円形に広がり，底面まで密に重なる。

ー87－



覆土　8層からなり，礫の出土状況から人為堆積である。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子微量
2　褐　　色　ローム粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子微量
4　暗褐色　ローム粒了・少量

5　暗褐色　ローム粒了・少量
6　黒褐色　ロームブロック少量，粘土粒子微量

7　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
8　褐　　色　ローム粒子LP量

遺物出土状況　礫のみで，土器等の遣物は出土していない。ほとんどが砂岩と凝灰岩であり，破砕礫は少なく，

転石状の円礫が主体となっている。

所見　礫の出土状況から，人為的に集められた可能性が高い。時期及び性格は不明であるが，本区の集石遺構

には15世紀に比定されるものがあり，また本跡も他の集石遺構とほぼ同規模であることから，15世紀後半頃の

可能性が考えられる。

第73図　第2号集石遺構実測図
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第3号集石遺構（第74図）

位置　調査区東部，C6g6区に位置し，北東へ緩やかに傾斜する台地縁辺部に立地している。第2号集石遺構

が南西側に隣接している。

重複関係　西部で第1号溝跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長径1．72m，短径1．05mの楕円形で，深さ54cmである。底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がる。

礫は長径3．25m，短径2．72mの楕円形に広がり，底面まで密に重なる。

覆土14層からなる。土坑内に礫が密集し，確認された多数の礫は，集められたものであり，人為堆積と考え

られる。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子微量
4　褐　　色　ローム粒子少量
5　暗褐色　ローム粒子少量
6　褐　　色　ローム粒了ヰ量
7　暗褐色　ローム粒子微量

8　褐　　色

9　暗褐色

10　褐　　色
11暗褐色
12　褐　　色
13　黒褐色
14　褐　　色

ローム粒子少量
ローム粒子・炭化粒子微量

ローム粒子中畳
ローム粒子微量
ロ

ロ

ロ

ーム粒子多量
－ム粒子微量

－ム粒了・微量

遺物出土状況　礫のみ確認され，土器等の遺物は出土していない。ほとんどが砂岩と凝灰岩で，一部チャート

が混じる。破砕礫は少なく，転石状の円礫が主体となっている。

所見　礫の出土状況から，人為的に集められた可能性が高い。時期及び性格は不明であるが，本区の調査例か

ら，15世紀後半頃の可能性が考えられる。
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第74図　第3号集石遺構実測図
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第4号集石遺構（第75図）

位置　調査区南部のB2b3区に位置し，北東へ緩やかに傾斜する台地縁辺部に立地している。第4号地下式墳

が北西側，第5号地下式境が南西側に隣接している。

第75図　第4号集石遺構・出土遺物実測図
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規模と形状　礫は長径3．15m，短径2．56mの楕円形に広がり，礫の下に掘り込みは認められない。

遺物出土状況　礫，土師質土器片11点（内耳鍋10，揺鉢1），須恵器片2点が出土している。ほとんどが砂岩

と凝灰岩である。破砕礫は少なく，転石状の円礫が主体となっている。

所見　礫の出土状況から，人為的に集められたものであるが，性格は不明である。時期は内耳鍋から判断して，

15世紀後半頃と考えられる。

第4号集石造構出土遺物観察表（第75図）

番　 号 種　 別 器　 種 高　 さ 胎　 士 色　 調 焼成 器 形 及　 び 文 様　 の 特 徴 出土位置 備　 考

T P 13 須 恵 器 褒 （6．2） 石英・長石・雲母 灰 普通 休部外面平行 叩きr，内面当て具痕。 西部覆上中 P L 18

第5号集石遺構（第76図）

位置　調査区中央部のB3h4区に位置し，北東へ緩やかに傾斜する台地縁辺部に立地している。

規模と形状　礫は長径6．5m，短径3．65mの楕円形に広がり，礫の下に掘り込みはみられない。

遺物出土状況　礫，土師質土器片196点（内耳鍋），弥生土器片1点が出土している。内耳鍋は礫と一緒に出土

しており，遺構全体に散在していた。ほとんどが砂岩と凝灰岩である。破砕礫は少なく，転石状の円礫が主体

となっている。

所見　礫及び内耳鍋の出土状況から，人為的に集められたものであるが，性格は不明である。時期は，内耳

鍋から判断して15世紀後半頃と考えられる。

第76図　第5号集石遺構実測図
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第77図　第5号集石遺構出土遺物実測図

第5号集石遺構出土遣物観察表（第77図）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　 土 色　 調 焼 成 特　 徴 出 土位 置 備　 考

17 4 上師質土器 内 耳 鍋 － （6．9） － 石英・雲母・赤組 子 にぷい燈 普 通 口縁 部 内 ・外 面 横 ナ デ。 西 部覆 土 中 外 面煤 付着 。 5％

17 5 土師質土器 内 耳 鍋 （7．2） 雲 杜 ・砂 粒 にぷい橙 普 通 ロ縁 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 西部 覆 土 中 外 面 煤 付着 。10％

184 土師質土器 内 耳 鍋 ［38．6］ （1 3．7） 長 石 にぷい橙 普 通 口縁 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 南部 覆 土 中 外 面 煤 付 着 。10％

番　 号・ 種　 別 器　 稚 高　 さ 胎　 土 色　 調 焼 成 器 形 及 び 文 様 の 特 徴 出 土位 置 備　 考

rr P l4 弥生土器 広 口壷 （2．5） 石卦 雲母・砂粒 にぷい褐 普通 櫛剛夫工具 （3本）により縦に区画され，区画内には波状文が施文 覆　 土　 中 P L 18

T P 15 弥生土器 広 口壷 （6．5） 石英・雲母・砂粒 にぷい褐 普 通 櫛歯状工具 （3本）により縦に区画され，区画内には波状文が施丈 覆　 土　 中 P L 18

第6号集石遺構（第78図）

位置　調査区南部のB2f8区に位置し，北東へ緩

やかに傾斜する台地縁辺部に立地している。

規模と形状　礫は長径1．18m，短径0．84mの楕円

形に広がり，礫の下に振り込みは認められない。

覆土　暗褐色土の単一層である。

土層解説

1　暗褐色　ローム粒子微貴

遺物出土状況　礫のみで，土器等の遺物は確認さ

れていない。礫は，ほとんどが砂岩と凝灰岩であ

る。破砕礫は少なく，転石状の円礫が主体となっ

ている。
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第78図　第6号集石遺構実測図
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所見　礫の出土状況から，人為的に集められたものであり，性格は不明である。本区の調査例から，15世紀後

半頃と考えられる。
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第79図　第7号集石遺構実測図

第7号集石遺構（第79図）

位置　調査区中央部のC4Cl区に位置し，北東へ

緩やかに傾斜する台地縁辺部に立地している。

規模と形状　礫は長径3．80m，短径1．32mの楕円

形状に広がっているが，礫の下に掘り込みは認め

られない。

遺物出土状況　礫のみで，土器等の遣物は確認さ

れていない。礫はほとんどが砂岩と凝灰岩である。

破砕礫は少なく，転石状の円礫が主体となってい

る。

所見　本区からは10基の集石遺構が検出されてい

るが，礫の下の掘り込みが認められるものとそう

でないものとに分けられる。礫の出土状況から，

いずれも人為的に集められたものではあるが，性

格は不明である。本区の調査例から，15世紀後半

頃と考えられる。

第8号集石遺構（第80図）

位置　調査区東部のC5d4区に位置し，北東へ緩やかに傾斜する台地縁辺部に立地している。

第80図　第8号集石遺構実測図
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規模と形状　長径2．24m，短径1．20mの楕円形で，深さ42cmである。底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がる。

礫は長径2．26m，短径1．20mの楕円形に広がり，底面まで密に重なっていた。

覆土　粘性がある暗褐色土の単一層である。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子少量

遺物出土状況　礫，土師質土器片73点（内耳鍋），陶器片2点が出土している。

内耳鍋は多数の礫とともに広範囲に散在して出土しており，投棄されたもの

と考えられる。礫は，砂岩と凝灰岩である。破砕礫は少なく，転石状の円礫

が主体となっている。

所見　礫及び内耳鍋の出土状況から，人為的に集められたものであるが，性

格は不明である。時期は，内耳鍋から判断して，15世紀後半頃と考えられる。

第8号集石遺構出土遣物観察表（第81図）

夢。呼1ニm
L＿＿＿；！

第81図　第8号集石遺構
出土遣物実測図

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　 土 色　 調 焼 成 特　 徴 出 土 位 置 備　 考

18 5 土師質土器 内 耳鍋 － （5．2） 雲 母 ・砂 粒 にぷい橙 普 通 目線 部 内 ・外 面横 ナ デ。 覆　 土　 中 外 面 煤 付 着 。5％

第9号集石遺構（第82図）

位置　調査区中央部のC4e5区に位置し，北東へ緩やかに傾斜する台地縁辺部に立地している。南東側には第

10号集石遺構が隣接している。

規模と形状　長径2．08m，短径0．96mの楕円形で，深さ40cmである。底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がる。

礫は長径2．40m，短径1．48mの楕円形に広がり，底面まで密に重なっていた。

第82図　第9号集石遺構実測図
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覆土　暗褐色土の単一層である。

土層解説

1　暗褐色　ローム粒7・少量

遺物出土状況　土器等の遣物は確認されていない。破砕礫は少なく，転石状の円礫が主体となっている。ほと

んどが砂岩と安山岩である。

所見　土坑の外側にも礫が確認されたことから，本来，礫は山のように堆積していたと推測される。礫の出土

状況から，人為的に集められたものである。性格は不明であるが，時期は内耳鍋からみて15世紀後半頃と考え

られる。

第10号集石遺構（第83図）

位置　調査区中央部のC4e5区に位置し，北東へ緩やかに傾斜する台地縁辺部に立地している。北西側には第

9号集石遺構が隣接している。

規模と形状　長径1．50m，短径0．96mの楕円形で，深さ42cmである。底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がる。

⑥、

七4。6＿Wlm

A＼

第83図　第10号集石遺構実測図
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礫は長径1．00m，短径0．60mの楕円形に広

がり，底面まで密に重なっている。

覆土　暗褐色土の単一層である。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子少量

遺物出土状況　礫のみで，土器等の遺物は

確認されていない。礫はほとんどが砂岩と

安山岩である。

所見　礫の出土状況から，人為的に集めら

れたものである。性格は不明である。時期

は，本区の調査例から15世紀後半頃と考え

られる。

（4）溝跡

今回の調査で，23条の溝が確認された。ほとんどの溝は覆土が薄く出土遣物も少ないことから，性格や時期

を判断することはほとんどできない。それらのうち，時期が比定できる溝については記述し，それ以外は一覧

表で掲載する。また，配置や全体の形状については遺構全体図に掲載する。

第13号溝跡（第84図・付図）

位置　調査区中央部のB3h7～C3b6区に位置する。

重複関係　北部で第14号溝跡を，南部で第16号溝跡を振り込んでいる。

規模と形状　C3b6区から北西方向（NrlOO－W）にほぼ直線的に延びて，B3i6区でくの字状に屈曲し，

さらに調査区域外まで直線的に延びる。確認できた長さは20．2mで，断面形は弧状または逆台形を呈し，上

幅0．38～0．60m，下幅0．15～0．45mである。
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覆土　3層からなり，レンズ状に堆積した自然堆積である。

土層解説

1　黒　　色　ローム粒子0砂粒微量

2　黒褐色　ローム粒子一少量

3　褐　　色　ロームブロック少量

遺物出立状況　土師質土器片9点（内耳鍋），磁器片，弥生土器片主点（広

口壷），土師器片1点（餐），須恵器片1点（婆）が出土している。

所見　出土遣物は，ほとんどが流れ込みで混入したものと思われ，明確な時

期判断はできないが，中世に比定される第16号溝を掘り込んでいることから，

同時期かそれ以降と考えられる。性格は不明であるが，およそ18mの間隔を

開けて第19号溝跡が併行しており，双方の関連も想定されるが明確ではない。

週32．2m　　1
、、＼一㌧－∴ヽ一一＼、＿ご＿ノ／r

旦

‾‾＼了だ、シーー＼了一‥－

0　　　　　　1m

L二二二二二一二1

第鍼図　第13号構跡土層

断面図

第柑号溝跡（第85図◎付図）

位置　調査区中央部のC3b6～C3dO区に位置する。

重複関係　東部で第21号溝眺　西部で第160号士坑を掘り込み，さらに西部を第13号溝跡と第153号士坑に掘り

込まれている。

規模と形状　両端が調査区域外に延びているため全体の形状は把握できないがプ　調査区内ではコの字状を呈し

ている。北東に延びる中央部の長さはは2恥　両端部の長さは西側が5。5m，東側が4．0mで，全長は約24。7m

である。

上幅0．40～0。76mブ　下幅私24～徽44m，深さ10cmで，断面形は逆台形を呈する。

覆土　2層からなりタ　レンズ状に堆積した自然堆積である。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子少量

2　褐　　色　ローム粒子微量

遺物出土状況　土師質土器片18点（内耳鍋）プ　陶器片7点（賓），弥生土器片

2点（広口壷）プ　土師器片6点（襲3◎高捧3）が出土している。接合関係は

ないものの，底面から常滑の婆の体部片が4点出土しているが，同一一個体で

あることから投棄されたものと考えられ，内耳鍋も同様である。その他の遣

物は，いずれも流れ込んだものと思われる。

旦32．2m

－．‾‾‾＼己－J一乙己一／∠S言‾ノ
2

温32．0m
．‾‾‾、‾1‾‾二二二‾ス

2

0　　　　　　1m

』ふユニ』

第85図　第16号構跡士層
断面図

所見　形状がコの字状を呈することからタ　区画を目的としたものと考えられ

るが，調査区域外にも延びるためタ　その区画対象については不明である。しかし，コの字状の溝の内側から15

世紀中頃に比定される第6号地下式壕が1基確認されておりタ　本跡との関連も考えられる。また本跡の機能時

期は，底面から出土した常滑の嚢片及び土師質土器片などから判断すると，大きく中世後半の範囲内と想定さ

れる。

S D－1土層解説（E）
1　暗褐色　ローム粒了少量

S D－2土層解説（E）
1　黒褐色　ローム粒子少量

2　暗褐色　ロームブロック少量

SD－3土層解説（E）
1　黒褐色　ローム粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック少量

S D－4土層解説（E）

1　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子少量
3　暗褐色　ロームブロック少量
4　褐　　色　ローム粒子少量

S D－5土層解説（E）
1　黒褐色　ローム粒子の炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子の炭化粒子微量
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土層解説（E）S D－6二

1　黒褐
2　暗褐
3　暗褐
4　黒褐
5　暗褐

色

色

色

色

色

ーム粒子微量
ローム粒子・炭化粒子微量
ローム粒了‥炭化粒子微量
ローム粒子・炭化粒子微量
ローム粒子少量

SD－7土層解説（E）
1　黒褐色　ロ
2　暗褐色　ロ

3　褐　　色　ロ

4　黒褐色　ロ

5　暗褐色　ロ
6　暗褐色　ロ
7　黒褐色　ロ

ーム粒f一微量
－ム粒子微量
－ム粒子中量

－ム粒子少量，炭化粒子微量
－ム粒子・炭化粒子微量
－ム粒子少量，炭化粒子微量
－ム粒子少量，炭化粒子微量

SD－8土居解説（E）
1　暗褐色　ローム粒了少量

SD－9土居解説（E）
1　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子少量
3　褐　　色　ローム粒子少量

SD－10土層解説（F）

1　黒褐色　砂粒少量，ロームブロック微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，砂粒微量
3　明褐色　ローム粒r・多量

SD一日土層解説（G）
1　黒褐色　ローム粒子中量，砂粒少量
2　黒褐色　ローム粒子少環

SD－12土層解説（H）

1　黒褐色　ロームブロック中量

SD－14土層解説（I．J）
l　暗褐色　ロームブロック・炭化材少量

2　暗褐色　ロームブロック少量
3　褐　　色　ローム粒子中量
4　褐　　色　ロームブロック中量

SD－15土層解説（K）
1　黒　　色　ロームブロック少量，砂粒微量

SD－17土層解説（P）
1　黒褐色　ローム粒了少量

2　黒褐色　砂粒中量，ローム粒子少量

SD－18土層解説（N）
1　黒　　色　ローム粒子・砂粒微塵
2　黒褐色　ローム粒子少量

3　褐　　色　ローム粒子中量

SD－19土居解説（L）
1暗褐色　ロームブロック少量，砂粒微量

2　褐　　色　ロームブロック中量
3　褐　　色　ローム粒子中量
4　暗褐色　ローム粒子少量
5　暗褐色　ローム粒子少量
6　褐　　色　ローム粒子ヰ量

SD－20土層解説（○）
1　黒褐色　ローム粒子少畳
2　褐　　色　ローム粒子中量

3　暗褐色　ローム粒子・砂粒少量

SD－21土層解説（M）
1　黒褐色　ローム粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子少量

3　明褐色　ローム粒子多量

SD－22土層解説（Q）
1　黒褐色　ローム粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子中量
3　明褐色　ローム粒子多量

SD－23土層解説（I）
1　暗褐色　ローム粒了少量

2　褐　　色　ローム粒子中量

旦32．6m　　一　旦32．6m
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第86図　第1～12・14・15・17～23号溝跡土層断面・出土遺物実測図
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第6号溝跡出土遣物観察表（第86図）

番号 銭 名 ！ 径 初鋳 ゆ鋳 造年 出土位 置 備　 考

M 24
・3 恒 ・1 0・7 日 ・7 北　 宋 恒 23 年 覆　 土　 中

（5）遺物包含層

第頂常道物包含層（第87図啓付図）

位置　調査区中央部のB2d8区O B2h9区◎B3痛区の範囲。

重複関係　第3号地下式墳及び第12　砂招　魯摘号土坑に抱　込まれている。

規模と形状　調査区の中央部から北部にかけて黒色士が堆積しぎ区域中央部に東西約10mブ南北約6mにわたっ

て土師質土器片の分布がみられる。

覆土　南北方向にサブトレンチを入れ学　士層観察を行った。第1⑳2◎複層が黒く堆積した層である。

土層解説

i　暗褐色　ローム粒子－6砂粒微量

2　暗褐色　ローム粒子微農

3　明褐色　ロームブロック微量

4　黒褐色　ローム粒デか微量

5　明褐色　ロームブロック微量
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第那園　第1号遣物包含層実測図
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遺物出土状況　土師質土器片127点（内耳鍋），陶器片2点（賓），縄文土器片15息　弥生土器片8点，土師器

片3息礫17点が出土している。これらの中で細片は断面の摩耗が激しく流れ込んだものと考えられる。また，

時期も多期に渡っているが，127点確認された内耳鍋の断面から観察すると，鋭利で比較的大きな破片が投棄

されたものと考えられる。

所見　本跡は土師質土器片の観察状況などから見ると，15世紀後半頃，一時的に破損によって使用できなくなっ

た土器の捨て場として利用された地域と考えられる。
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第88図　第1号遺物包含層出土遺物実測図（1）
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第89図　第1号遣物包含層出土遣物実測図（2）

第1号遺物包含層出土遺物観察表（第88・89図）

三二：

0　　　　　　　　10cm

L　」　　＿　　I

◎⊂＝＝コ◎M18

10cm

」　　　＿＿i l

番号・穂　別器　種口　径器　高底　径胎　上色　調焼成特　徴出土位置備　考

152土師質土器m［12．8］3．65．2雲母・砂粒橙普通体部内・外面ロクロナチ底部回転糸切りB3hl表土中40％

153土師質上器皿－（0．9）3．4雲母・砂粒橙普通底部回転糸切り′ト底部内面ナデB3hl表土中転用砥石。10％

154土師質土器碗［9．2］4．64．5石英・赤色粒子にぷい橙普通体部内・外面ロクロナデ＿底部回転糸切り83hl表土中50％　　　pI－16

155土師質上器揺鉢［30．8］12．7［9．6］雲杜・砂粒にぷい橙普通口緑部内・外面横ナデ。B3hl表上中40％

156土師質土器内耳鍋30．216．2［17．1］石英・雲母橙普通「1線部内・外面横ナデ。B3hl表土中外面煤付着こ90％PL17

157上師質土器内耳鍋30．415．2［16．7］雲母・砂粒橙普通目線部内・外面横ナデ。B3hl表土中外面煤付着50％

158土師質土器内耳鍋［27．8］17．8［11．5］石英・長石・雲母にぷい橙普通口縁部内・外面横ナデ。B3hl表土中外面煤付着20％

159土師質土器内耳鍋［35．7］（7．0）－雲母・砂粒にぷい橙普通口縁部内・外面横ナデ。B3hl表上中外面煤付着こ10％

177土師質土器内耳鍋（5．3）長石・雲母橙普通口縁部内・外面横ナデ。B3g2表土rP外面煤付着　5％

160陶　器饗［34．8］（7，8）－長石褐灰普通縁帯は幅広く，密着。B3hl表土中常滑系。5％

178須恵器高台付坪－（2．3）－長石灰普通体部内・外面ロクロナチB3g2表土中5％

番　号種　別器　種高　さ胎　上色　調焼　成器形及び文様の特徴出土位置備　考

TP12弥生土器広口壷（2．6）石英・長石・砂粒にぷい褐普　通［唇部にはヘラ状工具による刻み，口辺部には波状文施丈B3gl表土中PL18

TP16弥生十器広口壷（3．5）長石・雲母・砂粒にぷい褐普　通口辺部下矧二は押圧。口辺L訃頸部に附加条一種の縄文が施丈。B3gl表土中PL18

番号器　種長　さ幅厚　さ重　量石　質特　　徴出土位置備　考

Q26砥　　　　石（7．5）3．41．4（58．5）凝灰岩断面は長方形を呈し，規格性が強い。B3g2表土中

番号器　種長　さ幅厚　さ重　量材質特　　徴出土位置備　考

M16閂10．57．60．621．1鉄一部欠損。B3hl表上中PL20

M17不　　　　明4．54．60．615．5鉄環状。B3hl表上中PL20

M18煙　　　管（4．6）1．01．0（3．2）真　鎗羅苧竹が遺存。B3hl表土中PL20
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第2号遺物包含層（第90図・付図）

位置　調査区中央部のC4a5区・C4d5区・C4cO区の範囲。

重複関係　第56号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　調査区の中央部から東部にかけて黒色土が堆積し，主に区域南西部に土師器片の分布がみられる。

覆土　南西方向から北東方向にかけてサブトレンチを入れ，土層観察を行った。第3層を除き各層とも黒く堆

積した層である。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子・砂粒少最
2　黒褐色　ローム粒子微量
3　褐　　色　ローム粒子中量
4　黒褐色　ローム粒子少量

遺物出土状況　土師器片284点（杯・高坪51，嚢233），縄文土器片2息　弥生土器片8点，土師質土器片2

点（内耳鍋），礫5点が出土している。区域全体に分布している土器片は，断面の摩耗が激しく流れ込んだも

のと考えられ，時期も多期に渡っているが，図示した土器（179～183）はいずれも区域南西部の約1メート

ル四方の範囲から出土したもので，接合関係にある土器が多いことから，一括して投棄したものと考えられる。

所見　本跡から出土した土器片のほとんどは，古墳時代前期に一括して投棄されたものであり，その他の土器

片は流れ込んだものである。第1号遺物包含層は周囲に中世の遺構が存在していたため，確認された遺物に15

世紀後半に比定される土師質土器が多く含まれていたが，本跡からはほとんど中世の時期の遺物は出土してい

ない。

●°

・．－鴇4。7
●　　°

°

●

lJ；
●

第90図　第2号遣物包含層・出土遣物実測図
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第91図　第2号遣物包含層出土遺物実測図

第2号遣物包含層出土遺物観察表（第90・91図）

0　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　l

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　土色　調焼成 特　徴 出土位置 備　考

179土師器柑［12．6］18．2 5．4石英・長石橙普通口縁部内面横ナデ。体部外面剥落。C4d6表土中70％　　　PL16

180土師器壷11．7（21．0） 石英・雲母・砂粒にぷい橙普通ロ縁部内・外面横ナデ。体部内面剥乳C4d6表土中30％　　　pL16

181土師器壷
－（16．9） 長石・雲母・赤色折橙普通休部内面ナデ，外面ハヶ月調整後，ヘラ磨き。C4d6表土中20％

182土師器餐16．8（13．0） 長石・雲母・赤色酎にぷい橙普通し」納内・外面横ナデ。体部内面荒いヘラナデ。C4d6表土中外面煤付着。コ20％

183土師器聾［16．7］（10．6）－石英・雲母・赤色酎にぷい橙普通口縁部内・外面横ナデ。 C4d6表土中外面煤付着。10％

（6）土坑

今回の調査で，時期不明の土坑162基が検出され，その中で，墓墳1基，底面を粘土で覆った土坑10基が含

まれる。その他の土坑は出土遣物がほとんどなく，時期及び性格が不明な土坑である。ここでは，これらの土

坑を3つに分類し，墓墳及び主な粘土貼土坑については本文に記述する。また，その他の土坑は実測図で掲載

し，位置や規模については一括一覧表に記載する。

①墓墳

第114号土坑（第92図）

位置　調査区西部のB2C7区に位置し，南東へ緩やかに傾斜する台地縁辺部に立地している。
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規模と形状　上面は長径1．40m，短径1．20mの不整円形，底面は長軸1．06m，短軸0．60mの隅丸長方形で，主

軸方向はN－90－Wである。深さは42cmで，壁は外傾して緩やかに立ち上がるが，本来は直立していたもの

と思われる。

覆土11層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説
1　褐　　色

2　黒褐色
3　暗褐色
4　暗褐色

5　明褐色
6　暗褐色

ローム粒子少量

ローム粒子少量

ロームブロック・砂粒少量

ロームブロック中量

ローム粒子多量

ロームブロック少量

7　明褐色　ローム粒子多量
8　明褐色　ローム粒子多量
9　明褐色　ローム粒子多量
10　褐　　色　ローム粒子中量
11明褐色　ローム粒了・多量

遺物出土状況　底面から3cmほど上に古銭が6枚出土している。古銭の出土層は，覆土の第7層か，あるいは

第9層にあたるが，どちらもローム粒子を多量に含んだ明褐色土であり，埋め戻した層と考えられ，これらの

古銭は埋葬時に遺体と共に納められたものと考えられる。

所見　覆土が人為堆積で，古銭が6枚重なった状態で出土した墓塀であるが，本跡と同様の形状を示す土坑は

他に確認できなかった。時期は，M13～M15の古銭が北宋銭であることから，中世以降と考えられる。第4調

査区からは，表土中及び表採遺物も含めて，北宋銭は確認されておらず，本跡が墓塀として単独で存在したも

のかどうかは不明である。

④旦庖

第92図　第114号土坑・出土遺物実測図

第114号土坑出土遺物観察表（第92図）

B

／′‾・．

＼」良一ノ

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

：　　　；　　　：

0　　1cm

ヒ土∃

番 号 銭 名 径 厚　 さ 孔　 径 重　 量 鋳造地名 初 鋳 ・鋳 造 牛 出 土位 置 備　 考

M 13 元 豊 通 貨 2．4 0 ．1 0 ．7 2．7 北　 采 10 78 年。 西 部 下 層 P L 2 0

M 14 天 聖 元 貿 2．5 0 ．1 0 ．6 2．8 北　 采 102 3 年 。 西 部 下 層 P L 2 0

M 15 皇 宋 通 賛 2．4 0 ．1 0 ．6 －
北　 朱 103 8 年 。 4 枚 癒 着 。 4 枚 総 重 量 15．7 g 。 西 部 下 層 P L 2 0
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②粘土貼土坑

当調査区では10基の粘土貼土坑が検出されているが，ここでは7基を本文中で取り上げ，その他は実測図で

掲載する。

第22号土坑（第93図）

位置　調査区東部のC6hl区に位置し，南東へ緩やかに傾斜する台地縁辺部に立地している。

重複関係　第10号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸工86m，短軸0・87mの長方形で，深さ14cmである。底面は平坦で，壁は外傾して立ち上が

る。

覆土　8層からなり，粘土粒子を各層に含み，ブロック状に堆積している人為堆積である。

土層解説

1　黒褐色　粘土粒子少量，炭化粒子微量
2　黒　　色　粘土粒子微量
3　黒　　色　粘土ブロック微量
4　暗褐色　粘土粒子少量

5　黒褐色　粘土粒子微量
6　黒褐色　粘土粒子少量
7　黒褐色　粘土粒子中量

8　黒褐色　粘土粒子中量

遺物出土状況　縄文土器片1息　土師器片3点が出土しているが，いずれも細片で，埋め戻しに伴って混入し

たものと思われる。

所見　底面全体にロームと粘土を混ぜた士が貼り巡らされており，調査4区内からも，同様の士坑が10基確認

されている。用途は不明であるが，これらの土坑の共通点は，10基がほぼ規則的に並んでいること，すべてが

人為的に確認面まで埋め戻されていること，士に粘土ブロックや粘土粒子が含まれていることなどが挙げられ

る。士に粘土が含まれる理由の一つとして，底面に粘土を貼る作業と埋め戻す作業とがある程度連続的に行わ

れたと推定され，墓境の可能性も考えられる。時期は，伴う遣物がないため不明であるが，他の粘土貼土坑か

ら土師質土器片や常滑の襲片が確認された例もあり，中世以降の可能性が考えられる。

第23考量坑（第93図）

位置　調査区東部のC6hl区に位置し，南東へ緩やかに傾斜する台地縁辺部に立地している。

重複関係　中央部から東部で第3号住居跡を振り込んでいる。

規模と形状　長軸2045m，短軸0・82mの長方形で，深さ22cmである。底面は平坦で，壁はほぼ直立して立ち上

がる。

覆土　6層からなり，ブロック状に堆積している人為堆積である。

土層解説

1　黒　　色　ローム粒子微量

2　黒　　色　ローム粒子中量

3　黒　　色　ローム粒子微量

4　黒　　色　ローム粒子中量

5　黒　　色　ローム粒子微量

6　黒　　色　ローム粒子の粘土粒子多量

遺物出土状況　土師質土器片4点（内耳鍋），縄文土器片1息弥生土器片1息　土師器片1点が出土してい

るが，いずれも細片であり，埋め戻しに伴って混入したものと思われる。

所見　底面の中央部と西部に粘土が貼られているが，本来は底面全体に意図的に粘土を貼っていたものと思わ

れる。時期は，覆土中に内耳鍋片が含まれていることから判断して，中世以降の可能性が考えられる。

第24考量坑（第93図）

位置　調査区東部のC6gl区に位置し，南東へ緩やかに傾斜する台地縁辺部に立地している。

一一1－一つ0：仁一－



重複関係　遺構全体で第3号住居跡を掘り込み，東部を第20号士坑に擦り込まれている。

規模と形状　長軸（2．20）m，短軸0．81mの長方形で言葉さ31Cまnである。底面は平坦で，壁はほぼ直立して立

ち上がる。

覆土　4層からなり，ブロック状に堆積している人為堆積である。

土層解説
1　黒　　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
2　黒　　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

3　黒　　色　ローム粒子の炭化粒チ・粘土二粒F微量

4　黒　　色　粘土粒子多量，ローム粒子中量

遺物出土状況　弥生土器片1息　土師器片9息　炭化材が出土しているが，土器はいずれも細片であり埋め戻

しに伴って混入したものと思われる。炭化材は覆土中層から下層にかけて確認されているが，焼土はなく，炭

化粒子も微量確認されたに留まるため，埋士に混じって混入したものと思われる。

所見　底面全体に粘土が貼られているが，中でも壁際は特に厚く，中央部に向かって薄くなっている。時期は，

遣物が少なく不明であるが，他の粘土貼土坑から土師質土器片や陶器片が確認された例があり，中世以降の可

能性が考えられる。

第25考量坑（第93図）

位置　調査区東部のC6gl区に位置し，南東へ緩やかに傾斜する台地縁辺部に立地している。

重複関係　全体が第3号住居跡，北西部が第70ゆ71号士坑を擦り込んでいる。

規模と形状　長軸1．74恥　短軸0．60mの長方形で，深さ20cmである。底面は平坦で，壁はほぼ直立して立ち上

がる。、

覆土　7層からなり，各層に粘土を含んで，ブロック状に堆積している人為堆積である。

土層解説

1　黒　　色　ローム粒子微量
2　黒　　色　ローム粒子微量
3　黒　　色　粘土粒子微量
4　黒　　色　粘土ブロック少量

遺物出土状況　出土していない。

5　黒　　色　粘土粒子微量
6　黒　　色　粘土粒子微量
7　暗褐色　粘土粒子中量

所見　底面の西部に粘土が貼られているが，本来は底面全体に粘土を貼っていたものと思われる。また，本跡

の軸線だけが他の粘土貼士坑よりも酋方向に傾いている。また，第70号士坑を掘り込んでいるため，粘土貼土

坑の中では一番新しいものと考えられる。このことから，調査4区から確認された粘土貼土坑は，規則的に立

地しているものの，構築された時期には若干の時間差があるものと推測される。

時期は第70号士坑を掘り込んでいることなどから，中世以降と考えられる。

第32号土坑（第93図）

位置　調査区東部のC6fl区に位置し，南東へ緩やかに傾斜する台地縁辺部に立地している。

重複関係　西部で第33号士坑を，南東部で第65◎66号土坑をそれぞれ掘り込み，南部で第27号士坑に掘り込ま

れている。

規模と形状　長軸工95m，短軸0．77mの長方形で，深さ10cmである。底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がる。

覆土　6層からなり，ロームブロックe粘土粒子を含み，ブロック状に堆積している人為堆積である。第6層

は掘り方の層である。
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土層解説

1　黒　　色　ロームブロック0炭化粒子あ微量　　　　　　　　　　4　暗褐色　粘土粒デー少最，ロームブロックゆ炭化粒子微量

2　黒　　色　ロふ∴ムブロックの炭化粒子の粘土粒召散農　　　　　5　時謹上色．粘土粒子少量，炭化粒子微量

3　黒　　色　粘土粒子づバ義，仁ト一ムブロックを炭化粒fA微量　　　6　にぶ㌔虜褐色　粘土粒子多義

遺物出土状況　土師器片2点が出土しているがタいずれも細片でタ埋め戻しに伴って混入したものと思われる。

所見　底面のほぼ全面に厚く粘土が貼られている。時期はプ遣物がなく不明であるが，他の粘土貼士坑からはき

土師質土器片や陶器片が確認されている例があ軋　中世以降の可能性が考えられる。

；十：」′J、′　　′、

位置　調査区東部のC5gO区に位置しタ　南東へ緩やかに傾斜する台地縁辺部に立地している。

重複関係　南東部で第72号士坑を擁り込み，西部を第39号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸乳酪鋸勘短軸私鮒mの長方形で　深さ錮cmである。底面は平坦でタ壁は外傾して立ち上がる。

覆土　　層からな畑　粘土粒子を中量含む太為堆積である。第2層は振り方の層である。

土層解説

1　黒褐色　ロ∴…ム粒子多量

2　黒褐色　粘土ブロック中量プ　炭化粒FA微最

遺物出土状況　出上していない、、

所見　底面の西部に粘土が貼られているがタ　本来は底面全体に粘土を貼っていたものと思われる。時期は，遣

物がなく不明であるがグ　他の粘土貼土坑から土師質土器片や陶器片が確認された例があり，中世以降の可能性

が考えられる。

第欄考量坑（第94図）

位置　調査区東部のC6gl区に位置しタ　南東へ緩やかに傾斜する台地縁辺部に立地している。

重複関係　南部で第3号住居跡の第71号士坑を掘り込みタ　南東部を第25号士坑に擦り込まれている。

規模と形状　長軸2。54mタ　短軸［私鮒］mの長方形で　深さMcmである。底面は皿状で，壁は外傾して立ち上

がる。

覆土　4層からなりタ　ブロック状に堆積している人為堆積である。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子も炭化粒子の粘土粒子微量

2　黒褐色　ローム粒F e粘土粒子微量

遺物出土状況　出上していない、．

3　暗褐色　粘土ブロック少量，炭化粒子微量

4　黒褐色　粘土粒子中量，炭化粒子微量

所見　底面の中央部と西部に粘土が貼られているがラ　本来は底面全体に粘土を貼っていたものと思われる。時

期はタ　遣物がなく不明であるが，他の粘土貼土坑から土師質土器片や陶器片が確認された例があ軋　中世以降

の可能性が考えられる。

第28考量坑（第93図）

土層解説

1　黒　　色

2　黒褐　色
3　黒褐色
4　黒褐色
5　黒褐色

6　暗褐色

焼土粒子の炭化物の粘土粒子微量
粘土ブロック少量，焼土粒子の炭化粒デー微量
粘土ブロック少量，廃土粒子の炭化粒子微量
粘土粒子少量，炭化粒子微量

粘土ブロック少量ク　炭化粒子微量
粘土粒子多量，炭化粒子微量

7　暗褐色
8　黒褐色
9　黒　　色

10　黒褐色
11黒褐色

12　黒褐色

粘土粒子多量，炭化粒子微量
粘土粒子針鼠　炭化粒子微量
粘土粒子の炭化粒子微量
粘土粒子少量，炭化粒子微量

粘土粒子中量，炭化粒子微量
粘土粒子少量，炭化粒子微量



13　黒褐色
14　黒　　色
15　黒褐色

16　黒褐色
17　黒褐色
18　黒褐色
19　暗褐色

粘土粒子少量，炭化粒子微量

粘土粒子・炭化粒子微量
粘土粒子少量，炭化粒子微量
炭化物少量，粘土粒子微量
粘土粒子中量，炭化粒子微量
粘土粒子少量，炭化粒子微量
粘土粒子中量，炭化粒子少量

第31号土坑（第94図）

土居解説
1　黒　　色　粘土粒子少量

2　黒褐色　粘土ブロック微量
3　黒褐色　粘土ブロック少量

第72号土坑（第94図）

土層解説
1　黒　　色　ローム粒了・・炭化粒子微量

2　黒　　色　ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
3　黒　　色　ローム粒子・炭化粒子・粘土ブロック微量

j－：÷∴l
A26．6m

SK22

20　黒　　色　粘土粒ト炭化粒子微量
21黒褐色　粘土粒子少量，炭化粒了・微量
22　暗褐色　粘土粒子中量，炭化粒子少量
23　にぷい黄褐色　粘土粒子多量，炭化粒子微量
24　暗褐色　粘土粒子多鼠　炭化粒子微量

25　暗褐色　粘土ブロック多量，炭化粒子微量

4　黒褐色　粘土粒7－微量

5　黒　　色　粘土ブロック微量
6　黒　　色　ローム粒子微量

4　黒　　色　ロームブロック・炭化粒7・・粘土ブロック微量
5　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量

K K

SK28

第93園　粘土貼土坑実測図（1）
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第102園　その他の土坑出土遺物実測図

その他の土坑出土遣物観察表（第102図）

；二二 ‾I

0

0　　　　　　　　　　　　10cm

ト　一　十…・－－I

0　　　　　　　　　10cm

」　　＿＿；　　！

番号・種　別器　種口　径器　高底　径胎　土色　調焼成 特　徴 出土位置 備　考

162土師器甑 19．4 9．4 3．5石英・長石・礫灰黄褐普通単孔式。胎土荒い。 SK73覆土中外面煤付嵐90％PL16

169土師質土器内耳鍋［34．3］（6．5） 石英・長石・雲母にぷい褐普通口縁部内・外面横ナデ。 SK141覆上中外面煤付嵐20％

170土師質土器内耳鍋30．5 17．5［16．2］雲母・白色粒子赤褐普通口線部内・外面横ナデ。 SK149覆土中外面煤付着こ80％PL17

171土師質土器内耳鍋30．2 16．7 ［16．6］硝・雲母・赤組子赤褐普通口縁部内・外面横ナデ。 SK149覆上中外面煤付着80％pL17

176上師質土器内耳鍋－（5．5） 有卦雲母・赤色粒子橙普通口縁部内・外面横ナデ。 SK174覆上中外面煤付着　5％

番号器　種長　さ幅厚　さ重　量材　質 特　　徴 出土位置 備　考

M23 釘 （3．8）0．5 0．5 （2．4）鉄角釘。脚下部欠損。 SK135覆上中

－114



（7）遺構外出土遺物

表土除去作業時または遺構確認作業時の段階で，縄文・弥生・古墳・平安時代・中世にかけての遣物が表土

上面及び衷土中から確認されている。ここでは，これらの遺物の採集地点を明記するとともに実測図及び拓本

図を掲載し，解説は一覧表に記載した。

第103図　遺構外出土遣物実測図（1）
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第104図　遺構外出土遺物実測図（2）

ー116

Q36

0　　1cm

ヒ土∃



第105図　遺構外出土遣物実測図（3）

遺構外出土遺物観察表（第103～105図）

0　　1cm

ヒ＝土∃

0　　　　　　　　　　5cm

：　；　＿＿」

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　土色　調焼成特　徴用土位置備　考

186土師器椀12．06．04．9石掛長石・雲母橙普通目線端部丁寧な横ナデ。内面剥落痕。C5e7表土中98％　　　PL16

187土師器褒14．5（27．0）－石英・長石にぷい橙普通口縁脚横ナデ。休部外面下位被熱こよる剥落。C5e7表土中外面煤付着80％PL16

188土師器慈15．3（23．7）石英・長石・雲母橙普通目線部内・外面　げ誹錮面荒いヘラナデ。C5e7表土中外面煤付着。60％PL17

189土師器褒15．3（17．4－）石英・長石樽普通ロ線部内・外面横ナデ。体紳ト面荒いヘラナデ。C5e7表上中外面煤付着、120％

190須恵器聾［20．2］（7．8）－砂粒・黒色粒7・黄　尿普通口緑部内・外面ロクロナデ。4　区表採自然粕HlO％

192陶　器饗－（7．4）長石・黒色粒子
灰　黄普通縁帯は幅広く，ほぼ密着。4　区表採常滑系。5％

193陶　器揺　鉢［32．5］（3．2）硝・砂紅赤組子にぷい橙普通目線部内・外面ロクロナデ。4　区表採常滑系。5％

番　号種　別器　種高　さ胎　土色　調焼成器形及び文様の特徴出土位置備　考

TP22縄文土器深　鉢（9．2）長石・白色粒子にぷい褐普通胴部片。太く浅い沈線が施文。C6il衷上中早期　　　PL18

TP23縄文上器深　鉢（7．5）石英・砂粒にぷい褐普通胴部片。LRの単節縄文を地文として，沈線

文区画。区画内磨り消し。TP23～25は同

一個体カ。

C611表土中後期　　　PL18

TP24縄文土器探　鉢（6．0）石英・砂粒にぷい褐普通C6il表土中後期　　　PL18

TP25縄文土器深　鉢（10．6）石英・砂粒にぷい褐普通C6日表土中後期　　　PLノ18

TP26縄文土器深　鉢（5．5）長石・砂粒橙普通口辺部片。沈線間に刺突文，下位にRLの単節縄文が施丸4　区表採後期　　　PL18

TP27縄文土器深　鉢（4．4）石英・白色粒子灰　褐普通口辺部片。沈線間にLRの単節縄文が充填。B2r8表土中後期　　　PL18

TP28縄文土器深　鉢（5．5）長石・石英にぷい橙普通胴部片。LRの単節縄文を地文に沈線。4　区表採後期　　　PL18

TP29縄文土器浅　鉢（4．4）石英・白色粒イ・にぷい橙普通口辺部片。内面に横位沈線が，外面に刻目のある隆帯が貼付されている。4　区表採後期　　　PL18

番号器　種長さ幅厚　さ孔　径重　量石　質特　　徴出土位置備　考

Q27双才LH板2．63．20．40．24．8滑　石2孔。1／4欠損。擦痕顕著。4　区表採PL19

番号器　種長　さ幅厚　さ重　量石　質特　徴出上位置備　考

Q29鉱（2．0）2．50．31．4凝灰岩無茎坊。先端部欠損。4区表土中PL19

Q32銭（2．4）2，10．41．8砂　岩無茎坊≡。先端部欠損。C5r4表土中PL19

Q33鍛2．8（2．4）0．41．8凝灰岩無茎嫉。片側脚部欠損。C5f4表土中PL19

117－－



番号 器 …種 長　 さ 幅　 軽　 さ ‡車　 量 石　 質 特　 徴 出土位 置 備　 考

Q 34 路 （2．8） 2・目　 す3
L 7 貢　 岩 無茎嫉∴三角形状 を呈す るこ　基部の決 りは浅 い。 C 5 d2表土中 P L 19

Q 3 5 鉱 （2．7） （2・2）恒 ・3
L 7 烏」」蔦　 石 無茎数 先端部 。片側膵躇侶再軋 C 5 最表土中 P L 19

Q 36 嫉 （1．6） 2・中 ・4 L 8 Lij頁　 石 無茎鉄し、先 端部欠損。 C 5 f’6表土中 P L 19

Q 37 去族 （2．4） 2・5 恒 ・3
2。0 安 山岩 無 茎鉄。先端 部欠損。平基に近い。 C 5g5表土中 P L 19

Q 38 嫉 3．＿1 il・3 i 私4 L 7 頁　 岩 無茎 鉄∴二等辺 三角形状を 呈す る。 C 3a6表土中 P L 19

Q 3 9 妾族 3．3 ・バ　 ∴3 L 2 メ ノ ウ 有茎数 刃縁直線 的で刃角鋭 い。 C 軸 癒 －j二中 P i．J 19

番号 器　 種 径 幅 厚　 さ 重 量 軽 質 ！　　　　 特　 徴
出土位置 備　 考

Q 30 石　 ＿弧 ［24．5］ （14．3） 3．2～3．7 自誹 廟 匝 山岩 沼 欠損。
4 区表土中

番号 器　 種 径 ！ 幅 十 特　 徴　　　　　 中 止 位 置 備　 考

M 25 不　　　　 明 6・中 ・6
私6 2私2 鉄 環状。　　　　　　　　　　 巨 5e7表土中

P L 2 0

番号 器　 穫 長 さ 幅 ‡車量 特　 徴 出土位置 備　 考

M 26 不　　　　 明 （5．2） 2．5 私4 （2．8） 鉄 吊 り金具カ。 4　区 表 採 P L 20

表5　住居跡一覧表

番号 位 置 主軸方向 平 面 形
規　 模 （m ）

（長軸 ×短軸 ）
壁高（cm）床面

内　 部　 施　 設
覆土 主な出土遺物 備　　 考

壁溝 主柱穴貯蔵六 ピット出八日炉竃

l C 6 i4 N …13く‾ノーE 長　 方　 形 3。65　×　5．00 4 ～16 平坦 － － 1 － － 炉 1 人為 土師器㈲ 高炉酌 双孔円板磯形 5 世紀 中葉

2 C 6 h2 － － … 12ノ叫－15 平坦 － － － 1 － － 人為 弥生土器片 の礫 弥生時代後期

3 C 6 gユ N ノー 4 く－…E 方　　　 形 5．09　×　4．88 20′㌦26 － 4 1 － 1 － 自然 土師器絹針断熱掛ミニチュ習 5 世紀 中葉

4 C 5 f7 N …1 甘∴－E ［方　 形 ］ 4．56　×（4．20） 6 プ㌦＿1．6
－

つ 3 1 つ ム1 炉 1 自然 土師器㈲ 鉾儲湖播 ミニチュ習 4 世紀 中葉
！

5
i

C 5 f4 Ⅸ「－ 4 ノ∴ 訂 方　　 頑 ［5．24　×　5－23 110′㌦18 l平坦 …頑 4 － l　　　　　　　‡　　　　　　　l　　　　　　　　∈l 「 つ …つ － l自然 土師器 （椀 の高杯 。婆 ） 5 世 紀 中葉5 C 5 f4 Ⅸ「－ 4　… E 方　　　 形 5．24　×　5－23 10′㌦18 平坦 一部 4 l … － 自然 土師器 （椀 の高杯 。婆 ） 5 世 紀 中葉

6 C 5 d2 N 一・一25∴∵Ⅳ 長　 方　 形 6∴鳩　×　軋（滑 20～42 － 4 3 「 1 … 自然 上欄 脾 掛酢　 磯 誹紺滅 5 世紀 複葉

7 C 5 d3 N …53し－ E 方　　　 形 （3．35）×　3．24′ 4 ～13 － 4 － － 1 － 自然 土師若井 ，弥生 土器片 吉 墳 時 代

8 C 5 f－6 N …30l′‾ノ…W ［方　 形 ］ 4．33　×　4．24 8 ～40 平坦 － － … … － － 自然 土師器 （椀e高庫 ），剣形 5 世紀 中葉

9 C 5 g5 N ノー26くつ－W ［方　 形 ］ ほ 00　×　5。00］
－ 平 坦 － 4 － 2 1 … － 弥生土器片 （広口壷 ），礫 弥生時代後期

10 C 6 i‥1 N …22く∴…E ［楕 円形 ］ ［7．00　×　6誹融 － － － － － 23 － － － 縄文土器片 （深鉢 ），礫 縄文時代中期

12 8 2 g7 N …11∴－E ［方　 形 ］ （3。80）×　4．17 4 ノー）12 平坦 － 3 － － － 炉 ユ＿人為 弥射 二器片沌 再鉦 炉杭 凍 弥生時代後期

13A B 2 b7 － ［長方形 ］［3．00］×（2．00） 35 平坦 － － … … － － 人為 不　　　 明

13B B 2 b7 － ［長 方形 ］ （0．80）×紅 30） 32 平坦 － － ［－ － － 人為 不　　　 明

15 B 3 h2 N …65。－E ［良方形 ］ ほ 70］×　5．40 ＝／）20 平坦 － 2 1つ 1 1 炉 1 自然 弥生土器上目 広口壷），炉私 礫 弥生時代後期

表6　地下式墳一覧表

番 号 主軸方向

規　　　 模 （m ） i

i
覆土 主 な　 出　 土 遺 物 備　　　　 考牛　　 坊　　 ！　　 士　　 圭

長軸 ×短軸 深 さ 平面形 長 軸 ×短軸 深 さ 平面形

1 B 2 C 6 N －　76C－W ［
1．19×私 4射 し40

2［
楕 円 形 5．00 ×3。40 2．40 長 方 形 平坦 自8人 土師質土器 （内耳鍋 ） 15 世紀 後半

2 B 2 C 7 N …　79。…W 2082×2．35 2サ42庫 円 形
6．70×L l5 3．65 長 方 形 平坦 酎 人 常滑婆 15 世紀後 半

3 B 3 g l N …158㌧ノⅣ 1．2針×私88 1。02 楕 円 形 4・05×2牒 恒 5 隅丸長方形 平坦 白0人 ユ5 世紀後 半

4 B 2 a 2 N －125㌧ノⅣ 1860 ×日 2 恒 0 楕 円 形 ．伸 ＼ ．馳 2．08 隅丸長方形 針 人 土師質土器 （内耳鍋 ），羽目，馬歯 15 世紀後 半

5 B 2 a l N －1舶十二Ⅳ L 25 ×1．14
10 48 ！楕 円 形

3．30 ×1。95 1．80 長 方 形 平坦 ‖・∴ 土師質 土器 （内耳鍋 ），羽 目 15 世紀後半

6 C 3b 7 N … 16こノーE 0．47 ×0．50 0．90 楕 円 形 4。20 ×私95 1・44恒 方 形 平坦 自4人 常滑婆 15 世紀後半
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表7　溝跡一覧表

番片 位 方　 向 形　 状
規　　 模

半

覆土 巨 な出土遺物

備　　　　 考
長さ（m ） 上幅 （m ） 下幅 （m 中 細 cll－ラ

1 C 6 g 6
N …5、…E 恒 線状 （4．20） 0．65 0．50 4 緩斜 弧　 状 不明

2 C 6 g 6 N －26、こ一E 直線状 （5．80）0．75～ 0．88 0．65 ～ 0．80 8 緩 斜 弧　 状 不明

3 C 6 g 6 N …20、、…‾E 直線状 （3．68） （私67） （0．60） 7 緩斜 弧　 状 人為

4 C 6 g 5 N …13　…E 直線 状 （6・07車 72 ～ 0・88恒 5 ～ 0・88
15へノ25 緩斜 弧　 状 人為

5 C 6 g 5 N －・30、一E 直線 状 （2．68）0．58 ～ 0．70 0．46 ～0．59 7 緩斜 弧　 状 人為

6 C 6 g 5 N －11＿こ…E 直線状 （6．15） 0．95 0．80 17 外傾 弧　 状 自然 古銭 （北宋 ）

7 C 6 g 5 N …15、‾．一E 直線状 （5．85）0．68 ′～ 1．05 0．50 ～0．90 22 外傾 弧　 状 人為

8 C 6 g 5 N …・n22、一E 直線状 （4．05） （1．00） （0．86） 12 外傾 不　 明 自然

9 C 6 g 4 N ～23、…E 直線状 （2．30）0・65～ 0・9車 56～ 0・77 12 外傾 逆 台形 人為

10 B 3　j 3 N …4、、…E 直線状 （3．65）0．55～ 0．62 0．27 ′、0．5 13へノ16 緩 斜 弧　 状 自然

11 B　3 i3 N －6C－E 直線 上 3．80 0．6 0．5 20 外傾 逆 台 形 自然

12 B　3 i4 N －9′‾…E 直線 状 6．20 0．60 ～ 0．65 0．50 ′、0．61 50
外傾 桓 台 形 自然

13 B 3 h 7～C S b 6 N湖上幸1いⅧ くの字状 20．20 0．38 へノ0．60 0．15 ノ～0．45 13へノ20 緩斜 弧　 状 自然

ユ4 B 3 h6～C 4 a l N 一路．一W 蛇行状 23．60 0．78 ′～ 1．40 0・30 ～0可 14～30 緩斜 ［弧　 状 自然 中世 以降

15 B 3　j　2 N …18こ－E くの字状 （2．30） 0．74
0・58 i 20 外傾 逆 台形 人為

16 C 3 b 6～C 3 dO W 1 8＋ト罰∴灘 コの字状 24．70 0．40 へ′0．76 0．24～ 0．44 10 外傾 逆 台形 自然

．17 C 3　C 9 N －75C．一一E 直線状 （5．55）0．65 ～0．77 0．29 ～ 0．32 28へ′′35 外傾 弧　 状 自然 中世以 降

18 C 3　c O N －11 …W 直線状 （4．70）0．64 ノ～0．74 0．50 ～ 0．54 31 外傾 逆 台形 自然

19 B 4 j 9～C 4 C2 N －23こ‾．一W 直線状 幽 70）恒 0 ～ 1・10
0．42 ′～0．70 30 緩斜 弧　 状 人為

20 C 4 b l～C 4 a3 N －74′ニーE 直線 状 （10．60）0．52 ～ 0．86 0．40 ′～0．60 14 緩斜 弧　 状 人為

21 C 3 d O′～C 4 d l N …83C′ノ…E 直線状 （6．30） 0．44 0．30 25 外傾 逆 台 形 自然

22 C 4 b l N …38く…W 直線状 （6．90） 0．78 0．55 20 緩斜 i弧　 状 自然

23 C 3 b O N －51．′ノーW 直線状 （3．30） 1．25 0．85 10 緩斜 弧　 状 人為 ！

表8　土坑一覧表

番号
長径方向

（長軸方向）
平面形

規　　　 模 ！

壁面 底面 覆土
主な出土遣物

（混入含む）
備　　　　 考窯：：：；：；（璃霊

1 C 6 j6 N …53し一W 長　 方　 形 1・93 ×0可 11 外傾 平坦 人為

2 C 6 j5 N －13C－E 長　 方　 形 1．55　×　0．64 29 外傾 平坦 人為

3 C 6 h3 N －59C．…W 長　 方　 形 2．45　× 1．35 52 垂 直 平坦 人為

4 C 6 h∠呈N …51∵－E ［長方形 ］ 1．40 ×（0．47） 7 －

5 C 6 g5 N … 9 、－W 隅丸長方形 1．80　×　0．50 40 外傾 凹凸 人為

6 C 6 h6 N …17こノ…E 長　 方　 形 2．97　×1．45 42 垂 直 平坦 人 為

7 C 6 g4 N －87．。…E 長　 方　 形 2．21 ×　0．85 5 緩斜 平坦 人為 土師器 （餐）

8 C 6 g3 N 一一一87C－E 長　 方　 形 1・57 ×0・可　 ‥10 夕日頃 平坦 人為

9 C 6 j3 N㌧－4　－E 長　 方　 形 1・14 ×0・52 i 24 垂直 平 坦 人為

11 C 6 h3 N …17LノーE 長　 方　 形 4．85　×　0．58 13 外傾 平坦 人為

12 C 6 h4 N …13C…E 長　 方　 形 2．33　×　0．49 23 垂 直 平坦 人為

13 C 6 h4 N －75‾－E 長　 方　 形 1．48　× ．朋 25 外傾 皿状 人為

14 C 6 j4
l
N －24’－W 円　　　 形 0．65　×　0．60 10 外傾 皿状 人為

15 C 6 j5 恒 52。～W 長　 方　 形 ［3．971×0．65 20 外傾 平坦 人 為

16 C 6 i3 N －21ごノーE 楕　 円　 形 1．05　×　0．74 25 垂直 凹凸 人為

．17 C 6 h4 N …11′ノーE 不 整 円 形 0．77　×　0．53 33 外傾 皿 状 人為 土師器 （寮）

18 C 6 h4 N …－8 、…E 不 整 円 形 0．96　×　0．55 13 外傾 平 坦

19 C 6 h3 N …11′…E 楕　 円　 形 0．60　×　0．45 22 外傾 皿状 人為

20 C 6 gl N …26CノーE 長　 方　 形 1．30　×　0．70 20 垂直 平坦 人為

21 C 6 i＿2 N … 4 ノ…E 楕　 円　 形 0．72　×　0．58 26 垂 直 皿状 人為
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番 号 位 置
長径方 向

（長軸方 向）
平面形

規　　　 模 i

壁面 底面 覆土
主な出土遺物

（混入含む）
備　　　　 考長径（軸）

×　　　 （m）
束．ま径（軸）

深 さ

（cm）

22 C 6 h l N －96‾‾一E 長　 方　 形 1．86　×　0．87 14 外傾 人為 中世以降

23 C 6 h l N …97ぐ－E 長　 方　 形 2．45　×　0．82 2 2 垂直 平坦 人為 中世以降

24 C 6 g l N －97 C、…E ［長方形 ］（2．20）×0．81 3 1 垂直 人為 中世以降

25 C 6 g l N －76CフーE 長　 方　 形 1．74　×　0．60 2 0 人為 中世 以降

26 C 6 f2 N －20r‾十一E 隅丸長方形 1．50　×1．22 19 外傾 人為

27 C 6 f、1 N －55C－E 円　　　 形 0．90　×　0，87 2 4 外傾 凹凸 人為

28 C 5 fO N …71。…W 長　 方　 形 3．86　×1．18 3 0 外傾 平坦 人為 中世以 降

29 C 5 g O N …7げ…W 楕　 円　 形 1．00　×　0．62 7 緩斜 人為

30 C 5 f 9 N … 9 ∴…E 長　 方　 形 1．75　×　0．66 17 外傾 人為 中世以降

31 C 5 iO N …17㌧－E 長　 方　 形 3．47　×1．03 17 外傾 平坦 人為 中世以降

32 C 6 f－1 N －90。－E 長　 方　 形 1．95　×　0。77 10 外傾 平坦 人為 中世以降

33 C 6 f l N …24 CノーE 長　 方　 形 1．38　×　私85 18 外傾 人為

34 C 5 f 8 N …27ジーE 長　 方　 形 2．45　× 1．55 15 外傾 人為 土師器 （婆）

35 C 5 g8 N － 3 1ユ…E ［長方形 ］圧431×0瀾 25 垂直 平出 人為

36 C 5 f 7 N …23 C一一W 長　 方　 形 2．30　×　0．75 10 垂直 平坦 自然

37 C 5 e7 N …11くつーW 長　 方　 形 1．92　×　0．70 8 8 垂直 平坦 人為

38 C 5 ：F6 N …16。1…W 長　 方　 形 1，77　×1．21 8 6 垂直 平坦 人為

39 C 5 gO N …39C－W 楕　 円　 形 1．40 ×圧顧 37 垂直 人為

40 C 6 j4 N －64㌧ノⅣ 楕　 円　 形 Oを70　×　0．55 3 5 外傾 皿状 人為 土師器 （婆）

41 C 6 j2 N … 5 てノーE 長　 方　 形 2．76　×　0．71 36 垂 直 平坦 人為

42 C 6 j3 N … 7 Lj～W 長　 方　 形 4．30　×　0．72 37 垂直 平坦 人為

43 C 5 fO N －21ム　…E 不 整 円 形 1．44　×　0．86 10 外傾 平坦 人為 土師器 （婆）

44 C 5 f O N …75CノーW 隅丸長方形 4．53　×　0，85 15 外傾 平坦 人為 土師器 （婆）

45 C 4 d 9 N …11。…E 長　 方　 形 2．27　×　0．90 37 垂直 平坦 人 為

46 C 4 e 9 N … 9 ㌧…E ［長方形 ］ほ 25］×0．70 2 5 人為

48 C 4 e9 N －18′ノーE 隅丸長方形 2．50　×　0．83 2 1 外傾 人為

49 C 4 f8 N … 5 C’…E 隅丸長方形 2．73　×　0．90 4 5 外傾 平坦 人為

52 C 6 h2 N …450 …E 長　 方　 形 1．00　×　0．76 4 6 外傾 平坦 自然

53 C 6 h2 N　 86くこ　W 隅丸長方形 ま．30　×　0．85 2 8 外傾 人為

55 C 5 gO N …861ごノ…W 長　 方　 形 2．60　×　0．90 2 0 外傾
一

人為

i

i

i

i

i

i

l

中世 以降

中世 以降

56 C 4 dO ［N …62C、l…E ］［長方形 ］ l誹5 ×（0．83） 18 夕日頃 平坦 自然

57 C 4 d O N －16C－E 長　 方　 形［1．77　×　0．72 18 外傾 平坦 自然

58 C 4 e 9 N …10Cj…E 楕　 円　 形 j 1．22　×1．10 18 外傾 平坦 人為

59 C 4 d 9 N …14ぐ、…E ；長　 方　 形 ［1・67 ×0・60 25 垂 直 平坦

平可

人為

60 C 4 d 9 N … 8 ∵…E ［長方形 ］恒 ）× 0瀾
25 緩斜 人為

61 C 4 d O N － 5 。一一E 不 整 円 形 （1．00）×（0瀾 ） 17 外傾 自然

62 C 6 i 2 N …65C－W 円　　　 形　 0．88 ×0．80 15 外傾 平坦 人為

63 C 6 i．2 N …76とノーE 楕　 円　 形 1．15 × 1tOO 10 外傾 平坦 自然

64 C 6 i2 N …61ノーE 楕　 円　 形 圧 10］×0．97 2 0 外傾 人為

65 C 6 f l N －26㌧－E 長　 方　 形 1．38 ×0．鮒 20 外傾 平坦 人為

66 C 6 f l N …15。－E ［円　 形 ］ 0誹6 ×［侶弼 15 外傾 平坦 人為

67 C 6 h5 N －26c…W 不　 定　 形 1．08 ×0．75 10 外傾 凹凸 人為

68 C 5 gO N －14くノーE 隅丸長方形 圧52］×1．09 2 7 外傾 平坦 人為

69 C 6 h 5 N －70。－E ［隅丸長方形用 1．85 ×0．68］ 25 夕日頃 平坦 人為

70 C 6 g l N －80。－W 長　 方　 形　 2．封 ×［0．90］ 33 外傾 皿状 人為

71 C 6 g l N －36C－E 楕　 円　 形 ［0．糾 ×0．50］ 15 緩斜 平坦 自然
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番一弓

檀 ）

平面形
規　　　 模

壁面 底面 覆土
主な出土遺物
（混入含む） 備　　　　 考慧芸：：：；（招霊

72 C 5 gO 恒 絡‾～W 恒 方 形 1・50 ×1・可　 25 外傾 人為

73 C 5 fO N …72こ…W ［方　 形 ］ 1潮 時 可 16 外傾 平坦 自然 土師器 （甑）

74 C 6 g4 N …10、～E 不整長方形 甘 061× 1瀾 8 ㌦ 平坦 人為

75 C 6 g 4 N …lSC‾－～E ［長方形 ］ 4」71×0．7ヰ 16 外傾 自然

76 C 6 g 4 N －72、…W 円　　　 形 0．51 ×　0．49 5 0 外傾 人為

77 C 6 i3 N －25し’－E 長　 方　 形 2．25　×　0．80 13 外傾 平坦 自然

78 C 6 i3 N －25．ニーE 長　 方　 形 1．55　×　0．95 4 5 外傾 平坦 人為

79 C 6 j4 N …67。…W 長　 方　 形 3．23　×　0．60 55 外傾 平坦 人為

80 C 6 14 N … 5 ニーE 長　 方　 形 1．72　×　0．65 12 外傾 平坦 自然

81 C 6 i4 N －10くつ…E 長　 方　 形 1割 ×0・48 「 10 外傾 平坦 人 為

83 C 6 i4 N …77．。一一W 長　 方　 形 1．23　×　0．55 10 外傾 平坦 人為

85 C 6 jO … － は25）×紅24） 42 外傾 自然

88 B 2 b 4 N …65し‾…W 楕　 円　 形 1．42　×　0．93 1．5 ノ
一

自然

89 B 2 b 5 N …‾15C－…E 円　　　 形 0．66　×・0．64 2 5 緩斜 皿状 自然

90 B 2 b 5 N －20。…E 不　 定　 形 0．98　×　0．80 15 緩 斜 凹凸 自然

9 1 B 2 C 5 N …60－E 楕　 円　 形 0．59　×　0．！41 18
緩斜 】皿状 自然 ！

92 Iう2 d4－N …19、…E 長　 方　 形 2．45　×　0．55 83 平坦 人為

93 壬う　2 C4 N －73、…－W 円　　　 形 0・90 ×0・可　 20 皿状 自然

94 B　2 C3 N ～70．ニ…E 円　　　 形 0．50　×　0．48 15 緩斜 皿 状 自然

95 B　2 d 3 N －60㌧ーW 楕　 円　 形 0．75　×　0．60 3 9 緩斜 凹凸 人為

96 i－う2 C 3 N － 0 円　　　 形 0．59　×　私59 17 ㌦ 皿状 自然 ■

97 B　2 d 4 N …47し、－W 楕　 円　 形 0．70　×　0．47 16 緩 斜 凹凸 自然

98 B 2 d4 N －54．ニ∴－E 不 整 円 形 0．42　×　0．41 13 緩斜 平坦 自然

99 B 2 d4 N …20。～W 円　　　 形 0．59　×　0．50 19 緩斜 凹凸 自然

100 B 2 d5 N …26r’…W 不 整 円 形 1．38　× 1．29 20 外傾 人為

103 B　2 e6 N －90‾つ…W 楕　 円　 形 0．49　×　0．30 8 0 外傾 自然

104 B　3 i2 N …52レ…W 隅丸長方形 1．45　×　0．93 4 5 外傾 平坦 自然

105 B　2 d 3 N －35C－E 不　 定　 形 0．86　×　0．86 6 0 外傾 平坦 人為 ！

ユ06 8　2 C 7 N －55C、…W ［楕 円形 ］ 1．05 ×（0．43） 29 外傾 自然 l

10 7 B　2 d 7 N …90く－W 楕　 円　 形 0．90　×　0．66 こ31 外傾 皿状 自然 i

10 8 B　2 e6 N …75 rl－W 隅丸長方形 2・30 ×0可　 22 外傾 平坦 自然 i 】

！

！

！

！

！

銭 6 枚 （北采 ） ！

i

i

i

i

i

i

！

！

！

1世以降

世以降

109 B 2 e6 N －O Cノ 円　　　 形 1・50 × 1可　 40 外傾 平坦 人為 l

ユ10 B 2 d6 N …17㌧－E 隅丸長方形 1・77 ×0可　 28 緩斜 凹凸 人為 i

1．日 B 2 d 6 N …33C．…W 澗丸長方形］ （1・57）×0可 10 平坦 自然 i

112

1 13

B 2 d 6 I

B 2 d 6 ！

N －27。イ

N …45C．－W i

円　 形 i

隅丸長方形 ！

1・30 × m i 3 0 i

2・00 ×0可　 4日

外項

緩斜 ！

平可

凹可

自然 i

人為 i

1 14 B 2 C 7 N － 9 くニーW 不 整 円 形！i・40 ×1・20 i 4 2 緩斜 ！平坦 入可

‖5 B　2 f’6 N －49 Cう…E て
ユ・15 ×0可　 3日 外傾 ！皿状 自然 ！

116 B　2 f7 N － 7 、．…E 楕 円 形 i 0・98 ×0・可　 25 i外傾 ！平坦 自然 ！

117 B 2 d8 N …71C－W 長 方 形 i 1・10 ×0可　 20 i 外傾 i 平坦 自然 i

118 B 2 f 7 N －46。－E 楕 円 形 ！i・38 × 1可　 25 i 外傾 ！凹凸 人為 ！

119 B　2 e 8 N －39。－E 隅丸長方形 i 1・45 ×0可　 60 ！外可 平坦 人可

120 B 2 g 8 N －28くニーE 楕 円 形 】1・03 ×0可　 32 ！緩斜 i

一

人為 ！

121 B 2 e 7 N …90。一一W 楕 円 形 ！0・62 ×0・可　 27 ！外傾 i 平坦 i 人可

12 2
B 2 g 7 iN － 7 。…W ．楕 円 形 ！0・72 ×0・50 i 2 5 ！外傾 ！平可 自然 ！

123 B 2 f9 iN －65 C‘…W 隅丸長方形i 2・00 ×0・98 i 3日 外傾 ！平可 人為 ！
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番号
長 径方向

（長 軸方向）
平面形

規　　　 模 i

［壁面 底 面 覆 土
主な出土遺物

（混入含む）
備　　　　 考長径（軸）

×　　　 （m）
短径（軸）

深 さ

（cm）

125 B 3 h 3 N … 9 ‾、…E 長　 方　 形 2．55　×　私65 2 5 へノ30 平坦 自然

128 B 2 g 9 N －69。－W 楕　 円　 形 1．10　×　0．60 2 5 外傾 皿状 人為

129 B 2 g 9 N －32ご…W 円　　　 形 0．65　×　0．60 2 5 緩斜 皿状 自然

130 I3 2 h 9 N …18パーE 楕　 円　 形 1．30　×1．00 2 1 外傾 平坦 自然

132 I3 2 h 9 N …21、－E ［楕 円 形］（1．25）×1．06 2 3 外傾 平坦 自然

133 B 2 b l N －22、1－E ［長 方 形］（1．72）×0．70 34 外傾 平坦 i 自然

134 B 2 a 3 N …65ご…W 長　 方　 形 2．10　×　0．81 2‾1 外傾 平坦 自然

135 B 2 f’8 N 一一65、∴一W 隅丸長方形 1．96　×1．10 48 外傾 平坦 人為

136 B 2 h O N －27、、－E 楕　 円　 形 1．25　×　0．95 12 外傾 自然

137 B 2 h O N －68㌧…W 円　　　 形 0．50　×　0．50 35 外傾 平坦 人為

138 B 2 10 N －15。－E ［隅丸長方形］（1．32）×1．50 17 外傾 平坦 自然

139 B　3 h l N …46。…E 円　　　 形 1．15　×1．10 40 外傾 平坦 人為

1．40 B 2 gO N …66 r、…W 楕　 円　 形 0．93　×　0．53 9 外傾 平坦 自然

141． B　3 h5 N －33こ－W 不 整 円 形 1．28　×　0．95 33 緩斜 平坦 － 土師質土器 （内耳鍋 ）

142 B 3 i2 N －818－W 不 整 円 形 （0．55）×0．55 16 緩斜 平坦 自然

143 B 3 j7 N …28 0－－W 楕　 円　 形 1．35　× 1．02 8 2 外傾 平坦 自然

14∠呈 B　3 i5 N －55‘‾ノーW 楕　 円　 形 1．56　× 1．30 8 3 ム 平坦 自然

145 C 3 a5 N …18rコ…E 円　　　 形 1．07　× 1．00 18 外傾 平坦 自然

146 B 3 j5 N －15㌧ーW 円　　　 形 0．68　×　0．60 4 5 外傾 平坦 自然

147 C 3 と14 N － 5 、′′…W ［楕円形 ］（1．50）× 1．34 1 18 外傾 平坦 人 為

148 C 3 a 6 N …52rう…W 円　　　 形 1．10　× 1．10 7 0 外傾 皿状 自然

149 B　3 h 6 N …261ノーE 楕　 円　 形 2－10　× 1．80 140 外傾 平坦 人為 土師質土器柄 耳鍋），馬骨

150 B 3 h 6 N －90C…W 不 整 円 形 2．60　× 1．80 6 8 外傾 平 坦 人為 土師質土器（内耳鍋）

151 C 3 a 5 N …56C －E 楕　 円　 形 1．48　×1．10 4 6 外傾 皿状 自然

152 C 3 a 4 N …28．′ノーW 不 整 円 形 1．48　×1．40 3 6 外傾 皿状 人為

153 C 3 a 7 N －10LノーE 楕　 円　 形 （1．60）×1．03 1 2 平坦 自然

154 C 3 b 7 N －30し3－E 楕　 円　 形 1．28　×1．00 4 7 緩斜 皿状 人為

155 C 3 a 7 N …18C－E 円　　　 形 0．47　×　0．44 2 7 外傾 皿状 自然

156 B　3 i7 N …34l‾、－W 円　　　 形 0．80　×　0．72 5 7 外傾 平坦 人為

157 C 3 b 9 N － 7 ′…E 楕　 円　 形 1．12　×　0．85 46 外傾 自然

158 C 3 b9 N －55．ニ′一W 不 整 円 形 1．16　×1．00 28 緩斜 平坦 自然

土師質土器 （内耳鍋 ）

159 C 3 bO N －24二。－W 隅丸長方形 1．55　×　0．65 48 外傾 平坦 自然

160 C 3 b 7 N －16㌧…E ［楕 円形 ］ 1．43 ×（0．53） 8 緩斜 平坦 人為

161 C 3 a8 N － 0 楕　 円　 形j

】
1．04　×　0．55 37 外傾 皿状 人為

164 C 3 C8 N …30 rノーE ；澗 丸長方形］i（1瀾 ）×1．25 14 外傾 平坦 自然

165 C 4 c l N －31く、－W 不 整 円 形　 0．83 ×0瀾 36 緩斜 平坦 自然

168 C 4 C3 N －81′‾…W 隅丸長方形 1．50 ×0．55 6 5 垂直 平坦 自然

169 C 4 C3 N …73．ここ一W 不　 定　 形　 2．18 ×0．86 73 外傾 平坦 自然

171 C 4 C2 N …9　－E 長　 方　 形　 2．50 ×0．75 3 0 外傾 平坦 人為

172 C 4 b2 N －35じ－W 円　　　 形　 0．75 ×0．72 4 6 外傾 平坦 自然

173 C 3 cO N － 0 。 長　 方　 形　 2．67 ×0．65 2 0 外傾 平坦 自然

174 C 4 a 4 N …26C－E 隅 丸 方 形　 3．37 ×3．30 2 19 外傾 平坦 人為

178 B　2 a l N …65。ーW 長 方 形 恒 ×0・90
7 4 外傾 平坦
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第4節　　まとめ

当遺跡は，平成11年9月～平成12年6月に第2調査区，平成12年7月～平成13年3月及び平成13年6◎7月

に第1◎4調査区の調査を実施し言日石器時代から近世にわたる遺構と遣物を検出した。ここでは，第1◎2◎

4調査区の全域から検出した遺構と遣物について時代ごとに概略を述べ，若干の考察を交えながらまとめとし

たい、、

1　旧石器時代

旧石器時代の遺構及び遣物は，第2調査区から石器集中地点1か所と集石土坑2基，第4調査区から剥片2

点を検出した。石器集中地点からはスクレイパー2点，石核5点，剥片12点，台石1点が検出され，塙瑞と

チャートの石核と剥片の接合資料を得ることができた。これらの石器は，台石を中心とする半径約2mの範囲

内に分布しており，この場で石器製作が行われていたと考えられる。この石器製作跡では，石器の打面を転移

させる直接打法の製作技法がとられていたがラ　この技法は茨城町に所在する大畑遺跡1）でも確認されている。

当遺跡における旧石器時代の文化層の層準は，鍵層となる鹿沼軽石層の降灰（約3万1千年前）以降，第2

黒色帯が形成されるまでの時期に位置づけられる。また，2基の集石上坑が検出されたが，県内における旧石

器時代の士坑の検出例は，常北町の上人野遺跡㌦　目立市の六ツケ塚遺跡こう），同市橋の作遺跡と1）が知られてい

る。また，十万原台地の東側縁辺部に沿って二の沢遺跡，ドゥゼンクボ遺跡，ニガサワ遺跡等旧石器時代の遺

物が確認された遺跡が点在しているが，当遺跡から遺構が確認されたことは，西田川右岸の旧石器時代の様相

を知る上で貴重な資料となる。

2　縄文時代

遺構は，住居跡7軒（第2調査区6軒，第4調査区1軒），士坑14基（第2調査区），陥し穴2基（第2調査

区）を検出した。内訳は，下記の通りである。

早期前葉（田戸下層式期）住居跡4軒，士坑2基，陥し穴2基

前期前葉（黒浜式期）士坑2基

中期後菓（加曽利E式期）住居跡2軒，士坑7基

後期前葉（称名寺式期～堀之内式期）住居跡1軒，土坑3基

当遺跡周辺には，縄文時代の遺跡が山間部から台地縁辺部まで広く分布しているが㌦　当遺跡も早期前葉か

ら後期に至るまで断続的に生活の痕跡を確認することができた。なお，田戸下層式期の住居跡の検出例は少な

いが，鹿嶋市伏見遺跡：）ひたちなか市差渋遣威）取手市甚五郎崎遺跡8）等から報告されている。

3　弥生時代

遺構は，住居跡14軒（第2調査区10軒，第4調査区4軒）を検出した。第2調査区の住居跡は，調査区北部

から南東部にかけて帯状に分布している。住居間の距離は5m～15mで，北部側に5軒，南東部に4軒の2グ

ループのほか，やや離れて南部に1軒が検出され，南東部の4軒は，中央に広場をもつように配置されている。

住居の平面形は，隅丸方形及び隅丸長方形が主で，炉は中央部のやや北寄りに位置した地床炉で7軒検出した。

第17e26◎44◎45号住居跡からほ炉石が出土し，ほとんどが炉の長径方向と直交するように据えられていた。

茨城県北部から洞沼川流域においては，当期の炉跡に炉石が設置されている割合が高いことが指摘されてお

り9），当遺跡も同様な状況を示している。

4　古墳時代

当遺跡の中心となる時期で，前期住居跡17軒，掘立柱建物跡1棟，方形周溝墓1基，中期住居跡27軒，鍛冶
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工房跡1基，土坑5基である。

古墳時代前期（4世紀代）

第1調査区からは住居跡5軒，第2調査区からは住居跡11軒，掘立柱建物跡1棟，方形周溝墓1基，第4調

査区からは住居跡1軒が調査されている。

第1調査区の住居跡は中央部に3軒，北西部に2軒が検出された。第2調査区の住居跡は，中央部から北西

部に集中している。掘立柱建物跡は集落内のやや北寄りから検出し，北西方向15mに方形周溝墓が位置してい

る。住居跡の主軸方向は，調査区ごとに違いがみられる。これは，傾斜方向と平行に住居を構築した結果とみ

られ，地形の影響を受けたためと考えられる。また，農耕地などとの関連も想定される。第4調査区での住居

跡1軒は，東部から検出した。

各調査区から検出したこれらの住居跡の規模は，床面積が30r産を超える大形の住居跡が5軒，20～30I茸の中

形の住居跡と20r迂未満の小形の住居跡がいずれも6軒である。床面積の平均は25。OI茸で，第2調査区の第7号

住居跡がこの時期の平均的規模と考えられる。なお，炉や貯蔵穴，柱穴などの住居構成要素を欠くものほど相

対的に規模は小さく，平面形も変形している傾向が窺える。また，貯蔵穴は大形住居にはほぼ例外なく設けら

れているが，規模が小さくなるにつれて付設率は低くなる。以上の傾向は，各調査区内の住居跡に見られ，

十万原台地の東縁辺部に位置するこれら前期住居跡に限らず，一般的な傾向ととらえることができる。

これら住居跡から出土した遣物は，土師器（高杯◎器台色相◎壷◎婆〇台付婆◎ミニチュア土器◎手捏土器）

で，器台は脚部が高い小形で，器受部が皿状のものが多く，端部を摘み上げた形状のものなどがあり，中には

粗製器台も認められる。増は丸底の中央が小さく凹むものが主体で，すべて赤彩されている。高杯は，師部が

大きく開いて脚部に窓孔を穿ち，ラッパ状に開く特徴をもつ元屋敷系のものが出土している。台付賓は，目線

部が「く」の字状に外反して，体部は球状を呈し，斜位のパケ目調整痕が主体的に見られる。

第2調査区から検出された方形周溝墓は，北側に谷津が入り込む台地の縁辺部に位置している。規模は，一

辺が7．5mほどの隅丸方形であり，方台部の盛土や埋葬施設は確認できなかった。周構内の南東コーナー部付

近から南西コーナー部付近には多数の土器（小形鉢の高杯◎紺e器台6壷◎寮e台付婆◎小形婆◎ミニチュア

土器）が出土しており，意図的に並べられていたものが周構内に流入したものと想定される。

古墳時代中期（5世紀代）

第1調査区から住居跡2軒，第2調査区から住居跡20軒，鍛冶工房跡1基，土坑5基，第4調査区から住居

跡5軒が調査された。また，第2調査区からは当該期の住居跡19軒が北西部を除く全域から検出されたが，北

西部は古墳時代前期の住居跡が集中している地点であり，当該期の人々がこの地に集落を営む上で，前期に比

定される集落の存在を既知していたことが予想される。しかし，双方の集落が営まれていた時期には約100年

弱の隔たりがあり，この地に再び集落が営まれたものと考えられる。なお，第4調査区から検出された住居跡

5軒は，いずれも調査区東部の標高26～28mの地点に位置しており，調査区南側の地域に分布が広がる可能性

が考えられる。

規模は，床面積が30I壷を超える大形住居跡が11軒，20～30r産の中形住居跡が8軒，20I壷未満の小形住居跡が

7軒であり，床面積の平均は31．OI茸と，規模は前期住居より大きい傾向にある。炉はすべて地床炉で，位置は

前期とほぼ変わりない。貯蔵穴は，出入り口部の右コーナー部に位置するものが50％を占め，貯蔵穴を取り巻

くように馬蹄形状に盛土しているものも認められる。

第1号鍛冶工房跡は，調査区北部の一段下がった段丘面から検出された。平面形は方形で，床面積は49．4I妻

と大形である。柱穴は4か所，貯蔵穴は3か所で，掘り込みは浅いが鍛冶炉が3か所検出された。甑や煤が付
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着した賓が出土していることから，住居兼用の工房として使用していたものと考えられる。県内で中期に比定

される鍛冶工房跡の事例としては，森戸遺跡（第70号住居跡），原の内A遺跡（第3号住居跡），武田酋塙遺跡

（第60◎232号住居跡）等が挙げられるが，いずれも専用の鍛冶工房ではなく，本跡同様の様相を示し，当該

期の集落内での鉄生産の在り方の一例を示す好例といえる。

中期の遺構からは，土師器（杯e椀◎高杯⑳増e壷e婆e甑），須恵器（杯e高杯の把手付椀），土製品（羽

目◎紡錘車），石製品（双孔円板①剣形模造品e勾玉e砥石），鉄製品（鎌◎刀子e嫉）が出土している。土師

器の杯は，日録部内面に稜をもち，調整は内面に放射状のへラ磨きが施されているものが主体である。第2調

査区の第39号住居跡からは，土師器の他に，TK216に比定される須恵器杯が出土しており，他地域との交流

が窺える。

5　平安時代

第2調査区から2軒検出されたのみで，第4。29号住居跡が該当する。どちらも北壁に竃をもち，主軸方向

はほぼ同じである。第4号住居跡は，竃の補強材として土師器賓が使用され，床面から内面黒色処理された杯

片が出土している。時期は，第4号住居跡が9世紀末葉から10世紀初頭頃，第29号住居跡が9世紀前葉に比定

され，須恵器は水戸市木葉下窯から供給されたものと思われる。当該期の調査区域外への集落の広がりについ

ては不明であるが，山間部での血縁的な集落の在り方を示したものと考えられる。

十万原台地上には当期に比定される須恵器片が多数確認されている地点も見られることから，台地中央部に

は拠点的な集落が存在する可能性も考えられる。

6　中ゆ近世

第2調査区では士墳墓1基，土坑68基，地下式墳14基，火葬施設12基，井戸跡7基，集石遺構4か所，第4

調査区では土墳墓1基，地下式墳6基，集石遺構10か所が調査されている。第2調査区の地下式壕は，南東部

から南西部にかけての広い範囲で検出された。南東部付近には9基の地下式境が隣接し，その周囲には竪坑の

開口する方向と同じ主軸の士坑が分布している。南西部付近には3基の地下式墳が隣接し，その周囲にも井戸

跡や，土坑が検出されている。土坑は長軸1．7～2．5m，短軸0．8～工7mほどの長方形状のものが多く，田中信

氏iO），半田堅三氏11㌦斉藤弘氏i2）等の指摘のように，地下式墳e土坑，溝は有機的な関連を持っ遺構群と考え

られるi3）。なお，本区の地下式境は，南側に竪坑が開口しているものと，西側に開口部を持つものとに分ける

ことができるが，いずれの地下式墳の時期も15世紀後半に比定されるため，それぞれ多少の時期差を持って構

築されたものであると考えられる。しかし，その理由や性格については不明である。

地下式壕から検出された遺物としては，人骨とともに副葬品と考えられる土師質土器の小皿，古銭等があり，

最終段階で墓として利用されているものも含まれている。また，第7号地下式壕の主室底面からは，焼土とと

もにわら状の炭化物が検出され，使用法の一例を表出するものと考えられる。また，第13号地下式壕では，内

耳鍋が逆位の状態で出土しており，地下式墳の性格把握の好例といえる。

第4調査区では，斜面の最も高い部分の西部域を占有しており，第2調査区同様，周囲に多数の士坑が検出

した。出土した遺物は，在地系の土師質の内耳鍋がほとんどで，そのほか常滑の襲片が若干混じっている。し

かし，当区の地下式墳の周囲からは，士坑が検出されているがその他の遺構はなく，地下式境の形状にも相違

点があり，出土遣物も少ない。また墓域についても，第2調査区の墓域とは相違が認められ，それが地縁的な

ものか，あるいは血縁的なものかについては不明である。また，墓地に伴う地下式壕についての斎藤弘氏の論

考2）では，「14世紀後半には複数の世帯がまとまって住居を営み，溝や塀によってそれを区画する事例が増え，

集落に伴う墓も成立」し，また「15世紀～16世紀代には墓地が大規模化」するという。中世後半における造墓
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階層の拡大は，全国的に認められる現象であり，中世社会では村落などの単位集団で墓域を形成していったと

考えられている。当墓域においても，地下式壕の周囲に墓壕と考えられる士坑が数多く存在し1㌦　単位集団の

墓域が形成されていたと考えられるが，どのような集団の墓域なのかほ明確な居住域の想定が検証されていな

いため不明といわざるをえない。

以上，当遺跡における時代ごとの概略を述べたが，集落そのものについては限定された調査区内でのあり方

に留まり，集落全体を適した検討については制約を受けざるをえなかった。しかし，今回の調査で，旧石器時

代から近世までの人々の生活の痕跡を確認することができた。特に古墳時代前期から中期は，最も大きな集落

が形成されて，当遺跡の中心時期であることが判明し，その集落は河川に近い十万原台地の縁辺部に位置し，

集落として最適地であったことが窺える。古墳時代中期以降，集落は一時途絶えるが，平安時代に再び集落形

成され，当時期以降に生活基盤が台地中央部に移ったものと考えられる。さらに中世に入ると，当地域は大規

模な墓域として利用されることとなり，その後も継続して墓域として利用されている。このように，調査部分

は十万原台地上のほんの一部ではあるが，衰退はあるものの旧石器時代から近世にかけての複合遺跡であるこ

とが明らかになり，原始から現代にわたる人々の生活が，台地全体において展開されたものと想定される。
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1区　第1号住居跡完掘状況

1区　第3号住居跡遺物出土状況

1区　第4号住居跡完掘状況

1区　第6号住居跡完掘状況

1区　第3号住居跡完掘状況

1区　第3号住居・跡遺物出土状況

1区　第5号住居跡完掘状況

1区　第7号住居跡完掘状況



1区　第7号住居跡貯蔵穴1遺物出土状況

1区　第1号溝跡完掘状況

1区　第38号土坑完掘状況

4区　第2・3号住居跡完掘状況

1区　第8号住居跡完掘状況

1区　第36号土坑完掘状況

4区　第10号住居跡完掘状況

4区　第2・3号住居跡遺物出土状況



4区　第12号住居跡遺物出土状況

4区　第15号住居跡完掘状況

4区　第4号住居跡完掘状況

4区　第5号住居跡完掘状況

4区　第12号住居跡遺物出土状況

4区　第3号住居跡遺物出土状況

4区　第4号住居跡遺物出土状況

4区　第6号住居跡完掘状況



4区　第8号住居跡遺物出土状況

4区　第7号住居跡完掘状況

4区　第1号地下式墳遺物出土状況

4区　第3号地下式境完掘状況

4区　第8号住居跡遺物出土状況

4区　第1号地下式塘完堀状況

4区　第2号地下式墳完堀状況

4区　第4・5号地下式場完掘状況



4区　第2号集石遺構完堀状況

4区　第3号集石遺構確認状況

4区　第13号溝跡完掘状況

4区　第3号集石遺構完堀状況

4区　第5号集石遺構確認状況

4区　第2号遺物包含層遺物出土状況

4区　第114号土坑遺物出土状況
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S11－11

SI1－57

1区　第1・3号住居跡出土遺物
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1区　第3号住居跡出土遺物
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1区　第3号住居跡出土遺物
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S15－80

1区　第4・5号住居跡出土遺物

S14－33
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1区　第6・7号住居跡出土遺物
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S112－143

S17－63

1区　第7号住居跡・遺構外，4区　第9・10・12号住居跡出土遺物
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4区　第3号住居跡出土遺物



PL14

4区　第4・5号住居跡出土遺物

SI5－115
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「三l挙
SI6－124

S17－129

第2号地下式塀－151

4区　第6・7・8号住居跡，第2号地下式塘出土遺物
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第1号遺物包含層－154

第2号遺物包含層－179

第2号遺物包含層－180

4区　第1・2号遺物包含層，第73号土坑，遺構外出土遺物
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第1号遺物包含層－156

第5号地下式墳－165

第4号地下式塘－163

SK149－170

SK149－171

4区　第4・5号地下式堰，第1号遺物包含層，第149号土坑，遺構外出土遺物



SI15TPll　　　　第1号遺物包含層TP12

第4号集石遺構－TP13　　　　第5号集石遺構－TP14　　　第5号集石遺構TP15　　第1号遺物包含層TP16

1区・4区遺構外　4区第2・9・12・15号住居跡，第4・5号集石遺構，第1号遺物包含層出土遺物
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遺構タトQ38　　　　　　遺構外－Q39　　　　　　　遺構タトQ6

SIトQ8　　第1号地下式塙－Q24　　　　　遥構外－027

S16－Q17　　　　　016　　　　　　　　Q18

Sl1－Q9　　　　SllTQlO Sl8－Q20

1区第3号住居跡，遺構外，4区第1・3・6・8号住居跡，第1号地下式填，遺構外出土遺物
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席題一日・こ

第1号遺物包含層－M16

第1号遺物包含層－M19

SI7－M2 第1号遺物包含層－M18

第5号地下式堰－M21

第5号地下式壌－DP6

1区第7号住居臥遺構外，4区第5号地下式境，第1号遺物包含層，第114号土坑，遺構外出土遺物
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